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・「CLIP STUDIO PAINT」 は 、 株 式 会 社 セ ル シ ス の 商標 また は 登録 商標 で す 。 
最新 の バー ジョ ン は 、「1.6.7」 (2017 年 9 月 現在 ) と な っ て お り ま す 。 


+ AMIS [Windows] を ベース に 解説 し て お り ま す が 、「macOS」 で も 問題 な く ご 利用 いた だ け ま す 。 
Windows と 大 きく 異な る 操作 の 場合 の み 、「( )」 の 中 に macOS で の 操作 手順 を 明記 し て お り ます 。 


・ 本 書 に 記載 され た 内 容 は 、 情 報 の 提供 の み を 目的 と し て お り ます 。 
し た が っ て 、 本 書 を 用 いた 運用 は お 客 様 自 身 の 責 任 と 判断 の も と に 行っ て くだ さい 。 


・ 本 書 の 情報 は 2017 年 9 月 の も の を 掲載 し て いま す 。 
ソフ トウ ェ ア の バー ジョ ン ア ッ プ な ど に より 、 機能 や 画像 の 解説 が 変更 され て いる 場合 が あり ます 。 
また 、 イ ンタ ーネット の 情報 に 関し て は 、 予 告 な く URL 先 の 画面 な ど が 変更 に な る 恐れ が あり ます の で 、 ご 了承 くだ さい 。 


・ 本 文中 に 記載 され て いる 製品 の 名 称 は 、 一 般 に 関係 各社 の 商標 また は 登録 商標 で す 。 
な お 、 本 文中 で は ""、 な どの マー ク は 省略 し て いま す 。 


・ 本 書 に 掲載 し て いる 画像 、 写 真 、 素 材 は 、 営 利 目的 の 商用 利用 を 許可 し て お り ま せん 。 私 的 利用 の 範囲 内 で の み ご 利用 くだ さい 。 


は じ め に 


この 本 を 手 に 取っ て いた だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 


本 書 は 、 以 前 執筆 し た 「 フ ァ ン タ ジ ー 風 景 の 描き 方 CLIP STUDIO PAINT PRO で 空気 感 を 表現 する テク ニッ ク 」 の 続 刊 
的 な 題名 で は あり ます が 、 一 冊 で 独立 、 完 結 し た 内 容 と な つて いま す 。 

また 、 テ クニ ッ ク 的 に も 別 方 面 か ら の アプ ロー チ も 多く 、 前 著 を お 読み いた だ いた 方 に も 新た に お 勧め で きる 一 肛 と な っ 
て いま す 。 


題名 の 通り 、 本 書 の テー マ は 「 東 洋 ] ファ ンタ ジー で す 。 

ファ ンタ ジー と いう と どう し て も 大 仰 な イメ ー ジ が ある か も し れ ま せん が 、 実 は ちよ っ と し た アク セン ト や 日 常 風景 の 
賑やか し と し て 利用 で きる 側面 も 持つ てい ます 。 

今回 は 東洋 モチ ー フ と いう こと で 我々 の 普段 の 生活 、 文 化 圏 と 重なる 部 分 も 多い か と 思い ます 。 そ の 近似 性 か ら さ ま ざ 
まな シー ン の イラ スト へ の 転用 、 活 用 方 法 な ども 読み 取 つ て いた だ ける の で は な いで し ょ うか 。 


し か し 「 東 洋 」 と は いっ て も その 範囲 は 広く 、 和 風 や 中 華 風 は も ちろ ん の こと 、 イ ンド 、 東 南ア ジア 、 モ ン ゴ ル 、 果 て 
は トル コ ま で カバ ー し て いま す 。 

ファ ンタ ジー と いう の は さま ざま な 文化 を ミッ クス し て 作る こと が で きま す 。 

逆 を いえ ば 、 ミ ックス する 元 と な る 文化 を 知ら な いと うま くい か ず 、 中 途 半 端 に な っ て し まう 恐れ も あり ます 。 

本 書 で は ファ ンタ ジー 要素 だ け で は な く 、 実際 の 東洋 文化 圏 の モチ ー フ や 様式 に も 言及 、 解 説 を し て いま す 。 そ れ ら を 
通し て さま ざま な 文化 の 要素 を 知り 、 そ れ ら を ミッ クス する 方 法 や イラ スト と し て 出力 する 技術 も 知っ て くだ さい 。 


本 書 は か な り 盛り だ くさ ん な 内 容 で す の で 、1 回 読ん だ だ け で は 消化 し きれ な いと 思い ます 。 む しろ 2 回 、3 回 と 読み 込 
み 少 し ずつ 噛み 砕き 消化 し て くだ さい 。 
難し く 考え ず に 楽し く 読み 、 少 し ずつ 学ん で いた だ けれ ば 幸い で す 。 


2017 年 9 月 ソウ ノ セ 


この 本 を 手 に 取っ て くだ さり 、 あ り が と う ご ざ いま す 。 
本 書 は 、「 東 洋 フ ァ ン タ ジ ー」 に スポ ッ ト を 当て た 、 い まま で あり そう で な か っ た メイ キン グ 本 に な っ て いま す 。 


私 は 生ま れ が 田舎 で 、 古 い 民 話 や 信仰 が 残っ て いる 地域 だ っ た か ら か 妖怪 や 八 百 万 の 神様 な ど 、 土 着 の 神秘 的 な 世界 に 
昔 か ら 惹 か れ て お り 、 自 然 と そう いっ た も の を テー マ に イラ スト を 描く こと が 多く 、 そ の 表現 に 「 東 洋 フ ァ ン タ ジ ー」 
の 世界 は 欠か せな いも の で し た 。 


あく まで も 私 な り の 東洋 ファ ンタ ジー で は あり ます が 、 世 界 観 を 彩る アイ テム や 設定 も 交え て 、 ど の よう に イラ スト を 
作っ つて いく の か 解説 し て いま す 。 


また 、 私 の ペー ジ で は 背景 の メイ キン グ は も ちろ ん 、 キ ャ ラク ター の いる 背景 イラ スト を 描く 場合 どの よう な と ころ 
に 注意 し た ら 良 い の か な ども ポイ ント 的 に 解説 し て いま す 。 

キャ ラク ター を 描い た あと に 背景 を つけ て いく と き の コ ツ や 、 キ ャ ラク ター が 埋もれ な いよ うに する 方 法論 な ど 、 キ ャ 
ラク ター は 描け る けれ ど 背 景 に 踏み 出す こと が で き な い 、 と いう 人 た ち に 向け て 一 助 に な れ ば いい な と 思い な が ら 執 筆 
し て いま す 。 

私 自身 が 、 昔 は キャ ラク ター ば か り 描 いて いて 、 背 景 が 全く 描け な い 人 間 だ っ た の で ……。 

本 書 で 紹介 し て いる 技法 や 考え 方 は 、 背景 が 全く 描け な いと ころ か ら 、 学ん だ り 試行 錯 誤 を 繰り 返し て 得 て き た も の で す 。 
どう か 少し で も 参考 に な り ま す よ う 願 っ て いま す ! 


2017 年 9 月 藤 ち ょ こ 


本 書 の 使い 方 


本 書 は 、 パ ペイ ント ソフ ト 「CLIP STUDIO PAINT] を 使い 、 デ ジタル で 東洋 らし さ の ある 幻想 的 な 風景 イラ スト を 描く た め の 技法 書 で す 。 
加 章 で は お も に 下記 の よう な ポイ ント で 解説 し て いき ます 。 


】 章 … ペ イン ト ソ フト と いう デジ タル イラ スト に お ける 画材 の 使い 方 。 


ツ 章 … メ イキ ング か ら 学 ぶ 「 キ ャ ラ と 背景 の な じ ま せ 方 」「 画 面 構成 の 基本 」。 風景 イラ スト を 描く に あたっ て の 普遍 的 な 技術 の 解説 


3 章 … 東 洋 ら し い モ チー フ や 模様 の 紹介 、 キ ャ ラ に 着せ る 衣装 の コツ 。 


4. B~ 7 章 … 異 な る 技法 に よる 風景 イラ スト の メイ キン グ 。 


著者 で ある ゾウ ノ セ 、 藤 ちょ この 両 名 が 普段 実践 し て いる 技術 や 考え 方 を 、 余 す と ころ な く 伝 えま す 。 


る メイ キン グ ペ ー ジ 
イラ スト の 制作 工程 を 解説 し ます 。 


ペー ジ の 構成 


作業 工程 
作業 工程 を 文章 と 図 で わか りや すく 解説 し て いま 
す 。 な お 、 文 章 の 英字 と 図 の 英字 が 対応 し て いま す 。 


本 書 は RGB (アール ジー ビー) カラ ー モ デル を 基 
準 に し て いま す 。 下地 な どの ベー ス と な る 色 は 
RGB の 数 値 を 表示 し て いま す 。 こ の 色 を 基準 と し 
て 、 色 を 塗り 重ね て いき ます 。 


ペイ ント ソフ ト 解 説 ペー ンジ (1 章 ) 金 技法 ペ ー ジ (2 章 ) 
風景 イラ スト の 技法 を 解説 し ます 。 


ツー ル や 機能 を 解説 し ます 。 


下地 を 塗る と き の 色 は 、 濃 く て 彩 度 の 高い 色 を 選ぶ と 良い で し ょ う 。 
下地 の シル エッ ト や 塗り 残し の 有無 な ど が 確認 し や すく な り ま す 。 色 
の 決定 は 後ほど 行う の で 、 何 色 で も 構い ませ ん 。 


POINT 
描く 際 の コツ を POINT と し て 解説 し て いま す 。 


_ | 東洋 らし さ の コッ 


朱色 は 、 東 洋 ら し さ を 表現 する 上 で 欠か せな い 色 で す 。 


東洋 らし さ の コツ 
東洋 らし さ を 出す た め の コ ツ を 解説 し ます 。 


東洋 モチ ー フ の ペー ジ (3B) 
東洋 らし い モ チー フ を 解説 し ます 。 


回 ot いそ モチーフ 


特典 デー タ の ダウ ン ロ ー ド 


http://hobbyjapan.co.jp/manga_gihou/item/1655/ 


上 記 URL か ら 、 本 書 で 使用 し て いる カス タム ブラ シ や テク スチ ャ ーー 
素材 、 イ メー ジス ケッ チ と いっ た デー タ を ダウ ン ロ ー ド で きま す 。 “ene PIE 
デー タ の ご 利用 の 際 は 、「 ダ ウン ロー ド デ ー タ ご 使用 の 前 に お 読 qe a) 
みく だ さい txt] ファ イル を 必ず お 読み くだ さい 。 し ーー 

| | aa om 
ダウ ン ロ ー ド し た カス タム ブラ シ デ ー タ は 、PC 上 の ウィ ンド ウ ペー 
か ら CLIP STUDIO PAINT の サブ ツー ル バ パレ ッ ト へ 、 ド ラッ ク & 本 | (ax: 
ドロ ッ プ で 読み 込ま せる こと で 利用 で きま す 。 > EZZSPZ4 ws 

“< A es 

る be 

| 


本 書 掲載 の イラ スト で 使用 し た 写真 や テク スチ ャ 素材 、 パ ー ス 素材 は 、 
CLIP STUDIO PAINT で 読み 込む こと で 利用 で きま す 。 


1 点 透視 パー ス 素 材 


※ 特 典 デ ー タ の ファ イル を 実行 し た こと に よ 
る いか な る 結果 に つい て も 、 著 者 、 株 式 会 
社 セ ル シ ス 、 株 式 会 社 ホ ビー ジャ パン は 一 
切 の 責任 を 負い か ね ます 。 お 客 様 ご 自身 の 
責任 と 判断 の も と に こ 利用 くだ さい 。 


2 章 の イラ スト 「 ま ちあ わせ 」 の 、 キ ャ ラ の み の デ ー タ が 
用 意 さ れ て いま す 。 是非 CLIP STUDIO PAINT で 読み 込み 、 
メイ キン グ の 手順 を 実践 し て みて くだ さい 。 


「 ま ちあ わせ 」 キ ャ ラ の み デ ー タ 


2 。 風景 イラ スト の 基本 


— キャ ラ と 背景 の な じ ま せ 方 一 Illust & Making by 藤 ちょ こ … 


2 ガイ ド 線 の 作成 … 


技法 1| 光 と カゲ (陰影 ) … 36 


La ペイ ント ソフ ト の 基本 9 


CLIP STUDIO PAINT の 機能 eevee 0 

1 CLIP STUDIO PAINT を 準備 する … 10 

2 よく 使用 する 機能 の 紹介 …………… 12 

3 本 書 で 使用 する ブラ シ ーー…………… 18 
ene 21 

羊 追 いし balloon 空 

ー 近 景 ・ 中 景 ・ 遠 景 で 画面 を 構成 する 一 must & Making by ソウ ノ セ … 

1 ラフ を 指 く oe 44 

2 近 景 ・ 中 景 ・ 遠 景 で 塗り 分 ける … 47 

3 立体 感 を 出す ooo 49 

4 光 を 当て る 


5 空 ・ 雲 を 描く 
6 細か い デ ィ テ ー ル を 描く BSS EERROES — 62 
pal i 5| WOK 64 


7 装飾 や 模様 を 加え る ・ 


づ = 東洋 + ファ ンタ ジー と は 


1 東洋 文化 を テー マ に し た ファ ンタ ジー 表現 … 74 


2 東洋 らし い モ チー フ …………………ー……… 75 
3 東洋 キオ ファ ンタ ジー な 衣装 …………………… 83 


Ain 室内 風景 を 描く 


異 文 化 交 流 フ ァ ス ト フ ー ド 
ー パー ス 定 規 の 使い 方 、 明 暗 差 の 表現 一 lust & Making by MS «= 


1 ラフ を 描く 
2 メイ ン と な る キャ ラ を 描く - 
3 店 内 の 背景 を 描く … 


回 5 章 テク スチ ャ ペイ ン テ ィ ン グ co 105 
5 モブ キャ ラ (脇役 ) や 小物 を 描く ーー 97 
6 店 の 外側 を 描く 栄枯 堆積 

ー テク スチ ャ の 使い 方 一 Must & Making by ブウ セー vem nnnnnnnnnmnnnnnnnnnmnnnasnnnsnnn 108 


7 画面 全体 の 立体 感 を 出す ・ 
る 加太 を 描く aoe 


1 ラフ を 描く ~ 
2 線画 を 描く ~ 
3 塗り 分 ける ee 

4 テク スチ ャ を 使っ て 描き 込む … 113 
5 水 を 表現 する 
6 仕上 げ … 


6 章 ひと つの モチ ー フ か ら 連 想 し て 描く ーー 121 
清流 の 生ま れい づる 処 


— 「 水 」 か ら の 連想 、 ダ イナ ミッ ク さ 、 送 明 感 の 演出 一 lust & Making by 藤 ち ょ こ ww 124 


1 ラフ を 描く …………ー 
2 メイ ン と な る キャ ラ を 描く 
3 具体 的 な 形 で 水 を 表現 する 
4 遠景 を 描く 

5 地上 の 町 を 描く … 
ES ーー ドド ーー バー ニー や ーー コー ムー 


7 * シン メト リー に 構成 され た 風景 を 描く 139 


镜面 境内 狂犬 注意 
一 対称 定規 の 使い 方 、 エ フェ クト 表現 一 iust & Making by ソウ クモ pe 142 


6 建物 内 部 を 描き 込む 
7 水面 を 描き 込む 
8 キャ ラ や エフ ェクト の 追加 


ペイ ント ソフ ト の 基本 


‘it 


CLIP STUDIO PAINT の 機能 


アナ ログ で イラ スト を 描く に は 鉛筆 や 筆 、 絵 の 具 な どの 画材 が 必要 と な り ま す が 、 

パソ コン で イラ スト を 描く 際 の 画材 と な る の が ペイ ント ソフ ト で す 。 

数 ある ペイ ント ソフ ト の うち 、 本 書 で は 「CLIP STUDIO PAINT] を 使用 し ます 。 

CLIP STUDIO PAINT は 、 こ れ 1 本 で イラ スト や マン ガ 、 ア ニメーション の 制作 が で きる 高 機能 の ペイ ント ソフ ト で す 。 


(① CLIP STUDIO PAINT を 準備 する 


| 1-1 | ダウ ン ロ ー ド と イン ス トー ル QDPAINT enn mren sana 
CLIP STUDIO PAINT に は [PROJ と 「EX」2 つの パー ジョ ン が あり ます 。 Nod シェ アベ ペイ ント ツー ル 。 

ここ で は [CLIP STUDIO PAINT PROJ を PC に イン スト ー ル する 方 法 を 解 の CLIP STUDIO 
説 し ます 。 


PAINT 


i Internet Explorer な どの ブラ ウザ ソフ ト で 株 式 会 社 セ ル シ ス の 運営 す 
る CLIP STUDIO PAINT の 公式 Web サイ ト (http://www.clipstudio. 
net/) に アク セス し 、OCLIP STUDIO PAINT PRO の 「 無 料 体験 版 ] の 
ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 


回 「Windows 版 | か 「macOS 版 | を 聞か れる の で 、 自 分 の PC に 合っ た OSes ay 
も の を 選択 し 、「 ダ ウン ロー ド 」 の ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 
が a / 
EX 
3 | 「 ダ ウン ロー ド 」 の ボタ ン を クリ ッ ク す る と 、CLIP STUDIO PAINT イ IE 四 


ンス トー ラー が ダウ ン ロ ー ド され ます 。 ソ フト の イン スト ー ル は 、 基 本 
的 に は イン スト ー ラ ー を 起動 し 、 表 示さ れ た 手順 通り に 進め て いけ ば 問 
題 あ り ま せん 。 も し わか ら な い 場 合 は 、「 ダ ウン ロー ド 」 の ボタ ン を クリ ッ 
ク し た と き に 表示 され る 「 イ ンス トー ルー 起動 まで ] の ペー ジ を 参考 に 
し て くだ さい 。 


© POINT OO Wes its) 


無料 体験 版 の 有効 期限 は 30 日 間 で す 。 継続 し て 使用 する 場合 は ライ セン ス を 購入 し 、 
シリ アル ナン バー を 登録 する だ け で すぐ に 製品 版 に 移行 で きま す 。 


@ POINT G PROXEX i 


CLIP STUDIO PAINT は 、「PRO」 に も 十分 過ぎ る 機能 が 備わっ て いま す が 、 本 格 的 TE (ee 
な アニ メー ショ ン 制 作 や マン ガ の よう な 複数 ペー ジ の 作品 を 管理 する こと が で きる mae] WENN GE. 人気 の 


の が 「EX」 で す 。 自分 の PC に 合っ た も の を 選択 8 
バー ジョ ン の 違い に つい て は 下記 URL も 併せ て 参照 くだ さい 。 


http://www.clipstudio.net/paint/functional_list#csp_difference 


ソフ ト を 起動 する 


イン スト ー ル が で きた ら 、CLIP STUDIO PAINT PRO を 起動 し て み ま し よう 。 


贺 [CLIP STUDIO] の アイ コン を ダブ ルク リッ ク し て 起動 し ます 。 


回 付属 の ポー タル アプ リケーション 「CLIP STUDIO] が 起動 し ます 。 SCT. [PAINT] を 


クリ ッ ク す る と 、CLIP STUDIO PAINT が 起動 し ます 。 


※ 体 験 版 の 場合 は 、 初 回 起動 時 に [PROJ か 「EX」 の 起動 し た い ほ う を 選択 で きま す 。 


ゲッ ト し よう 入 質 作 品 は ア 
クリ ルス タン ド フィ ギュ ア 化 
も ! 


wari Ete HN 


: EB 已 四 CLIP STUDIO PAI 


BNSOR. wt し 


ポー タル アプ リケーション 「CLIP STUDIO) が 起動 する 


自由 に イラ スト を 描く 


ソフ ト が 起動 し た ら 、 あ と は イラ スト を 描く だ け で す 。 キ ャ ン バ ス が な けれ 
ば 作成 し 、 ペ ン や 消し ゴム な どの ツー ル を 使っ て 、 自 由 に イラ スト を 描い て 
み ま し よう 。 


OQ POO) すべ て の 機能 を 使う 


体験 版 で すべ て の 機能 を 使う に は 、「 創 作 応援 サイ ト CLIP STUDIO (https:// 
www.clip-studio.com/clip_site/)」 で 、CLIP STUDIO アカ ウン ト 登 録 す る 必要 
が あり ます 。 体験 版 の 試用 登録 を 行う こと で 作成 し た デー タ を 保存 が で きる よう 
に な り 、 制 限 な し で すべ て の 機能 を 使え ます 。 


© POINT© Where Paes 


[PROJ 15 [EX] へ の バー ジョ ン ア ッ プ は 、 ラ イセ ンス を 変更 する こと で 行え 
ES. [EX] を 購入 し 、 ラ イセ ンス 登録 を する こと で 、 ブ ラ シ な どの 設定 は その 
HEC [EX] へ と バー ジョ ン ア ッ プ する こと が で きま す 。 

詳し い バ パー ジョ ン ア ッ プ の 方 法 や 価格 に つい て は CLIP STUDIO PAINT の 公式 
Web サイ ト を ご 確認 くだ さい 。 


Windows 版 
(アス クト ドッ プア イコ ン ) 


CLIP STUDIO PAINT が 起動 する 


ツー ル や 機能 を 使っ て 、 キ ャ ン バ ス に イラ スト を 描こ う ! 


(②) よく 使用 する 機能 の 紹介 


下図 は 、CLIP STUDIO PAINT PRO の 画面 で す 。 ツ ー ル や 機能 を 選択 し て 、 キ ャ ン バ パス 上 に イラ スト を 描い て いき ます 。 


Dir) GR) デル AO YU SPER BAY 70-0 RAW AZ 
re RT = 其 


Saeed 


⑩ メニ ュー バー it あら か じ め 用 意 さ れ て いる 機能 を 選択 で きま す 。 5 POINT © 

OY= ル VY I. iris ツー ル を 選択 で きま す 。 [ ワ ァ イル ] メニ ュー(macOS: [CLIP STUDIO PAINT] メニ ュー) 
サブ ツー ル パ レ ッ ト ………… 細か い 用 途 に 応じ た ツー ル を 選択 で きま す 。 一 [環境 設定 ] の 「 イ ンタ ー フ ェ ー ス 」 カテ ゴリ ー で 、 配色 テー 
@ ツー ルプ ロ パ ティ パレ ッ ト … ツ ー ル の 設定 が で きま す 。 マ (画面 イン ター フェ ー ス の 色 ) 在 [淡色 」 (ME) か ら 選 択 で 
⑥ ブラ シ サイ スズ パレ ッ ト …… ブラ シ サ イズ を 直感 的 に 選択 で きま す 。 Hag noth A BEE RE ne 
⑬ カラ ー サ ー ク ル パ レ ッ ト …… 色 を 設定 で きま す 。 

@ + キャンバス ccs ここ に イラ スト を 描き ます 。 

@ 素材 パレ ッ ト …… … 人 ダウ ン ロ ー ド し た ブラ シ 素 材 な ど を 管理 で きま す 。 
⑨ レイ ヤー パレ ッ ト ………… レイ ヤー を 管理 で きま す 。 


キャ ン バ パス が な い 場 合 は 、[ フ ァイル ] メニ ュー 一 [新規 ] 
で 作成 で きま す 。 表 示さ れ た ダイ アロ グ で 「 作 品 の 用 途 」 


を 「 イ ラス ト 」 に 設定 すれ ば 、 イ ラス ト 用 に 最適 化 さ れ た キャ 
ン バ ス を 作成 で きま す 。 キャ ン バ ス の サイ ズ は 「 プ リセ ッ ト 」 
か ら 選 択 す る か 、 任 意 の 数 値 を 入力 し て くだ さい 。 
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ツー ル の 選び 方 


CLIP STUDIO PAINT に は 、 用 途 に 応じ た さま ざま な ツー ル が 用 意 さ れ て いま す 。 
ツー ル は 、 ツ ー ル に 関す る パレ ッ ト か ら 選 択 す る こと で 使用 で きま す 。 パレ ッ ト に は 、「 ツ ー ル パレ ッ ト 」 「 サ 
ブツ ー ル パレ ッ ト 」「 ツ ー ル プロ パテ ィ パ レッ ト 」「 サ ブツ ー ル 詳細 パレ ッ ト 」「 ブ ラ シ サ イズ パレ ッ ト 」 が あ 


り ま す 。 


ツー ル 選 択 の 基本 的 な 手順 は 下記 の と お り で す 。 2 aay Q 
<a 回 | プラ シッ サイス 250 |8\/"] 
回 「 ツ ー ル パレ ッ ト 」 で ツー ル を 選択 する 。 ンー | FA, welll, 
| ex 
[回 「 サ ブツ ー ル パレ ッ ト 」 で 細か い 用 途 に 応じ た ツー ル を 選択 する 。 な お 、「 ツ ー ル バー PE ek 電 の mm 
レッ ト 」 で 選択 し た ツー ル に よっ て は 、 グ ルー プ で カテ ゴリ 分 けさ れ て いる も の も | aoe - 
ある 。 oe | i 
— > に RD 
mE Ll os 
Antes Ing 疝 
「 ツ ー ル プロ パテ ィ パ レッ ト 」 や 「 サ ブツ ー ル 詳細 パレ ッ ト 」 で ツー ル の 設定 を 調 [wun | ee ea te 
整 する 。 な お 、 ブ ラ シ サ イズ を 設定 する 場合 は 、「 ブ ラ シ サ イズ パレ ッ ト 」 で 直感 2 | ei 
的 に サイ ズ を 選択 し て も よい 。 Quam 。。 | 
| CARICA A enenessy 
て + SRE 全 設定 を が 7 基 役 定 に を 時 


よく 使用 する ツー ル 


風景 イラ スト を 描く 際 に 、 よ く 使 用 する ツー ル は 下記 の と お り で す 。 


| 選択 範囲 ツー ル 


選択 範囲 を 作成 する ツー ル で す 。 長方形 、 頂 円 で 作成 する 方 法 、 投げ な わ 、 
折れ 線 で 作成 し た い 範 囲 を 囲う 方 法 な ど が あり ます 。 


四 スポ イト ツー ル 


キャ ン バ ス 上 を クリ ッ ク し て 、 色 を 取得 する 
ツー ル で す 。 周 囲 の 色 か ら 逸 脱し な いよ うに 塗 
る 際 に 使用 し ます 。 な お 、 キ ャ ン バ ス 上 の 色 を 
その まま 取得 する こと も 、 選 択 し て いる レイ 


ヤー の 色 の み を 取得 する こと も で きま す 。 


IN ベン 上 | 人 


いわ ゆる ブラ シ で す 。 基本 的 に は これ ら の ツー ル を 使用 し て 、 線 を 描い た 


り 、 色 を 塗っ て いき ます 。 


回 消し ゴム ツー ル 


¢ 


& 


18) ME 9 ブッ ー ル [スポ イト ] 上 
ア イト 


/ 
/ 


表示 色 を 取得 


レイ ヤー か ら 色 を 取得 


エア ブラ シ ツ ー ル 


名 前 の と お り 、 消し ゴム で す 。 ブ ラ シ と は 逆 に 、 消し た い 部 分 を な ぞ り ます 。 


08) OE サブ ウー ル [ペン ] 


© | 色 混ぜ ツー ル 
色 を 混ぜ た り 、 ぼ か し た りす る た め の ツ ー ル で す 。 色 が は っ きり し すぎ て 
いる 部 分 な ど を 周囲 と な じ ま せ る 際 に 使用 し ます 。 


8 he Y-N7OKF «(ame sae 


i 疙 = 元 一 >y yy 一 儿 


ls sa] 

自然 な 色合い の グラ デー ショ ン を 作成 する た め の 

ツー ル で す 。 こ の ツー ル で ドラ ッ グ する と 、 位 置 gow WM ED 
Aone 


5 
GAR BNO 8G ~ 
不通 明度 100 = 
| Sme-F 


や 長 さ の 設定 に 合わ せ て グラ デー ショ ン を 作成 で 
きま す 。 


通常 5 
read 


IN| 定規 ツー ル 

簡単 に パー ス を 作成 で きる 「 パ ー ス 定規 」、 左 右 対称 の 構図 や モノ を 描く 
と き に 便利 な 「 対 称 定規 ] な ど が 用 意 さ れ て いま す 。「 パ ー フ 定規 」 の 使 
い 方 は 、P.89、「 対 称 定規 」 の 使い 方 は 、P.143 を 参照 し て くだ さい 。 


/ | 図形 ツー ル 
直線 や 曲線 、 長 方 形 や 棒 円 な どの さま ざま な 図形 を 描く た め の ツ ー ル で す 。 
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カラ ー サ ー ク ル パ レ ッ ト で 色 を 選択 する 


カラ ー サ ー ク ル を クリ ッ ク ま た は ドラ ッ グ する こと で 、 直 感 的 に 色 を 選択 で きま す 。 
左下 の カラ ー ア イコ ン に は 、 現 在 選択 され て いる 描画 色 と 、 す ぐに 使用 可能 な 描画 色 を 表示 し て い 
ます 。「 メ イン カラ ー」「 サ ブ カ ラ ー」「 透 明 色 」 の 加 表示 部 分 を クリ ッ ク す る と 描画 色 を 切り 替え 


られ ます 。 


透明 色 を 選択 する こと で 、 ブ ラ シ を 消し ゴム と し て 使用 する こと も で きま す 。 


= は み 出 さす に 塗る 機能 


下記 は 、 下 地 か ら は み 出 さ ず に 塗る 際 に 便利 な 機能 で す 。 


下 の レ イヤ ー で クリ ッ ピ ング 

「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 」 が 設定 され た レイ ヤー の 線 や 塗り は 、 下 
に ある レイ ヤー に 描画 され て いる 範囲 で の み 表示 され ます 。 下 に ある レイ 
ヤー の 範囲 以外 の 部 分 は 非 表示 と な る た め 、 は み 出 さす に 塗る 際 に 便利 な 
機能 で す 。 


[A レイ ヤー パレ ッ ト で 「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング [ 層 | 」 を クリ ッ ク 
する 。 


に 】 下 の レ イヤ ー の 描画 範囲 の み が 表 示さ れ 、 は み 出 し て いた 部 分 が 非 表 
示 に な る 。 


透明 ピク セル を ロッ ク 

「 透 明 ピ クセ ル を ロッ ク 」 が 設定 され た レイ ヤー は 、 も うそ れ 以 上 透明 部 
分 に 描画 で き な く な り ま す 。 レ イヤ ー を 分 け な いで 塗り 重ね る 際 に 便利 な 
機能 で す 。 

加 レイ ヤー パレ ッ ト で [透明 ピク セル を ロッ ク BI 」 を クリ ッ ク す る 。 


に 】 透明 部 分 に 描画 で き な く な る た め 、 は み 出 さ ず に 描け る 。 
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に ーー 
eel 9 ase a UZ" 
= ロロ 還る PS 


レ ィ ャ - (el stl py 
100 = 


100 % 通常 
ルイ ヤー 2 
100 % 通常 | 


ト レノ 


ト 2 


ルイ ヤー 1 


v 


呈 | 芸 ヤー| | 
通常 。 mm) 100+ 

Lv 图 省 fa me” |e” 

= ロロ DPS る amar 

100 % 通常 

ルイ ヤー 2 

100 % 通常 


eZ 


ルイ ヤー 1 


マ | Se 100 > 


ai 

= (PGBs ro 
100 % 通常 [| 

本 | 天 1 の 


> UR 


Sr; ye ae 1 


m206m103m 52 © 


は み 出 し て いた 部 分 が 非 表示 に な る 


和 区。 


同じ レイ ヤー に 、 は み 出 さ ず に 直接 描け る 


y 太 レイヤー の 合成 モー ド で 雰囲気 を 変え る 


合成 モー ド は 、 合 成 モ ー ド が 設定 され た レイ ヤー と 、 そ の 下 に ある レイ ヤー と の 色 の 重なり 方 を 設定 する 機能 で す 。 設定 


し た 合成 モー ド の 種類 に 応じ て 、 色 の か け 合 わせ 方 が 変わ り ま す 。 


合成 モー ド を 設定 する だ け で 、 イ ラス ト の 雰囲気 を ガラ っ と 変え る こと が で きま す 。 自然 な 色合い で カゲ を つけ た り 、 特 


定 の 部 分 を 発光 させ た り 、 最 終 的 な 色 の 調整 を 行う 際 な ど に も 効果 的 で す 。 さ ま ざ ま な 場面 で 活躍 する 、 デ ジタル イラ ス ae 
比较 ( 明 


ト を 描く 上 で 欠か すこ と の で き な い 機能 に こ な り ま す 。 


どの 部 分 に どの 合成 モー ド を 使用 する か は ケー スバ イケ ー ス な の で 、 そ の 都度 パタ ー ン を 試し て み ま し ょ う 。 


合成 モー ド の 変更 は 、 レ イヤ ー パ レッ ト で 行い ます 。 さ ま ざ ま な 種類 の 合成 モー ド が あり ます が 、 こ こ で は と くに 使用 頻 


度 の 高い も の を 紹介 し ます 。 


自然 な 色合い で カゲ を 描く 


乗算 

自然 な 色合い で 暗く な る よう に 色 
を か け 合 わせ ます 。 お も に カゲ を 
つけ た い 部 分 に 使用 し ます 。 線 を 
塗り と な じ ま せ る 際 に も 効果 的 で 
す 。 


スク リー ン 


自然 な 色合い で 明る く な る よう に 色 を か け 合 わせ ます 。「 加 算 ]」 ほど 極端 
に 明る く は な り ま せん 。 色 と 色 の 境目 を な じ ま せ た り 、 遠 く の モ ノ が 薄く 
か すん で 見 える 様子 を 表現 し た い 場 合 な ど に 使用 し ます 。 


モヤ を 描い て 遠近 感 を 出す 


比較 ( 明 ) 

合成 モー ド を 設定 し た レイ ヤー と 、 そ の 下 の レ イヤ ー の 色 と を 比較 し て 、 
明る い ほう の 色 に な る よう に か け 合 わせ ます 。 下 の 色 を 抑え た い 場 面 な ど 
で 使用 し ます 。 


| 
< / rer 
遠近 感 を 強調 する 


BROSEMAT. 


MEAWUXP) 


BUREGO) 
加重 
meEGEH) 
オー バー レイ 


加算 / 加 算 (発光 ) 
明る く 光り 輝く よう に 色 を か け 合 わせ ます 。 
お も に ハイ ライ ト を 入れ た り 、 発 光 さ せ た い 
部 分 に 使用 し ます 。 な お 、「 加 算 (発光 )」 は 
半 透 明 の 部 分 に 対し て 「 加 算 」 よ り も 強い 効 
果 が 出 ます 。 


建物 か ら 漏れ た 光 


オー バー レイ 
下 の レ イヤ ー の 明る い 部 分 は 「 ス クリ ー ン 」、 暗 い 部 分 は 「 乗 算 」 で 色 を 
か け 合 わせ ます 。 最終 的 な 色調 整 な ど で 使用 し ます 。 


| as 
明暗 の メリ ハリ が 出る よう に 色 を 調整 する 


OM A 0 旧 の 詳 AN レイ ヤー フォ ル ダ ー の 合成 モー ド 


レイ ヤー フォ ル ダ ー に 合成 モー ド を 設 
定 す る と 、 フ ォ ル ダー に 入っ て いる す 
べ て の レイ ヤー の 合成 モー ド が 設定 し 
た も の に 変わ り ま す 。 ま た 、「 通 過 ] 
の 合成 モー ド は レイ ヤー フォ ル ダ ー に 
の み 設 定 が で き 、 フ ォ ル ダー に 入っ て 
いる レイ ヤー の 合成 モー ド や 色調 補正 
の 効果 を 、 フ ォ ル ダー 外 の レイ ヤー に 
も 適用 で きま す 。 


aor 

オル ンジ 

ES 100 % 通 党 
& 


画像 を ほか す Pk ーー 


[フィ ルター] メニ ュー か ら 、 画 像 の 加工 処理 を 実行 で きま す 。 と くに よ ンー 
ュー(P) 


く 使用 する の が 、[ フ ィ ル ター] メニ ュー 一 [ぼかし] に ある [ガウ ス ほ 
か し ] で す 。 な め ら か な ぼかし 加工 が で き 、 視 写 界 深度 (P.40) の 表現 
な ど で 重 宝 する 機能 で す 。 

表示 され た ダイ アロ グ の 「 ほ か すず 範囲 」 に 入力 し た 数 値 が 高けれ は 高い ほ 


ど 、 ぼ か し の 度合 い が 強 く な り ま す 。 


[PABA] HFM) ルプ ⑪) 
ue) | ue 
シャ ー プ (③ 2 ALE) 


効果 (5) » ガウ ス ほ ぼかし (G)… 


ン 拡大 ・ 編 小 ・ 回 転 (5).… Ctrl+T 
画像 を 変形 する 画像 解像度 を 変更 (L).… 自由 変形 (D).… Ctri+Shift+T 
[編集 ]】 メ ニュ ーー [変形 ] か ら 、 画 像 の 拡大 や 縮小 、 変 形 、 反 転 と いっ た 操作 を 実行 で | ンス サイ スズ を き 東 (3) EBRE(H). 

キャ サイ ズ を 選択 生 岡 に 合わ せる (Z 上 下 反 転 (V)… 
きま す 。 キャ ン バ ス を 回転 ・ 反 転 (N) 


メッ シュ 変形 ( M).… 
キャ ン バ ス 基本 設定 を 変更 (V)… 


メモ リ を クリ ア (M) 


拡大 ・ 縮 小 ・ 回 転 
画像 の 拡大 、 縮 小 、 回 転 と いっ た 操作 を 行う 機能 で 1 
す 。 

拡大 や 縮小 は 「 ハ ンド ル 」 を ドラ ッ グ する こと で 行 

いま す 。 


回 転 は 、 カ ー ソ ル ア イ コン が |^ ふ | に な っ た と ころ で 、 
回 転 させ た い 方 向 に ドラ ッ グ させ ます 。 
ボタ ン を 押す と 操作 が 完了 し ます 。 


自由 変形 

画像 の 形 を 変更 し た り 、 画 面 の 奥行 き に 合わ せ て 変 
形 で きる 機能 で す 。 「 ハ ンド ル 」 を ドラ ッ グ する こと 
で 自由 に 変形 で きま す 。 (macOS:(command)}) を 
押し な が ら 「 ハ ンド ル 」 を ドラ ッ グ する と 、 画 像 の 拡 
大 ・ 縮 小 も 可能 で す 。 


左右 反転 ・ 上 下 反転 
画像 を 上 下 左右 に 反転 する 機能 で す 。 
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に FE- ゴ 当っ ES 8) 倒 nv- Al st 
レイ ヤー マス ク を 活用 する a a 
7S i 0 A% si (ash 
レイ ヤー マス ク は 、 レ イヤ ー に 描か れ て いる イラ スト の 一 部 を 非 表示 に し て 隠す 機能 で す 。 上 ほ OGM. afm) 6 = DBDssaRre 
イラ スト 自体 を 消す わけ で は な く 、 マ スク し て いる (隠す ) だ け な の で 、 す ぐに 元 に 戻す こ | 、 


と が で きま す 。 * | |2 
下記 の 手順 は レイ ヤー マス ク の 基本 的 な 使い 方 で す 。 クリ ッ ク レイ ヤー マス ク が 
作成 され る 
FA レイ ヤー マス ク の 作成 は 、 レ イヤ ー パ レッ ト 上 で レイ = [Sr 上 評 iB) 
ヤー マス ク を 作成 し た い レ イヤ ー を 選択 し 、「 レ イヤ ー ee ie 
+s i nan 


マス ク を 作成 a) | ボタ ン を クリ ッ ク す る こと で 行う 。 = (PODs2s0R6 


图 100 % 通 常 

る | ブ 

に 】 作成 され た レイ ヤー マス ク の サム ネイ ル を 選択 し た 状態 | a 
で 、 消 し ゴム や 透明 色 の ブラ シ で 消す と 、 そ の 部 分 を 隠 |” Lie 
すこ と が で きる 。 マ スク し た 範囲 を 描画 する か 、 レ イヤ ー 
マス ク 自 体 を 削除 すれ ば 、 元 に 戻す こと が で きる 。 


レイ ヤー マス ク の サム ネイ ル を 選 
択 し て 消す 


選択 範囲 外 を マス クノ 選択 範 団 を マス ク 

消し ゴム や ブラ シ を 使用 する 以外 に も 、 選 択 範囲 を 活用 し て レイ ヤー マス ク を 作成 で きま す 。 
「 選 択 範囲 外 を マス ク 」 は 、 選 択 範囲 以外 を マス ク を し て 隠し ます 。 

逆 に 、「 選 択 範囲 を マス ク 」 は 、 選 択 範囲 を マス ク を し て 隠し ます 。 

それ ぞ れ [レイ ヤー] メニ ューー [レイ ヤー マス ク ] (も し く は 、 レ イヤ ー パ レッ ト 上 で レ 
イヤ ー を 右 ク リッ クー [レイ ヤー マス ク ]) か ら 設 定 で きま す 。 


羊 を 中 心 に 選択 
範囲 を 作成 


LiF) BROBS BAY フィ ルク -(0 ウィ ッ ドウ (W) ヘル プ (h) 
新 准 ラス タ - レ イヤ -(N) CtileShifteN て NA we 
新規 し イヤ -5) 2 

新規 色調 福 正 し イ ヤー > 

新 玲 し イヤ - フ ォ ル ダ -(O) 

4P-E MBO) 

レイ ヤー- を 削除 (①) 


ニー ご 
レイヤ -Y ス 2(M) > MRREREIAM 
EEC 2 RRRBEIION 


選択 範囲 外 を マス ク 選択 範囲 を マス ク 


0) レイ ヤー か ら 選 択 範囲 を 作成 する 


CLIP STUDIO PAINT に は 、 レ イヤ ー の 描画 部 分 か = wr le 

ら 選 択 範囲 を 作成 する 機能 が あり ます 。 we < ご 10< 

レイ ヤー パレ ッ ト 上 の 、 レ イヤ ー の サム ネイ ル を に に キキ と 

(macOS:[cemmanq )) + クリ ッ ク す る こと で 選 a 

択 範囲 を 作成 で きま す 。 回 a 

すでに 描か れ て いる 部 分 の 選択 範囲 を 作成 し 、 そ の 。 ッ リ ッ ク の a 

範囲 を 拡張 し て 塗り つぶ し た り 、 配 置 し た テク ス | Tr 

チャ 素材 の 選択 範囲 を 作成 し た り と 、 何 か と 使用 坦 |? | 中 景 シルエット 

面 の 多い 便利 な 機能 で す 。 | ゃ ug 
|_| 遠景 ツル エッ ト — 
の 100 ames レイ ヤー に 描か れ た 近 景 の シル エッ ト 部 分 の 選択 範囲 が 作 

成 され る 


(③) 本 書 で 使用 する ブラ > 
カス タム ブラ シ 


本 書 で 著者 (ゾウ ノ セ 、 藤 ちょ こ ) が 実際 に 使用 し て いる カス タム ブラ シ 
の 一 覧 で す 。 な お 、 こ れ ら は 特典 デー タ と し て 用 意 さ れ て いま す 。 
※ 特 典 デー タ に つい て は 、 P.5 を 参照 し て くだ さい 。 


ゾウ ノ セ 
⑩ TF 下 描き 
ee 人 | 
TF 下 描き 
OTF 線画 
GD (—~—.. 
TF 線 画 
© TF メイ ン 
人 
TF メ イン 
O TF 塗り 
⑬ TF エア ブラ シ 
一 一 一 
TF エア ブラ シ 
@ TF 消し ゴム 
【 】 Ee 
TF 消 し ゴム 
⑨@ TF うす 消し 
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O TF ベイン テ ィング ナイ フ 


= 
TF ペ イン ティ ング ナイ フ 


ぼかし て 伸ばす た め の ブ ラ シ 


© TF ぼかし /TF に じみ ぼかし 


Ra aoe 
TF に じみ ぼかし 


四 TF 質感 ペン 
[ 
人 MM TF テク スチ ャ 
& ta faye . TER O AEE 
© TF 植物 /TF 植物 大 


© TF 木々 単色 /TF 木々 単色 縦長 


Heyy 


Puan TL 


TF 木々 単色 縦長 


TF 地面 


TREES 


@ TF 岩 壁 凹 / 岩 壁 凹 


MAAR |r 
TF 岩 壁 4 


人 @ TF レン ガ 凹 / レ ン ガ 凹 ら 


AY |e, 


Sia [eet 


图 TF 山 叫 
@ TF 雲 硬 / 雲 モヤ モヤ / 雲 切れ 端 
人 人 


TF 滝 


ンダ 


アァ TF 布 


藤 ち ょ こ 


OILATKKEKLALNRRKLALKKRKAAKKKRKALKKKKKKKEKKKKKKXKKKKIKXXKI】 


人 ⑳ G ペ ン TF 


デフ ォ ル ト の ペン ツー ル 「G NY] O [不 透 
明度 影響 元 設定 ]」 の 「 筆 圧 ] に チェ ッ ク を 
入れ る こと で 、 ブ ラ シ サ イズ に 加え 、 不 透 最小 値 


明度 も 筆 圧 で 変わ る よう に 設定 し た ブラ シ ぼ 速度 = 最小 値 ピー 
し タム 最小 値 一 


ダウ ン ロ ー ド ブラ シ 


著者 の 藤 ち ょ こ が 使 用 する ダウ ン ロ ー ド ブラ シ 素 材 を 紹介 し ます 。 


O 四角 水彩 

アナ ログ 的 な 質感 を 出し な が ら 塗 り た いと き に 重宝 する ブラ シ で す 。 
四角 水彩 ( 作 : の き し た ) 
https://assets.clip-studio.com/ja-jp/detail?id=1 481478 


@ 鉛筆 5 混合 

ブラ シセ ッ ト 「 鉛 筆 ブ ラ シ 」 の 中 の ひと つ で す 。 お も に 線画 を 描く と き に 
使用 し ます 。 

鉛筆 ブラ シ ( 作 : が うた ま ) 
https://assets.clip-studio.com/ja-jp/detail?id=1 640278 
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© POINT © 


ブラ シ 素 材 の 0 ダウン ロード 


この ペー ジ で 紹介 し た ブラ シ 素 材 の ダウ ン ロ ー ド は 、CLIP STUDIO PAINT 付属 の 
ポー タル アプ リケーション 「CLIP STUDIOS か ら 行 えま す 。 


[\ ポー タル アプ リケーション [CLIP STUDIO」 を 開き 、「 素 材 を 探す ] を クリ ッ ク 
する 。 す る と 、「CLIP STUDIO ASSETS] が 開く 。 


| ブラ シ 名 を 入力 し た り し て 、 素 材 を 検索 する 。 


素材 が 見 つか っ た ら 、 素 材 の サム ネイ ル を クリ ッ ク し 、 素 材 の 詳細 ペー ジ を 表 
示す る 。 


(8) 「 ダ ウン ロー ド 」 を クリ ッ ク し 、 素材 を ダウ ン ロ ー ド する 。 


© 鉛筆 R 
イラ スト レー ター redjuice 氏 作 の 、 ア ナ ロ グ の 描き 味 を 再現 し た ブラ シ 
で す 。 

鉛筆 R (株式 会 社 セ ル シ ス 公式 素材 ) 
https://assets.clip-Studio.com/ja-jp/detail2id=1358981 


© は っ ぱ 群 隊 2 

ブラ シセ ッ ト 「 ひ みつ きち Painting Brush Set] の 中 の ひと つ で す 。 
密集 し た 植物 を 描く と き に 使用 し ます 。 

ひみ つき ち Painting Brush Set ( 作 : diceproj) 
https://assets.clip-studio.com/ja-jp/detail?id=1690099 


※ 人 ダウ ン ロ ー ド する に は 、「 創 作 応援 サイ ト CLIP STUDIO (https://www.clip- 
studio.com/clip_site/)」 で 「CLIP STUDIO アカ ウン ト 」 を 登録 し 、 ポ ー タ ル ア 
プリ ケー ショ ン 「CLIP STUDIO) 上 で ログ イン する 必要 が あり ます 。 

※ 素 材 に は 、 無 料 で ダウ ン ロ ー ド で きる も の と 有料 の も の が あり ます 。 


※ ポ ー タ ル ア プ リケーション 「CLIP STUDIO) で ダウ ン ロ ー ド し た 素材 は 、CLIP 
STUDIO PAINT の 素材 パレ ッ ト に ある 「 ダ ウン ロー ド 」 フ ォ ル ダー に 保存 され ます 。 


※「 創 作 応援 サイ ト CLIP STUDIO」 か ら 素 材 を 探す こと も で きま す 。 


※ 素 材 は 、 サ ブツ ー ル パレ ッ ト (P.12) に ドラ ッ グ & ドロップ す る こと で 使用 で き 
る よう に な り ま す 。 


HR 


susse (wae) (x に) 回 


ブラシ CLIP STUDIO PAINT PRO/EX CLIP STUDIO PAINT DEBUT 


by に セル シス 公式 /CELSYs 


redjuiceZ AARMD. QUMARIONXCLP STUDIO PAINT メ イキ ング 内 で 符 介さ れ で いる 始 当 革 対 で す 。 アナログ の 描 
2USHRLETSLT. FRATSMCART OST. 


風景 イラ スト の 基本 


| まち あぁ わせ 


ー キャ ラ と 背景 の な じ ま せ 方 一 


る 世界 観 設定 
今回 の イラ スト で あれ ば 、 自 然 が 
多く 、 高 い 建 物 も 見 当たら な いこ 
と か ら 、 の どか な 田舎 町 が 舞台 な 
の だ と わか り ま すね 。 民 家 の そ ば 
で 友達 (= この イラ スト を 見 て い 
る あな た ) が 来る の を 待っ て いた 
の か も し れ ま せん 。 


Illust & Making by 藤 ち ょ こ 


る 解説 の ポイ ント 

読者 さん の 中 に は 、「 背 景 だ け を 
描き た い ! 」 と いう 人 以外 に も 、 
「 キ ャ ラク ター (以降 : キャ ラ ) 
を 描い た は いい けれ ど 、 そ の 後 ど 
う や っ て 背景 を 描け ば いい か わ 
か ら な い ……」 と お 悩み の 方 も 多 
いと 思い ます 。 こ こ で は 、 キ ャ ラ 
メイ ン の イラ スト に 簡単 な 背景 
を つけ る 方 法 を 解説 し て いき た 
いと 思い ます 。 

キャ ラ に 背景 を 描き 加え る こと 
で 、 シ チュ エー ショ ン や どう いっ 
た 世界 観 な の か が わか りや すく 
な り ま す 。 
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] ラフ を 描く 


キャ ラ の イラ スト を 用 意 する 


まず は キャ ラ の イラ スト を 描き まし た 。 し か し 、 こ れ だ け だ と 、 ど の よう な シチュ エー ショ ン か 


が わか り づ らい で す よ ね 。 


そん な と き は 、 背 景 を 描く こと で シチュ エー ショ ン が わか りや すく な り 、 イ ラス ト の 世界 も 広がっ 


て いき ます 。 


FA [ファ イル ] メニ ューー [新規] で キャ ン バ ス を 新規 作成 し 、 キ ャ ラ を 描く 。 よ り 和 魅 力 的 な 


イラ スト に する た め に 、 痛 景 を 描き 加え て いく 。 


東洋 らし さ の コツ 
今回 は 背景 の 本 で す が 、 キ ャ ラ に つい て も 少し 補 
足し て いき ます 。 


セー ラー 服 の よう な あり きた りな 衣装 で も 、 た と 
えば 右 図 の よう な 和風 の 小物 を ピン ポイ ント で 入 
れ て あげ る と 、 東 洋 フ ァ ン タ ジ ー 感 が 出 ます 。 


大 ま か な ラ フ を 描く 


キャ ラ の 後ろ に 、 背 景 と し て 描く モチ ー フ の 大 ま か な 配 置 を 描き 入れ ます 。 
遠近 感 を 演出 で きる よう 、 キ ャ ラ の すぐ 後ろ に 建物 の 壁 を 配置 し まし た 。 


PN レイ ヤー を 2 段階 に 分 け て ラフ を 描い て いく 。[ レ イ 
ヤー] メニ ュー 一 [新規 ラス ター レイ ヤー] を 選択 し 、 
ラフ 用 の レイ ヤー を 新規 作成 する 。 


100 % 通 常 
| [きま ]*y ラ 2 ター 


| i 4571 


ラフ を 2 段階 に 分 け て 描く こと で 
徐々 に 形 に し て いく 


[ カス タム ブラ シ の 「G ペン TF (P.19)」 を 使う 。 ラ フ 
1 は 、 大 ま か な 輪 郭 線 で 背景 に 何 か が ある こと が わか る 
程度 に 描く 。 


と // ゲ ケ //| | 


ラフ 2 は 、 う っ すら と 個々 の モチ ー フ の 形 が わか る 程 
度 に 描く 。 


© POINT© 圭二: 


イラ スト は 考え る だ け で な く 、 ま すず は 描き まし ょ う 。 と くに ラ 
フ は 、 自 分 が わか れ ば どの よう な も の で も 構い ませ ん の で 、 気 
負っ て 描く 必要 も あり ませ ん 。 

また 、 初 めか ら 最 適 解 を 出す 必要 も あり ませ ん 。 BROMUS. 
描き 進め て いく うち に 「 木 々 」 に 変わ り ま し た 。 

イラ スト は 、 実際 に 手 を 動か し て 試行 錯誤 する こと で アイ デア 
が 生ま れ 、 上 達し て いき ます 。 


/ ノル イ 
底 ( ひ さ し ) 
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2 ガイ ド 線 の 作成 


縦横 の ガイ ド 線 を 引く 


縦横 に 線 を 引い て いき ます 。 こ の 線 を ガイ ド に 背景 と な る モチ ー フ を 描い て いき ます 。 


FN ラフ 2 の 上 に 、 ガ イド 線 用 の レイ ヤー を 
新規 作成 する 。 


に 】 アイ レベ ル (P.64) を は っ きり させ 、 縦 


横 の ガイ ド 線 を 引い て いく 。 網目 に な る よ 
うに 細か く 引 く 。 


© POINT© Weekes orig.) 


縦横 の ガイ ド 線 は 、 図 形 ツ ー ル の 「 直 線 ] を 使う こと で 簡単 に 引け ます 。 
また 、 定 規 ツ ー ル の 「 直 線 定規 ] を 設定 すれ ば 、 フ リー ハン ド で 引く こと も で きま す 。 


| OFS サリ プッ ー ル [回 形 | 


ジミ 集中 線 


Las 


| OFS リプ ッ ー ル [定規 


100 % 通 常 
キャ ラク ター A 


| Fa % 通 党 
521 

区 园区 
572 


© POINT© Weekiovees 


ブラ シ の サイ ズ は 、 キ ャ ン バ ス の 大 き さ や 描き た い 場 所 
に よっ て 変わ る た め 、 正 解 は あり ませ ん 。 さ ら に 、 筆 圧 
に よる 強弱 を つけ て 描い て いき ます 。 

あえ て 記す と すれ ば 、 今 回 の サイ ズ の 場合 ( 幅 2894px 
XMS 4093px 解像度 350dp))、 キ ャ ラ の 線画 を 「3 ~ 
5px]、 背景 ラフ を 「25 35px」、 璧 の ディ テー ル を 「30 
ー 50px」、 遠 景 を 「20 ~ 30px」 で 描い て いま す 。 
塗り は 、 そ れこ そ 了 臨機 応変 で す 。 細 か いと ころ で あれ ば 、 
「10 ~ 30px」 広く 塗る と ころ で あれ ば 「700px」 ほど 
に 設定 し て 塗る 部 分 も あり ます 。 


天 | 站: フラ シ サ イス IG ベ TH 


の の の の の の 


プ ブラシ サイ ズ パ レッ ト 


© POINT © 区 向 全 二 后: 


今回 は 奥行 き の 線 す ら 引か ず 、 縦 横 の ガイ ド 線 の み で 描け る 空間 に し て いま す 。 こ の ガイ ド 線 を 参考 に 、 
壁 の 模様 や 遠景 の 建物 な ど を フリ ー ハ ンド で 描い て いき ます 。 
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っ 壁 を 描く 


壁 の ペー ス を 描く 


キャ ラ の 後ろ に ある 建物 の 石壁 を 描い て いき ます 。 
まず は 、 簡 単に 長方形 を 描け る ツー ル を 使い 、 ベ ー ス と な る 形 
と 色 を 決め ます 。 


了 加 壁 用 の レイ ヤー を 新規 作成 する 。 


に 】 図形 ツー ル の 「 長 方 形 」 を 選択 する 。 ツー ルプ ロ パ ティ パ 
レッ ト で 、「 線 ・ 塗 り 」 の 設定 を 「 塗 り を 作成 | 軸 」 に する 。 


ツー ル を ドラ ッ グ し て 、 建物 の 壁 の ベー ス と な る 形 と 色 を 
決め る 。 東 洋 ら し さ を 強 調 する た め 、 朱 色 の 外壁 に し た 。 


東洋 らし さ の コツ 


朱色 は 、 東 洋 ら し さ を 表 現す る 上 で 欠か せな い 色 で す 。 


模様 を 描く 

ガイ ド 線 を 使い な が ら 、 石 壁 の 模様 を 描き ます 。 ア ナ ロ グ 感 を 出 
す た め に 、 定 規 ツ ー ル は 使わ ず に フリ ー ハ ンド で 描い て いき ます 。 
細か く 描 き 込 むこ と は せ ず 、 大 ま か な 線 で 模様 を 表現 し ます 。 


PEN 「2-1」 で 作成 し た 縦横 の ガイ ド 線 レイ ヤー を 、「3-1」 TH 
の ベー ス を 描い た レイ ヤー の 上 に 移動 する 。 


に 】 縦 線 を ガイ ド に 模様 を 描く 。 ダ ウン ロー ドブ ラ シ の 「 四 角 水 
彩 (P.20)」 を 使っ て 、 な る べく ラフ に 、 ア ナ ロ グ 感 が 出る 
よう に 描く 。 


壁 の 模様 は 、「2-1」 で 作成 し た 縦横 線 
を ガイ ド に 枠 を 描く 。 そ し て 、 大 ま か な 
線 で 模様 を 描く 。 石 壁 に 彫 られ た 模様 な 
の で 、 立 体感 が 出る よう に 意識 する 。 


© POINT の 馬 ガ イド 線 の 調整 


ガイ ド 線 は 、 描 く 場所 に よっ て 適宜 位置 を 
変え て いま す 。 ま た 、 見 や すい よう に 色 や 
不透明 度 を 調整 し て いま す 。 
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"国学 4 


FP] 100 % 通 常 
21571 


| 8AR に 


7517, の @ He 
ek ZZ! ~ 


100 % 通 常 
キャ ラク ター 


カゲ で 立体 感 を 出す 


壁 に キャ ラ の カゲ を 描き 入れ ます 。 こ の 工程 が と て も 重 
要 で す ! 

カゲ を 入れ る こと で 、 キ ャ ラ と 壁 の 間 に 空 間 が 生ま れ 、 
イラ スト に 立体 感 が 出 ます 。 


回 合成 モー ド (P.15)「 乗 算 」 の レイ ヤー を 新規 作成 
する 。 壁 の ベー スレ イヤ ー に 「 下 の レイ ヤー で クリ ッ 
ピン グ (P.14)」 し 、 不 透明 度 を 「50%」 程度 まで 


下げ る 。 


100 % 通 常 
石壁 
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辐 「 四 角 水 彩 ]」 ブ ラ シ を 使っ て 、 壁 に キャ ラ の カゲ を 描き 入れ る 。 カ ゲ の 形 は 厳密 で ある 必要 は な い 。 
上 部 に 大 きく か か っ て いる の は 、 HON. 


キャ ラ に カゲ を 入れ る 
キャ ラ 自 体 に も 底 の カゲ を 入れ ます 。 


この と き 、 壁 に 入れ た カゲ と 平行 に な る よう に 意識 し ます 。 キ ャ ラ の 身体 に は 、 壁 と 違 つ て 凹凸 が ある の 
で 、 そ れ に 合わ せ て カゲ の 境界 線 も ゆ が ま せる と 、 な お 良い で す 。 


PN 合成 モー ド 「 乗 算 ]」 の レイ ヤー を 
新規 作成 する 。 キャ ラ の レイ ヤー 
に クリ ッ ピ ング し 、 不 透明 度 を 
「21%」 程度 まで 下げ る 。 


に に 】 「G ペン TF] で キャ ラ に 底 の カゲ 
を 描き 入れ る 。 壁 の カゲ と 平行 に 


し つつ 、 身 体 の 凹凸 に 合わ せ て 境 WROD TERT 
界 線 を ゆ が ま せる 。 凹 に 合わ せ て ゆ が ま せる 


この まま だ と キャ ラ の 顔色 が 悪い の で 、 エ アブ ラ シ ツ ー ル 
の 「 和 柔らか 」 を 使っ て 、 顔 部 分 に 薄く オレ ンジ 色 を 入れ る 。 
さら に 、 反 射 光 が 入 っ て くる キャ ラ の 外周 や 、 瞳 の ハイ ラ 
イト 部 分 の カゲ を 消し ゴム ツー ル の 「 硬 め 」 THT. 


さら S 山 させ 


© POINT © 


光源 を 合わ せる 


カゲ を 描く と き に 大 事 な の は 、 キ ャ ラ と 背 
RO [HR ( 光 が 差 し て くる 方 向 )) を きち 
ん と 合わ せる こと で す 。 今回 の イラ スト だ 
と 、 光 源 は こち ら か ら 見 て 左上 側 に あり ま 
す 。 そ の た め 、 キ ャ ラ の カゲ は 右側 に 伸び 
て いき ます 。 

キャ ラ を 描く 段階 で 、 し っ か り と 光源 の 向 
き を 設定 し て お く と 、 背 景 を 描く と き に 迷 
わ ず に 済む と いう メリ ッ ト も あり ます 。 


光源 は 左上 
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壁 に 質感 を 加え る 


壁 の 表面 を 描き 込み ます 。 
ブラ シ の タッ チ を あえ て 残し た り 、 細 か ぐ く 斜線 を 入れ る こと で 少し 古ぼけ た 質感 を 表現 し ます 。 


壁 に 汚し や 傷 と いっ た 質感 を 加え る 。「 四 角 水 彩 ] ブラ シ で タッ チ 
を 残し た り 、 細 い ブ ラ シ で 細か く 斜 線 を 入れ る 。 丁寧 に 描く より も 、 
大 ま か に ラン ダム 感 が 出る よう に 描く 。 


下部 の 模様 部 分 に も 質感 を 加え る 。 あ る 程度 タッ チ の 方 向 を 合わ せ 
る と 、 大 ま か に 描い て いて も 雑 味 が 出 に くい 。 


光 が 当 た る 部 分 に は 、 若 干 黄色 っ ぽい 色 (太陽 光 の 色 ) を 重ね る 。 


ひと まず 壁 が 完成 。 模 様 や 質感 は ば っ くり と 描い て いて も 、 全 体 を 引き で 
見 れ ば し っ か り と 描き 込ま れ て いる よう に 見 える 。 


© POINT © レイ ヤー 数 を 抑え る 


私 の 場合 、 レ イヤ ー 数 を な る べく 抑え て 作業 し て いま す 。 た と えば 、「3-3」 で 作成 
し た カゲ レイ ヤー は 、 あ る 程度 描き 進め た と ころ で 壁 の ベー スレ イヤ ー と 結合 し て 
いま す 。 こ の ほう が デー タ が 軽く な り 、 レ イヤ ー が ご ちゃ ご ちゃ と し な いた め わ か 


りや すい か ら で す 。 

し か し 、 レ イヤ ー の 管理 方 法 に 関し て は 、 一 ARE 

概 に この 方 法 が 正しい と いっ た こと は あり ま 4 

せん 。 今 回 は 、 質 感 な ど を 、 壁 を 描い た レイ ヤー | 100 % 通 常 中 
に 直接 描い て いま す が 、 レ イヤ ー を 新規 作成 |" Bas 

し て 描い た ほう が 修正 が し や すい と いう メ | iii | 
リッ ト も あり ます 。 fe 1522 


ケー スバ イケ ー ス な と ころ が あり ます し 、 慣 

れる まで は レイ ヤー を 適宜 作成 し て いた ほう 

が 、 問 違い が 少な いか も し れ ませ ん 。 wen 

レイ ヤー の 結合 は 、[ レ イヤ ー] メニ ュー・[ 下 | ツブ 

の レイ ヤー と 結合 や [選択 中 の レイ ヤー を | cm 
合 ] で で きま す 。 572 
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4 JHE tii < 


底 の ペー ス を 描く 


壁 よ り も 奥 に 底 を 描き ます 。 壁 と 同じ よう に 、 基 本 的 に は ベース 作 成一 描き 込み の 手順 で す 。 
ほとん ど を 図形 ツー ル の み で 簡単 に 描き ます 。 パー ス な どの 正確 さ は あま り 考え ず に 、 そ れ ら し い 印 象 に な る よう に し て いき ます 。 


隔壁 を 描い た レイ ヤー の 下 に 、 レ イヤ ー を 新規 作成 する 。 回 底 の 倒木 を 描く た め の レ イヤ ー を 新規 作成 する 。 この まま だ と 、 ラ フ 
が 回 で 描い た 底 の ペー ス に 隠れ て 見 えな い の で 、 上 に 移動 する 。 
回 図形 ツー ル の 「 長 方 形 」 を 選択 する 。 ツ ー ル プロ パテ ィ パ レッ ト で 、「 線 ・ 
塗り 」 の 設定 を 「 塗 り を 作成 (css. BG 攻 形 ツー ル の 「 直 線 」 を 選択 する 。 


ツー ル を ドラ ッ グ し て 、 底 の ベー ス と な る 形 と 色 を 決め る 。 サイ フス 感 斜め の 直線 を 1 本 引き 、 そ れ を コピ ー し て 垂木 の ベー ス に する 。 奥 まっ 
は ラフ を 参考 に する 。 た 部 分 も 同じ よう に 描い て 立体 感 を 出す 。 


固 i 
ラ 22 


| et 
木 i i ET 3 102 = 
2 100 % 通 常 run 人 而 攻关 ~ 
Li rt ~ 


ie | | FANE RL > 


垂木 の 形 を 整え る 
垂木 の 不要 な 部 分 を 消し ゴム ツー ル で 消し て 、 形 を 整え 
て いき ます 。 


FY は み 出 て いる 部 分 を 消し ゴム ツー ル の 「 硬 め 」 TH 
し て 、 断 面 を 底 に 対し て 平行 に する 。 


に 】 不要 な 部 分 を 消し て 立体 感 を 出す 。 © POINT©O 電 E』 


消し ゴム ツー ル を (shit) を 押し な が ら ド ラッ グ す る と 、 直線 で 消せ ます 。 
図形 ツー ル の 「 直 線 」 を 透明 色 で 使っ て も 同じ こと が で きま す 。 
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大 ま か に 描き 込む 
壁 と 同じ よう に 描き 込ん で 全体 を な じ ま せ て いき ます 。 後々 ほか し て し まう と いう こと も あ 
る の で 、 壁 以上 に 大 ま か な 描き 込み で 構い ませ ん 。 


横 方 向 の 垂木 も 、「4-1] [4-2] の 工程 と 同じ よう に 描く 。 


壁 と 同じ よう に カゲ を 入れ る 。 底 は も と も と カゲ に な っ て いる 領域 な の で 、 現実 で は こ 
こま で は っ きり と し た カゲ は 出 な い が 、 大 げ さ な カゲ を 入れ る こと で 立体 感 を 強調 し て 
いる 。 さ ら に 、 壁 の 左端 に ハイ ライ ト を 入れ て 、 底 と 壁 の 境界 を ハッ キリ させ る 。 


底 の 色 が 明る すぎ た の で 、 合 成 モ ー ド 「 乗 算 」 の レイ ヤー を 使っ て 全体 が も う 一 段階 暗 
く な る よう に 塗る 。 


垂木 が 主張 し すき て いた の で 、 濃 い 紫色 の エア ブラ シ ツ ー ル 「 柔 ら か 」 を 使い 、 デ ィ テ ー 
ル を ぼかし て いく 。 と くに 、 壁 と の 境界 部 分 を 強く ぼかす 。 


中 ーー af 
東洋 らし さ の コツ 


下 が 、 今 回 底 を 描く と き に 参考 に し た 写真 で す 。 自 分 の 知識 や 経験 だ 
け で は どう し て も 限界 が ある の で 、 き ちん と 資料 を 見 て 描く よう に し 
まし ょ う 。 イ ラス ト に 説得 力 を 持た せる 上 で も 大 切な こと で す 。 


5 遠景 を 描く © POINT © Weer Oy |:3 


グラ デー ショ ン ツ ー ル の ツー ルプ ブロ パテ ィ 
パレ ッ ト で 、「 描 画 対 象 ] の 項目 を 「 グ ラ デ ー 
空 を 描く ショ ン レ イヤ ー を 作成 ] に する と 、 グ ラ デ ー 
ショ ン レ イヤ ー を 新規 作成 し な が ら グ ラ 
壁 や 底 よ り 奥 の 風 景 を 描き ます 。 ま ず は 、 空 の 色 を 決め ます 。 デー ショ ン が 作成 され ます 。 
この レイ ヤー は 、 操作 ツー ル の 「 オ ブ ジ ェ 
クト 」 を 使っ て ハン ドル を ドラ ッ グ する こ 
と で 、 グ ラ デ ー シ ョ ン の 形状 や 位置 方向 を 、 
後 か ら 変更 で きま す 。 
グラ デー ショ ン の イメ ー ジ を 決め きれ な い 
よう な と き は 、 是非 使っ て みて くだ さい 。 


FY 底 の 下 に 、 レ イヤ ー を 新規 作成 する 。 


\ 


ドル を ドラ ッ グ 


UREA = 
光 球 
青空 


ツー ル を ドラ ッ グ し て 、 空 色 の グラ デー ショ ン 
を 作成 する 。 


建物 の ペー ス を 描く 
縦横 の ガイ ド 線 を 使い 、 建 物 の ベー ス を 描い て いき ます 。 遠景 の 建物 で すし 、 後 ほど 大 きく ぼかし て し ま 
つ 部 分 な の で 、 大 ま か な 形 が わか る 程度 で 構い ませ ん 。 


网 空 を 描い た レイ ヤー の 上 に 、 レ イヤ ー を 新規 作成 
する 。 


[E] 「G ペン TF」 を 使い 、 フ リー ハン ド で 建物 の 大 ま 
か な 形 を 描く 。 


建物 の ベー ス と な る 色 を 塗る 。 
その 下 の 草地 の ベー ス と な る 色 も 塗る 。 草地 は 、 
光 の 当たる 部 分 (明る い 緑 ) と 当たら な い 部 分 ( 暗 
い 緑 ) を ざっ くり と 分 け て お く 。 ーー ニー ニコ 

縦横 の 線 を ガイ ド に 、 建 物 を 描く 


光 と カゲ を 描き 込む 


ベー ス が 描け た ら 、 少 し だ け 細 か い 描 写 を し て い 
きま す 。 

ここ で も 重要 な の は 「 光 と カゲ 」 で す 。 形 を きち 
ん と 描く と いう より は 、 光 源 が 左上 と いう こと を 
強く 意識 し て 、 カ ゲ に な る 部 分 、 光 が 当たる 部 分 
を 塗り 分 ける イメ ー ジ で す 。 


「G ペン TF] の 筆 圧 を コン トロ ー ル し な が ら 
描く 。 屋 根 瓦 は 、 光 が 当たっ つて いる 部 分 を ざっ 
くり と 塗る こと で 表現 する 。 外 壁 の 屋根 の カ 
ゲ に な る 部 分 は 、 暗 くす る 。 


ブラ シ の タッ チ の ラン ダム さ で 、 草 を 表現 す 
Bo [5-2] DE で 決め た 、 光 の 当たる 部 分 
は 明る い 緑 、 建 物 の カゲ に な る 部 分 は 暗い 緑 
で 描く 。 屋根 の カゲ に な る 部 分 は 暗く する 


窓 の 模様 を 描く 


建物 の 窓 に 模様 を 描い て 、 東 洋 ら し さ を 強 調 し ます 。 
資料 写真 を 用 意 し て 描き ます 。 


レイ ヤー を 新規 作成 し 、 資 料 を 参考 に し な が ら 
窓 に 模様 を 描く 。「G ペン TF] の 筆 圧 を コン ト 
ロー ル し 、 規 則 性 の ある 形 よ り も 、 手 描き の ア 
ナ ロ グ 感 を 意識 する 。 


カゲ に な る 部 分 


コピ ー& ペ ー ス ト て で 模様 を 増 や 中 
す 。 上 部 は 屋根 の カゲ に な る の 東洋 らし さ の コツ 


で 暗く する 。 建物 は 資料 写真 を 参考 に し て 描き まし た 。 


壁 と 同じ よう に 質感 を 加え 、 建 
物 が 完成 。 
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建物 の 後ろ に 木々 を 描く 


[1-2] の ラフ の 時 点 で 、 建 物 の 後ろ に 描い て あっ た の 
は 山 で し た が 、 描 き 進め て いく うち に バラ ンス が 悪 そ う 
だ と 思っ た の で 、 木 々 に 変更 し まし た 。 


隐 「 は っ ば 群 隊 2 (P.20)」 ブ ラ シ を 使い 、 建 物 の 後 NS 
ろ に 木々 を 描く 。 こ の と きも 光 と カゲ が 重要 で 、 木 々 


SS 
を ひと つの 塊 と し て 捉え つつ 、 光 が 当たっ て いる 面 NNNNNNNN い 、、 


は 明る い 緑 、 カ ゲ に な っ て いる 面 は 暗め の 緑 を 使う 。 


ER 雲 を 描く 


空 に 雲 を 描き ます 。 ブ ラ シ の タッ チ を ラン ダム に する こと で 、 雲 の 不定 形 さ を 表現 で きま す 。 
PN 筆 ツ ー ル 「 油 彩 ] グル ー プ の 「 油 彩 平 筆 」 を 使い 、 ベ ー ス と な る 雲 の 形 を 描く 。 
に 】 下部 を 少し 暗い 色 で 塗る こと で 、 雲 の 厚み を 表現 する 。 


[ 村 遠景 が 描き 終わ り 、 全 体 が ほぼ 完成 。 


下部 を 暗く し て 
厚み を 出す 


OL) 上 の 順 人 光 と カゲ で リア ル に 見 せる 


後々 ぼかし て し まう と いう こと 
も あり ます が 、 建 物 と 草地 は 、 
よく 見 る と 粗 さ が 目立ち 、 描 き 
込み も ほとん ど し て いま せん 。 
それ な の に も 関わ ら ず リア ル に 
違和感 な く 見 える の は 、 光 と カ 
ゲ の 設定 を きち ん と 行っ て いる 
か ら で す 。 

逆 に 、 光 と カゲ の 設定 が ご ちゃ 
ご ちゃ だ と 、 ど ん な に 細か く 描 
き 込 ん で も 空間 は 出 て きま せん 。 


さ 
MOXA. 
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6 仕上 げ 
遠景 を ぼかす 


キャ ラ を 目立た せる た め に 、 背 景 を ほか し て いき ます 。 


これ は 、 カ メラ の 被 写 界 深 度 (P.40) を 模 し た 技法 で 、 ピ ント が 合 


っ て いる も の ( こ 


こ で は 、 キ ャ ラ + キ ャ ラ に ご く 近 い モ ノ ) 以外 を ぼかす こと で 、 キ ャ ラ を 目立た せ て い 


ます 。 


と くに キャ ラメ イン の イラ スト で 背景 を 描く と き に 効果 的 な 手法 で す 。 
ぼかし を 入れ る た め 背 景 を 細か く 描 き 込む 必要 も な く 、 作 業 時 間 も 大 幅 に 短縮 で きま す 。 


了 加 「5-1」-ー「5-6」 の 工程 で 遠景 を 描 
いた レイ ヤー を 選択 し 、[ レ イヤ ー] 
メニ ューー [選択 中 の レイ ヤー を 結合 ] 
する 。 


に に 】 結合 し た 遠景 レイ ヤー に 、[ フ ィ ル 
ター] メニ ューー [ぼかし] 一 [ガウ 
ス ほ か し (P.16)] を か ける 。 ここ で は 、 
「 ほ か す 範 囲 」 の 数 値 を 「30」 に 設定 
し た 。 


图 する と 、 レ ンズ を 絞っ た か の よう に 遠 
景 が まけ る 。 


底 を ぼかす 


底 も 同じ よう に ほか し て いき ます 。 遠景 より も キャ ラ に 近い の で 、 
PN 底 を 描い た レイ ヤー を 選択 する 。 


に 】 [ガウ ス ほ ぽか し] を か ける 。「 ぼ かす 範囲 」 の 数 値 は 「10」 
に 設定 し た 。 


これ で 克 も ぼけ る 。 遠景 より は ぼかし が 弱い 。 


100 % 通 常 


(Svs EKG) 


地 


キャ ン セル 
Y フル E ュ のり 


ぼかし を 弱め ます 。 


e| ia A 


ia: % 通 常 


100 a ee 
遠景 (結合 


(Svs REXG): 
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カゲ の 差 を 出し て ドラ マチ ッ ク に する 


柔らか い 光 を 描き 加え る こと で カゲ の 差 を 強調 し 、 画 面 を ドラ マチ ッ ク に し て いき 
ます 。 


合成 モー ド 「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー を 新規 作成 する 。 |, 国 要 到 


不透明 度 を 「80%」 程度 まで 下げ る 。 (A: ie 


ラフ 2 


ご 2 ad 
底 


[| エア ブラ シ ツー ル の 「 柔 ら か 」 を 使い 、 光 が 当たっ て い SE Sas 
る 部 分 に フワ ッ と オレ ンジ 色 を 塗っ て いく 。 


2 100 % 通 常 
RR (BS) 


= レーー< 
キャ ラ を 調整 し て 完成 
キャ ラ の 周辺 に も フワ っ と し た 柔らか い 光 を 入れ 、 キ ワ の 部 分 ( 髪 や 服 な ど ) に ク 5 ——= 
の 
リー ム 色 で 反射 光 を キュ ッ と 入れ て 、 キ ャ ラ の 存在 感 を 際立た せま す 。 59 XW GE 


最後 に 、 雰囲気 に 応じ て 光 の 粒子 を 飛ば す の も いい で し ょ う 。 空気 感 が 増し ます 。 
キャ ラ だ け の イラ スト と 比べ る と 、 状 況 や 世界 観 が 、 よ り わ か りや すく な っ て いる 
と 思い ます 。「 背 景 」 と 聞く と 、「 建 物 を 細か く た く さ ん 描写 し な くち ゃ ! 」 と か 、「 パ ー 
ス を 完璧 に 使い こなせ な くち ゃ ! 」 と 思い が ち で す が 、 気 張り すぎ ず 、 こ の よう な 
簡単 な と ころ か ら 挑 戦 し て みて くだ さい 。 


JN 反 射 光 を 描く た め の 通 常 レイ ヤー、 キ ャ 
ラ 周 辺 の 光 、 光 の 粒子 を 描く た め の 、 合 
成 モ ー ド 「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー を 
新規 作成 する 。 


に 】 「G ペン TF」 を 使い 、 髪 や 服 の キワ 部 分 
に クリ ー ム 色 の 反射 光 を キュ ッ と 入れ 
る 。 


图 キャ ラ 周 辺 の 光 が 当 た っ て いる 部 分 に 、 
オレ ンジ 色 の 柔らか い 光 を 入れ る 。 


[B) エア ブラ シ ツ ー ル の TAK) を 使い 、 光 
の 粒子 を 飛ば す 。 ツ ー ル プロ パテ ィ パ 
レッ ト で 「 粒 子 サ イズ 」 を 小さ め に 調整 
する と 良い 。 
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光 と カゲ (陰影 ) 


光 と カゲ (陰影 ) を うま く 使 うこ と で 、 イ ラス ト に 3 次 元 的 な 立体 感 を 出す こと が で きま す 。 イ ラス ト を 描く と き は 、 光 源 ( 光 
が や っ て くる 方 向 ) が 「 ど こ に ある の か 」「 い くつ ある の か 」「 強 さ は どの くら いか 」、 と いう 設定 を し つか り 決 め て 、 そ の 設 
定 に 治っ て カゲ を つけ て いき まし よう 。 


( 光源 の 変人 


01 自然 光 ( 昼 ) 


昼間 は 、 太 陽 が 光源 に な る 場合 が ほとん ど で す 。 基本 的 に 、 手 前 の モノ ほど 濃く は っ きり と 見 え 、 
反対 に 奥 の モ ノ ほ ど 明 る く 白 つぼ く か すん で 見 えま す (P.67「 空 気 速 近 法 」) 。 

カゲ は 、 光 源 で ある 太陽 か ら 反対 側 へ 平行 に 伸び て いく よう に 見 えま す が 、 こ れ は 太陽 と いう 光源 
が 巨大 すぎ る た めで す 。 平行 を 意識 し つつ も 、 少 し 角度 を つけ な が ら カ ゲ を 伸ばす と 、 自 然 な 感じ 
に な り ま す 。 


02 自然 光 (夕方 ) 


逆光 で 太陽 を 背 に し て いる よう な 場合 は 、 放 射線 状 に カゲ が 広がっ て 見 
えま す 。 


建物 に 隠れ て いる が 、 光 源 (太陽 ) は この 位置 に ある 


© POINT © 者 


常 日 頃 か ら カ ゲ を 観察 する こと で 、 法 則 性 を 覚え 込む よう に し まし ょ う 。 

た と えば 、 何 気 な く 道 を 歩い て いる と きも 、 太 陽 が どの 位置 に あっ て 、 そ れ 
に よっ て 建物 の カゲ は どの よう に 伸び て いる の か 、 室 内 に いる と きも 、 天 井 
の ライ ト に よっ て どの よう な カゲ が で き て いる の か な ど 、 意 識 的 に 観察 する 
と 良い で す 。 


36 


技法 1 光 と カゲ (陰影 ) 


03 人 工 光 ( 夜 ) 


夜 は 、 建 物 の 照明 や 月 明か りな ど 光 源 が 複数 に な る こと が 多く 、 そ の 場合 は 、 そ れ ぞ れ の 光源 に 近い モノ ほど 明る く 、 遠 く な る と 暗く な り ま す 。 
基本 的 に 、 光 は それ ぞ れ の 光源 を 中 心 に ぼや け て 広がっ て いき ます 。 

また 、 街 条 や ライ ト の よう な 方 向 性 の ある 光 は 、 向 か っ て いく 方 向 に 光 の 筋 が 見 えま す 。 こ の 場合 も 光源 が 最も 明る く 、 そ こ か ら 離 れる ほど 光 の 筋 は 
ぼや け て いき ます 。 壁 や 地面 に 光 が 当 た る と 、 そ の 部 分 に 光 が 集 まる た め 明 る く な り 、 光 源 と 同じ よう に 中 心から ぼや け て 広がっ て いき ます 。 


| | | | | 


it 


(Ay CHERE RTS 


モノ の 立体 感 だ け で な く 、 モノ と モノ の 距離 感 や 関係 性 も 、 カ ゲ で 表現 で きま す 。 
た と えば 、 同 じ 線画 を 使っ て いて も 、 カ ゲ の つけ 方 を 変え る こと で 印象 が 大 きく 
変わ っ て きま す 。 回 は 、 コー ヒー カッ プ が 紙 の 上 に 置か れ て いる よう に 見 え 、 ON TMOMA [2(Shade) & 84 (Shadow) 
k。 SESH こ 浮 か ん で いる よう に 見 えま す 。 
国定 an oan AFSBBIMEAS< 2 種類 に 分 けら れ ます 。 言葉 の 話 に 
も な っ て し まい ます が 、 光 が 当たら ず に 暗く な っ て いる 部 
分 、 モ ノ の 立体 感 に よっ つて で きる グラ デー ショ ン を 「 陰 
(Shade)」、 モ ノ に 光 が 当 た る こと に より 、 痛 景 や 地面 が 
の シル エッ ト で 暗く な る 部 分 、 段 差 に よっ て 生ま れる 暗い 
部 分 や 満 に な っ て いる 部 分 を 「 影 (Shadow)」 と 称し ます 。 
本 書 で は 、 特 別に 分 け て 説明 する 必要 が な い 場 合 、 陰 と 影 
を まとめ て カゲ と 表記 し て いま す 。 


影 (Shadow) 


3Z 


光 と 色 


光 と 色 に は 密接 な 関係 が あり ます 。 人 間 は 、 モ ノ に 反射 し た 光 の 色 を 、 そ の モノ の 色 と し て 認識 じ し て いま す 。 つ まり 、 色 を 
塗る と いう こと は 、 モ ノ に 光 を 当て て いく 作業 と も 考え る こと が で きま す 。 こ こ で は 、 色 を 塗る に あたっ て 、 押 さえ て お く 


べき 光 の 考え 方 や 特徴 を 解説 じ て い きま す 。 


( 重要 な 3 種類 の 光 


光 は モノ に 当たっ た と き に 反射 ・ 吸 収 され 、 反 射 し た 光 の 色 が 、 そ の モノ の 色 と し て 認識 され ます 。 モ ノ に よっ て 反射 し や すい 色 は 異な っ て お り 、 た 
と えば 、 リ ン ゴ や イチ ゴ な ど は 赤色 の 光 を 反射 し や すく 、 そ れ 以 外 の 色 を 吸収 し て いる こと か ら 、 赤 く 見 えて いる と いう こと に な り ま す 。 な お 、 こ う 
いっ た 赤 系 の 色 を 反射 し や すい モノ に 、 青 色 が 極端 に 強い 光 を 当て る と 、 光 を 吸収 し て し まう た め 黒 く 見 えま す 。 
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この 光 と 色 の 関係 を 理解 する と 、「 色 を 塗る = 光 を 当て る 」 と 考え る こと が で きま す 。 
この 考え 方 は 、 ど うい っ た 色 を 塗っ た らい い の か 、 ど こ を 塗っ た らい い の か が 理解 し や すく な り 、 色 を 塗る 際 の 迷 


い を 少な くし て くれ ます 。 


イラ スト を 描く 際 に は 大 きく 下記 の 3 種類 の 光 を 意識 し て お きま し ょ う 。 


・ 大 きく 当たる 光  ・ 反 射 光  ・ ハ イラ イト 


ここ で は 例 と し て 、 右 上 か ら の 光源 を 想定 し 、 立 方 体 に この 3 種類 の 光 を 当て て いき ます 。 


0] 大 きく 当たる 光 


モノ の 面 に 大 きく 当たる 光 で す 。 こ の と き 塗 っ た 色 が モノ の 「 固 有色 ( 極 
端 に 明る くも な く 、 暗 くも な っ て いな いそ の モノ の 色 )]」 と な り 、 現 実 
で は この 色 の 光 を 反射 し て いる と いう こと に な り ま す 。 

光源 か ら の 光 が 、 ど の 部 分 に 当たっ つて いる か を 考え て 色 を 塗っ て いき ま 
す 。 こ こ で は 光源 を 右上 に 設定 し て いる の で 、 上 の ほう が より 強く 光 が 
当たり ます 。 な の で 、 正 面 よ り も 上 面 が 明る く な る よう に し ます 。 

逆 に 、 左 面 は 光 が 当 た ら な い 部 分 な の で 、 色 を 塗ら ず に その まま で す 。 


03 ハイ ライ ト 


※ こ こ は 「 フ ァ ン タ ジ ー 風 景 の 描き 方 ] P30 ~ P32 を 引用 し 、 要 約 し た も の で す 。 


f= 
2 


02 反射 光 


周囲 の 影響 に よる 光 (環境 光 ) の ひと つ で 、 照 り 返 し の 光 で す 。 光源 と 
は 別に 、 反 射 光 の 当たる 部 分 も 明る く な り ま す 。 

反射 光 は 本 来 は どこ に で も 入る も の で す が 、 基 本 的 に 、 大 きく 当たる 光 
より も 弱い 光 に な る の で 、 光 の 届か な い 部 分 を メイ ン に 入れ ます 。 こ こ 
で は 、 光 の 当たら な か っ た 左 面 や 前 面 の 下部 に うつ っ すら と 入れ て いま す 。 
風景 イラ スト を 描く 場合 、 空 の 色 の 反射 で ある 青色 の 光 を 入れ る 場合 が 
多い で す が 、 周 囲 の モノ や 場面 に 合わ せ た 色 に し て も それ っ ぽく な り ま 
す (た と えば 、 近 くに 赤い 色 の 物 が あれ ば 赤 め の 光 を 入れ る な ど )。 


01 大 きく 当たる 光 


最も 明る く な る 部 分 の 光 で す 。 大 きく 当たる 光 よ り も 明る く な り ま す 。 


と くに 光源 に 近い 部 分 に 入れ ます 。 ま た 、 モ ノ の フチ な どの エッ ジ の 効い て いる 場所 に 


入れ る こと で 、 目 立た せ た い 部 分 や 輪郭 を 強調 で きま す 。 
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葉 の 色 は 緑色 、 リ ンコ や イチ ゴ が 赤色 と いっ た 人 間 の 色 の 
認 誠 は 、 す べ て 太陽 光 を 基準 と し て いま す 。 こ れ が 、 蛍 光 
灯 や 白熱 灯 の 下 に な る と 微妙 に 見 える 色 は 変わ っ て きま す 。 


っ 


03 ハイ ライ ト ij 


技法 2 光 と 色 


( 光 の 色 に よっ て 変わ る イ ー ジ 


同じ モノ で も 、 当 た る 光 の 色 が 変わ れ ば 、 色 も 変わ っ て 見 えて きま す 。 色 を 塗る と きも 、 ど ん な 色 の 光 が 当 た っ て いる の か を 想定 し て 塗る こと で 、 モ 
ノ に さま ざま な イメ ー ジ を 持た せる こと が で きま す 。 場所 、 時 間 、 季 節 と いっ た ロケ ーション の 説明 に も 効果 的 で す 。 


ここ で は 、 立 方 体 に 当たる 光 の 色 を 変え て 、 そ れ ぞ れ ど の よう な イメ ー ジ を 持た せる こと が で きる の か を 見 て いき まし よう 。 
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夕方 の 太陽 光 は 赤 ・ オ レン ジ 色 が 強く 
な り ま す 。 オ レン ジ 色 の 光 が 当 た っ て 
いる こと を 想定 し 、 オ レン ジ 色 に 塗る 
こと で 、 夕 方 の イメ ー ジ を 持た せる こ 
と が で きま す 。 

また 、 上 面 より 前 面 の 明る さ を 強 くす 
る こと で 、 夕 日 特有 の 光源 の 低 さ を 表 
現 で きま す 。 


03 熱い 


赤色 の 光 を 当て る こと で 、 炎 の よう な 
熱源 が 近く に ある こと を 表現 し て いま 
す 。 

「 赤 = 熱い 」 と いう 図式 は 安直 で は あ 
り ま す が 、 そ の 安直 さ は イラ スト に お 
いて は と て も 効果 的 な も の に な り ま 
す 。 


05 神聖 


彩 度 の 低い 光 を 全 方 向 か ら 当て られ て 
いる 状態 で す 。 
彩 度 の 低い 光 は 清潔 感 、 ひ いて は 清 ら 
か さ を 連 想 さ せ 、 そ れ に 包ま れ て いる 
こと で 神聖 な て イメー ジ を 持た せる こと 
が で きま す 。 


02 夜 


モノ の 色 を 青紫 色 で 塗る こと で 、 夜 間 
の イメ ー ジ を 持た せる こと が で きま 
す 。 

また 、 上 面 を 黄色 に 寄せ る こと で 、 月 
明か り を 表現 で きま す 。 


04 寒い 


青色 の 光 を 当て る こと で 、 寒 さ を 表現 
し て いま す 。 そ も そ も 光 と は 大 な り 小 
な り 熱 を 持つ も の な の で 、 寒 い 光 と い 
う の は あり 得 な い の で す が 、 あ くま で 
も 「 青 色 = 塞 い 」 と いっ た イメ ー ジ を 
持た せる の が 狙い で す 。 ま た 、 水 色 の 
反射 光 を 強め に 入れ る と 、 氷 に よる 反 
射 を 連想 させ る こと も で きま す 。 


06 ホラ ー 


紫色 は ダー ク な イメ ー ジ を 連想 させ や 
すぐ く 、 緑 色 の 逆光 を 入れ る こと で その 
イメ ー ジ を 強調 し て いま す 。 
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ここ で は 、 被 写 界 深度 を 利用 し た ボケ の 描写 を 紹介 し ます 。 被 写 界 深度 は お も に 写真 の 世界 で 使う 技術 で す が 、 イ ラス ト 
に 応用 する こと で 、 リア リティ を 持た せる こと が で きま す 。 イ ラス ト と 写真 は 、 撮 影 す る か 、 描 く か 、 と いう 違い は あれ ど 、「 表 
現し た い ワ ン シ ー ン を フレ ー ム (キャ ン バ ス ) 内 で 見 せる 」 と いう 点 で は 共通 し て いる た め 、 さ ま ざ ま な 技術 が 応用 可能 で す 。 


( ボケ を 活用 し た 表現 
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被 写 界 深度 と は 、 カ メラ で 風景 を 撮影 し た と き に ピン ト が 合っ て いる 範囲 の こと を 指し ます 。 被 写 界 深度 の 浅い 写真 は 、 ピ ント が 合っ て いる モチ ー フ 
の 前 後に ボケ (前 ボケ ・ 後 ボケ ) が 発生 し ます 。 


この 状態 を イラ スト で 擬似 的 に 表現 する こと で 、 立 体感 を 強め た り 、 見 せ た い モチ ー フ に 視線 を 誘導 する こと が で きま す 。 
た と えば 、 還 や 回 の イラ スト は 、 近 景 に カメ ラ に 近い モチ ー 
フ を どん と 置い て 、 そ れ を ぼかす こと で 立体 感 を 強め て いま す 。 


また 、 固 や 回 の よう に 、 キ ャ ラ を メイ ン と し た 背景 つき イラ 
スト の 場合 は 、 ご く 浅い 被 写 界 深度 と いう 設定 に し て 、 キ ャ ラ 
の 後ろ の 背景 と キャ ラ の 手前 の モチ ー フ を 大 胆 に ほか すこ と 
も 、 距 離 感 や 空間 を 表す 上 で 効果 的 で す 。 


ピン ト の 合っ て いる 部 分 


NCATHROBSASA DST SACRA 
cere) 


(SER) 


7p ree 
Se 


技法 3 被 写 界 深 ) 


初出 :web 掲 載 


初出 : web 掲載 


初出 web 掲載 
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高速 道路 や 高層 ビル の よう な 形 の 岩山 
= 


手 追 いし balloon 空 


ー 近 景 ・ 中 景 ・ 遠 景 で 画面 を 構成 する 一 


る 解説 の ポイ ント 


Illust & Making by ゾウ ノ セ 


パー ス を 意識 し な いで 済む 構図 や 建物 と 、 岩 山 や 草原 な どの わか りや すい 有 要素 で 構成 され た 風景 イラ スト で す 。 
また 、 写 真 な どの テク スチ ャ 素材 も 使わ ず 、 ブ ラ シ だ け で 描い て いき ます 。 


る 世界 観 設定 

モン ゴル 風 の ゲ ル と 岩山 の そびえ る 草原 だ けが 、 こ の イラ 
スト に 入る 要素 で す (最後 に 気球 も 加え ます が )。 

それ だ け だ と た だ の モン ゴル の 風景 と な り 、 フ ァ ン タ ジ ー 
感 が な い の で 、 要 素 は その まま に 形 に 工夫 を 加え る こと で 、 
現実 に は な い 風 景 に し まし た 。 広大 な 草原 で は な く 、 凹 凸 
の 激しい 地形 に する こと で 、 フ ァ ン タ ジ ー 感 だ け で は な く 、 
イラ スト 的 な 面白 さも 出し て いま す 。 


さら に 、 右 上 の 変わ っ た 形 の 岩山 群 は 、 現 代 の 都市 の 高速 
道路 か ら 着 想 を 得 た 形 に し て いま す 。 そ れ に 合わ せ 、 そ の 
奥 の 遠景 の 岩山 も 、 高 層 ビ ピル を 連想 する よう な 無機 質 な シ 
ル エ ッ ト に し まし た 。 ゲ ル の 点 在 する 草原 と 高速 道路 や 高 
層 ビ ピル を 連想 させ る シル エッ ト 、 こ の よう に ミス マッ チ な 要 


Oks eel) 


素 を うま く マ ッ チ させ る の も 、 フ ァ ン タ ジ ー 感 を 出す 上 で は 
大 事 な テ クニ ッ ク で す 。 


また 、 中 央 奥 の 岩 山 は 、 そ れ 自体 が 門 の よう な シル エッ ト 
に な っ て いる 上 に 要 所 要 所 に レリーフ 状 の 装飾 を 加え 、 こ 
の イラ スト の メイ ン と し て 保つ よう に し て いま す 。 そ の レ 
リー フ の 様式 を ゲル の 入り 口 部 分 に 加え る こと で 、「 こ れ は 
どちら も 同じ 文明 に よる も の な の か 、 そ れ と も 先史 文明 の 
遺跡 で ある 岩山 の レリーフ に あや か っ て 、 人 遊牧 民 が ゲル の 
意匠 を 作っ た の か ?」 と いっ つた 妄想 を 揺 き 立て る こと も 狙っ 
て いま す 。 

イラ スト を 見 る 側 の 妄想 の 余地 と いう の も 、 フ ァ ン タ ジ ー 風 
景 に は 大 切な 要素 で す 。 
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ラフ を 描き ます 。 今 回 は この 後 の 線画 を 用 意 せ すず 、 ラ フ の 詳細 を 詰め る こと で 
その 代わ り と し ます 。 頭 の 中 で イラ スト の 構成 を 練り な が ら 、 大 ま か な 要 素 や 
構図 を 描き 進め ます 。 


加 [ファ イル ] メニ ューー [新規 ] で キャ ン バ ス を 新規 作成 し た 後 、 レ イヤ ー 
に ラフ を 描い て いく 。 


に 】 カス タム ブラ シ (P.18) の 「TF 下 描き 」 
を 使い 、 ざ っ くり と 風景 イラ スト の 要 
素 を 描く 。 細 か い デ ィ テ ー ル は 気 に せ 


ず 、 大 ま か な 形 が わか る 程度 で よい 。 rg 
今回 は 、 パ ー ス も 意識 し な い 。 に es 


東洋 らし さ の コツ 


水墨画 の よう な タッ チ で 、 東 洋 ら し さ を 出 し て いま す 。 薄い 部 分 は 
墨 が に じん だ 感じ 、 濃 い 部 分 は 墨 を た っ ぷり と 吸っ た 筆 で 描い た 感 
じ を 意識 し て いま す 。 
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ラフ を 描く 際 に 、 イ ラス ト 全 体 の 近 景 、 中 景 、 遠 景 (十 空 ) の 
分 布 も 考え て お きま す 。 

必ず この 3 段階 に 分 け な け れ ば な ら な い 、 と いう こと は な い の 
で す が 、 大 ま か な 遠 近 感 を 出す 上 で の セオ リー で も ある の で 、 
風景 イラ スト に 慣れ な いう ち は こ の よう に 考え ほう が 良い で 
し ょ う 。 

実際 に 、 ソ ー シ ャ ル ゲ ー ム な どの イラ スト で も 、 近 中 遠 に レイ 
ヤー を 分 ける よう に と の 指示 も 多い で す 。 

また 、 も っ と 細か く 分 けた ほう が 描き や すい 場合 も あり ます が 、 
その 場合 も 、 ま ず は 大 きく 近 中 遠 の 距離 感 を 作成 し た 上 で 、 そ 
の 中 で さら に 細か く 分 ける よう に する と 、 メ リハ リ を 保っ た ま 
ま 細 分 化 で きま す 。 


※ 近 景 ・ 中 景 ・ 遠 景 に 関し て は 、P.62 も 参照 し て くだ さい 。 
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イラ スト を 見 る 側 の 、 視 線 誘導 を 含め た 橋 図 や 構成 に な る よう に 描き ます 。 視線 誘導 の 考え 方 は さま ざま 
な も の が あり ます が 、 今 回 の イラ スト で は 、 お も に 次 の よう な 点 を 注意 し て いま す 。 


イラ スト の メイ ン 


イラ スト の メイ ン へ と 向かう 要素 の 配置 | メイ ン へ と が う ie 


中 央 奥 の 岩山 構造 体 (緑色 の 丸 ) が 、 こ の イラ スト の メイ ン モ チー フ と な り ま す 。 ほ か の 
岩山 と 一 線 を 画す た め に 、 門 の よう な シル エッ ト に する こと で 目 を 引き ます 。 
その 次 の メイ ン と な る の が 、 各 地 に 散ら ば る ゲル の よう な 小屋 で す (赤色 の 丸 )。 こ れ を 
な ぞ る よう に 道 を 描き 、 メ イン の 岩山 に 向け て 視線 を 誘導 させ よう と し て いま す (赤色 の 
矢印 )。 

それ に 加え 、 右 上 の カー ブ し た 岩山 群 も 、 メ イン の 岩山 へ と 集約 する よう に 湾曲 させ て い 
ます (青色 の 矢印 )。 


構図 の バラ ンス を 整え る 

カー ブ し た 岩山 と 手前 の 斜面 に より 、 左 下 へ と 流れ る ライ ン (紫色 の 線 ) が 形成 され て お り 、 
この まま だ と バラ ンス の 悪い 構図 に な っ て し まい ます 。 

そこ で それ に 対し 、 視 線 が 集まる 箇所 (中 央 奥 の 岩 山 と 近 景 の ゲル ) を 右 下 に 流れ る よう 
に 配置 し て いま す (黄色 の 線 )。 

この よう に 要素 を クロ ス す る よう な 配置 に する こと で 、 左 下 へ 視線 が 流れ て し まう 状態 を 
解決 し 、 バ ラン ス の 良い 構図 に な り ま す 。 


視線 の スタ ー ト 地点 と 終点 を 考え る 

イラ スト を 見 る 側が どこ を 最初 に 見 て 、 ど の よう な 視線 の 動き を する の か を 考え ます 。 
今回 の 場合 、 ま ず メ イン と な る 中 央 奥 の 岩 山 か ら 始ま り 、 そ こ か ら カー ブ 状 の 岩山 に よっ 
て 作ら れる 空 の 境界 線 を 辿っ て 右上 まで 行き 、 そ こ か ら 真 下 の ゲ ル へ と 視線 が 動き 、 前述 
の 赤い 矢印 を 辿っ て メイ ン の 岩山 へ 戻る よう な 視線 誘導 を 狙っ て いま す 。 

イラ スト を 見 た 人 が 、 あ た か も その 世界 を 冒険 し た か の よう に 錯覚 させ る こと を 常に 考え 
て いま す 。 
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ラフ を 描き 込ん で いき ます が 、 そ の まま 描き 進め る と 線 が 多く な りす ぎ て し まう の で 、 一 度 う っ すら と 


まばら に 消し て いき ます 。 均等 な 強 さや 範囲 で 消さ な いこ と が ポイ ント 


ラフ の 線 を うっ すら と まばら に 消す | に な り ま す 。 後々 、 線 の ラン ダム 感 が 独特 の 
線 が 密集 し て いた り 、 濃 い 部 分 を 中 心 に 、TF 味わい に つなが っ て いき ます 。 


うす 消し 」 を 使っ て うつ すら と 消す 。 


ここ で は レイ ヤー を 新規 作成 し て 、 白 を 塗る 
こと で 消し て いま す が 、 消 し ゴム で ラフ を 直 
接 消 し て も OK で す 。 た だ し 、 そ の 場合 は 修 
正 が で きる よう に 、 レ イヤ ー マ ス ク (P.17) 
を 使っ て 消し た ほう が いい で し よう 。 


ラフ を 細か く 描き 進め ます 。 

岩山 な どの ディ テー ル は あえ て 控え め に し 、 大 ま か な 立 体感 や 形 が わか る 
程度 に 抑え て いま す 。 こ れ は 、 後 で 色 を 塗る 際 の 邪魔 に な り ま すし 、 線 画 
が 強 す ぎる と 立体 感 が 損なわ れ て し まう た めで す 。 


网 ラフ を 描き 込む た め の レ イヤ ー を 新規 作成 する 。 


回 

e-E 

立体 感 が わか る 程度 に 線 を 整え る 。 TE 
ディ テー ル な どの 描き 込み は 控え め に うす 消し 


[io] 100 % 通 党 
する 。 > | 图 > 


に 】 「TF 下 描き 」 ブラシ を 使い 、 大 ま か な 
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と ころ どこ ろ に ある 木々 は 、 あ くま で 配置 の 目安 と し て 描い て いま す 。 細 か い 
描き 込み は 、 次 の 工程 で カス タム ブラ シ を 使っ て 行い ます 。 
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作業 が 完了 し た レイ ヤー は 、 あ る 程度 結合 する よう に し まし ょ う 。 レ イヤ ー を 
分 けた まま 進め て いく と 、 レ イヤ ー の 数 が 増え 、PC の スペ ッ ク に よっ て は 処 
理 が 遅く な り ま す 。 ま た 、 燃 雑 に な る た め 思 わ ぬ ミス を 起こ し か ね ませ ん 。 こ ご 
こ で は 、 ラ フ の 整理 が 終わ っ た 段階 で 「 ラ フ 」「 う す 消 し 」 「 ラ フ 2」 の 3 つ レ 
イヤ ー を 結合 し て いま す 。 
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2 WER AR ARCH AIS 


近 景 の 下地 を 塗る 


各 距 離 を 下地 と な る 色 で 塗り 分 け て いき ます 。 ま ず は 近 景 か ら 作業 し ます 。 


网 近 景 用 の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 新規 作成 する 。 その 中 に 、 下 地 

用 の レイ ヤー を 新規 作成 する 。 eS 
oa x 7 
給 郭 線 を 取っ て 塗り つぶ | 


[100 % 通 党 


に 】 [TF メイ ン 」 ブ ラ シ で 近 景 部 分 の 輪郭 を 取り 、 塗 りつ ぶし ツー ig 


ル で 塗り つぶ すこ と で 下地 を 作成 する 。 


(BH 木 の 部 分 は 「TF 木々 単色 ]」「TF 木々 単色 縦長 ] の カス タム 
ブラ シ を 使っ て 描く 。 ス トロ ー ク を 引く より は 、 チ ョ ンチ ョ ン 
と スタ ンプ を 押す よう に 描く 。 


© POINT © 吾 距 離 で レイ ヤー を まとめ る 


レイ ヤー フォ ル ダ ー に 関連 性 の ある パー ツ を まとめ て お く こ と で 、 レ 
イヤ ー の 管理 が し や すく な り ま す 。 レ イヤ ー を 探す 、 予期 せ ぬ レイ ヤー 
に 加筆 し て し まう 、 と いっ た 混乱 を 軽減 で きま す 。 

ここ で は 大 きく 「 近 景 」「 中 景 」「 遠 景 」、 そ し て 「 空 ] の 4 つの レイ ヤー 
フォ ル ダ ー に 分 け て いま す 。 

レイ ヤー フォ ル ダ ー の 作成 は 、[ レ イヤ ー] メニ ュー 一 [新規 レイ ヤー 
フォ ル ダ ー] で で きま す 。 


チョ ンチ ョ ン と スタ ンプ を 押す よう に 描く 


近 景 以 外 の 下地 を 塗る 


中 景 、 遠 景 、 空 も 近 景 と 同じ よう に 塗り 分 け ま す 。 


网 中 景 、 遠景 、 空 用 の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 新規 作成 する 。 そ の o* 内 
中 に 、 そ れ ぞ れ 下 地 用 の レイ ヤー を 新規 作成 する 。 | E2352 
> 100% 通 常 
y Fine 
に 】 近 景 と 同じ よう に 、 各 距離 ご と に 塗り 分 ける 。 
の 
2 100 % 通 常 
下地 
2| > 100% 通 常 
Y 7 98 
© POINT © yee cy) ioe 
下地 を 塗る と き の 色 は 、 濃 く て 彩 度 の 高い 色 を 選ぶ と 良い で し よう 。 加 加 下 地 
下地 の シル エッ ト や 塗り 残し の 有無 な ど が 確認 し や すく な り ます 。 色 に ae 90 
の 決定 は 後ほど 行う の で 、 何 色 で も 構い ませ ん 。 100 im 


下地 
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空 に グラ デー ショ ン を か ける 
ここ か ら 、 下 地 を 塗り 替え て 色 を 決め て いき ます 。 
まず 、 空 に グラ デー ショ ン を か け ま す 。 下 の ほう が 明る く な る よう な 色 に し ます 。 


グラ デー ショ ン ツ ー ル (P.13) を 使い 、 上 の ほう が 濃く 、 下 の ほう が 明る く (薄く ) な る 
よう な 空 に する 。 


wan 


©POINTO EVE 昌 
空 は 上 部 が 手前 、 下 部 が 奥 と な る た め 、 空 気運 近 法 (P67) で 上 の ほう が 濃く 、 下 の ほう が 薄く な り ま す 。 


近 景 へ 遠景 を カゲ 色 の 目安 と な る 色 に 変え る 


各 距 離 の 下地 の 色 を 決め て いき ます 。 こ の 色 が 各 距 離 の 

カゲ 色 の 目安 に な り ま す 。 

空気 遠近 法 に より 、 近 景 が 最も 濃く 、 遠 景 に 向かっ て 薄 
、 空 の 色 に 溶け 込ま せる よう な 色 に し ます 。 


下地 レイ ヤー の 「 透 明 ピ クセ ル を ロッ ク (P.14)」 し 、 
色 を 塗り 替え る 。 近 景 一 遠景 に 向かっ て 、 濃 い ー 薄 
い 色 に する 。 


wa 
1 
a 
の 


「1-3」 の 工程 の ラフ を コピ ー し 、 各 距離 の 下地 に 
クリ ッ ピ ング する 。 各 距 離 ラフ の 不要 な 部 分 は 、 レ 
イヤ ー マ ス ク を 使っ て 消す 。 


wan waw 


下地 と な じ む よう に ラフ の 色 を 調整 する 
各 距 離 の ラフ を 、 下 地 と な じ む よう な 色 に 調整 する 。 


@| | i MN 
2 Ltd 
| L_ ラフ 
100 % 通 常 
@ POINT GO W castrares ° Ce 
ラフ の 線 は 合成 モー ド (P.15) を 「 乗 算 ] に する こと で 、 ov one 
下地 の 色 と な じみ ます 。 レ イヤ ー の 不肖 明度 も 距離 に 応 ante Lae RE 
じ て 下 げ て あげ る と 、 より な じみ ます 。 57 の コピ ー 
2 100 % 通 常 
| 下地 
ト 2 と ませ Nae 
Te Subs 
© POINTO Weise} ラフ の コビー 2 
100 % 通 常 
PR~ERACADS Bd, BREN TEES, BIS ® ae 
少し ずつ 変え る よう に し まし ょ う 。 そ うし な いと 、 色 合 Sm MONEE 
い が 単 調 に な っ て し まい ます 。 Biome 
100 % 通 常 
デニ | グ ラテ デ ーション 
100 % 通 常 
層 下地 


3 立体 感 を 出す 


モノ の シル エッ ト や 距離 感 を 強調 する ーー 


ここ か ら は 、 近 景 ・ 中 景 ・ 遠 景 の 各 距 離 感 の 中 で 、 さ ら 
に 細か く 距 離 感 を 出し て いき ます 。 こ れ に より モノ の シ 
ル エ ッ ト が 浮か び 上 が り 、 ま た 、 前 後 (ここ で は ゲル と 
その 後ろ の 岩 ) の 位置 関係 を 整理 で きま す 。 

Fat A ~ 回 が 基本 的 な 工程 と な り ま す 。 


合成 モー ド 「 ス クリ ー ン 」 の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 
作成 し 、 そ の 中 に レイ ヤー を 作成 し な が ら 各部 位 の 
距離 感 を 出し て いく 。 


【 軸 不要 な 部 分 を 「TF うす 消し 」 ブラシ で うっ すら と な じ ま せ る よう に 消す 。 


[B) さら に 2 段階 自 と し て 、 各 部 の 中 心 部 分 ( 明 
る さ を 強 調 さ せ た い 部 分 ) に レイ ヤー を クリ ッ 
ピン グ し 、 明 る さ が 強 く な る よう に 塗る 。 これ 
に より モノ の シル エッ ト が さら に 強調 され 、 イ 
ラス ト 的 な 面白 さも 上 が る 。 


[ ヨ 四 回 の 工程 を 、 ほか の 部 分 に も 行っ て いく 。 


回 り 込 み を 表現 する 


近 景 の 奥 の ほ う や 岩 の よ うに 丸み を 帯 
びている 部 分 を 表現 し て いき ます 。 


合成 モー ド 「 ス クリ ー ン 」 の レイ 
ヤー を 使い 、 奥 に 回 り 込 ん で いる 
部 分 を 薄く する 。 「TF エア ブラ シ 」 
で な ぞ る よう に 描く 。 


Ce 


| |。 wm Lee 


77 Fo” 


に | Fe] 100 % 通 常 
2 段階 目 


に [J 100 % 通 常 
1 段 障 目 
Lal-Le SRE 
£459 
100 % 通 常 
下 地 


@ 


[=] 「TF メイ ン 」 ブラ シ を 使い 、 図 の よう に 浮か び 上 が ら せ た い 部 分 (ここ で は 近 景 の ゲル の 上 部 ) の 後ろ を 塗る 。 


中 心 部 分 の 明る さ を 強 調 する 


奥 に 回 り 込ん で いる 部 分 を 薄く する 
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中 景 、 遠 景 の 立体 感 を 出す 


近 景 と 同じ よう に 、 中 景 、 遠景 の 立体 感 を 強調 し て いき ます 。 
ここ まで の 工程 で イラ スト 全体 の モノ の シル エッ ト や 距離 感 が 整理 さ 
れ 、 景 色 の スケ ー ル が 決定 され ます 。 


回 「3-1」「3-2」 の 工程 を 中 景 、 遠景 に も 行う 。 
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少し 強 す ぎる か な ? と 思え る くら い 明る くす る の が ポイ ント で す 。 こ の 
段階 で は 、 下地 の 色 が 単色 な の で 明る すぎ る よう に も 見 えま す が 、 この 先 、 
色 を 足し て いく こと で どん どん な じん で いき ます 。 

また 、 そ れ で も 明る すぎ た 場合 は 、 レ イヤ ー の 不透明 度 を 下げ れ ば 簡単 に 
調整 で きま す 。 


OPOINTO 地 続き の 部 分 を な じ ま せ る 


中 景 と 遠景 の 地 続 き 部 分 (中 央 付近 の 谷間 の 道 ) の 色 は 、 そ の まま だ と 不 
自然 な の で な じ ま せ て いま す 。 


地 続き の 部 分 
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ロメ) 島内 吾 距離 の 中 で さら に 分 ける 


中 景 に ある 右上 の 岩山 群 は 、3 段階 ほど に 色 を 分 け て いま す 。 こ れ に より 、 中 景 の 中 だ 
け で も 細か い 距 離 感 が 表現 で き て いま す 。 な お 、3 段階 に に だ わる 理由 は な い の で 、 必 
要 な らい くら で も 増やし て も 構い ませ ん 。 

逆 に 、 遠 景 の 色 は ほぼ 1 段階 の み で 、 細 か い 部 分 の 輪郭 を 強調 し て いる だ け で す 。 


奥 に 回 り 込ん で いる 部 分 を 薄く する 


4 光 を 当て る 


大 きく 光 を 当て る 


ここ か ら は 、 光 を 当て 、 そ の 後に 各部 の 固有 色 (P.38) を 表現 し て 
いき ます 。 ま ず は 、 自 然 光 と いう べき モノ の 面 に 大 きく 当たる 光 を 描 
きま す 。 


左上 か ら の 光源 を 意識 する 。 


に 】 光 を 描く た め の 、 合 成 モー ド 「 加 算 (発光 )]」 の レイ ヤー フォ ル ダ ー 
を 新規 作成 する 。 そ の 中 に 、 大 きく 当たる 光 を 描く た め の レ イヤ ー 


を 新規 作成 する 。 


图 [TF メイ ン 」 ブラシ を 使い 、 大 ま 


か に 光 が 当 た る 部 分 を 塗る 。 あ ぐ く 
まで 全体 の 目安 的 な も の に な る の 
で 、 細 か い 形 は 無視 する 。 
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左上 か ら の 光源 


a" os 
po se?” 


ee 


光 の イメ ー ジ を 先 に 決め る 


丁寧 に や る な ら ば 、 ま ず は モノ の 固有 色 を 決め て か ら 、 そ こ に 細か く 光 を 当て る よう に し た ほう が いい の で す が 、 こ 
の イラ スト で は わか りや すさ の た め に 、 先 に 光 の 感じ を 決め て か ら 固 有色 を 塗っ て いま す 。 
カゲ 色 を 強調 し た い イ ラス ト の 場合 は 、 む し ろ こ の 方 法 の ほう が うま く 描 けた り も し ます 。 
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大 きく 当たる 光 に よっ て イラ スト の 印象 も 
決定 され る の で 、 多 少 嘘 を つい て で も メリ 
ハリ の つい た 光 の 当て 方 を 心がけ ます 。 

た と えば 右上 の 岩山 群 は 、 下 部 の 別れ た 支 
柱 的 な 部 分 で 、 ザ ッ ク リ と 斜め に 光 を 切っ 
て いま す 。 ロ ケー ショ ン 的 に あり 得 な い 切 
れ 方 で す が 、 こ うす る こと で 目 を 引く よう 
な カゲ を 作れ ます 。 さ ら に 、 画 面 外 に 印象 
的 な カゲ を 作る よう な 遮蔽 物 が 存在 する の 
で は ? と 見 る 人 の 想像 や 妄想 を か き 立て 
る 要因 に も な り ま す 。 


わざ と 光 を 斜め に 切る こと で 、 
目 を 引く カゲ を 表現 する 


メリ ハリ の つい た 光 の 当て 方 


大 
き 
< 
光 
を 
当 
て 
る 
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カゲ を 調整 する 


光 を 当て た こと に より 、 カ ゲ と し て 暗く な る 部 分 が 見 えて きた か と 思い ます 。 

[2-4] の 工程 で 作成 し た 下地 が 、 そ の まま 大 ま か な カ ゲ 色 と し て 表示 され て いる の で 、「4-1」 の 工程 で 大 
きく 当 て た 光 の 形 を 整え た り 、 な じ ま せ た りす る こと が 、 結 果 的 に カゲ の 調整 に もち な り ま す 。 

『 問 「4-1」 で 光 を 当て て いな い 部 分 は 、 下 地 が その まま 表示 され て いる 。 結果 的 に 、 こ の 部 分 が カゲ と な る 。 


に 】 「TF ペイ ン テ ィ ン グ ナ イ フ 」 ブラシ を 使い 、 大 きく 当て た 光 を ほぼ ほか し て な じ ま せ る 。 お も に 光 と カゲ と 
の 境界 部 分 を 処理 する 。 な お 、 レ イヤ ー マ ス ク を 使っ た ほう が 、 後 々 調整 で きる 。 


【 届 大 きく 当て た 光 の 細部 を 削っ た り 、 足 し た り し な が ら 、 カ ゲ の 形 を 整え て いく 。 


下地 が カゲ 色 と な っ て いる 


一 部 に 質感 を 加え な が ら 描 く 


「4-2」 と 同じ 工程 を 全体 に 行っ て いき ます 。 
また 、 カ スタ ム ブ ラ シ を 使っ た ほう が 描き や すい 部 分 は 、 質 感 も 同時 に 表現 し て いま 
す 。 細 か い 質感 を 入れ る 工程 は 後ほど 行う の で 、 こ こ で は 抑え め に し て お きま す 。 


光 と カゲ の 境界 部 分 を な じ ま せ る 


光 の 描画 を 調整 する こと が 、 結 果 的 に 
カゲ を 調整 する こと に な る 


PN 草地 や 木々 は 、 カ スタ ム ブ ラ シ 「TF 植物 」「TF 植物 Al を 使い 、 質 感 を 加え な 
が ら 描 いて いる 。 
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中 景 右上 の 岩山 は 、 質 感 に よる スケ ー 
ル 感 が 大 事 と な っ て くる 部 分 で す 。 こ 
の 時 点 で スケ ー ル 感 を は つき りさ せ て 
お きた か っ た の で 、 先 に カス タム ブラ 
シ [TF 岩 壁 凸 」「TF 岩 壁 2) PTF 
岩 壁 凹 」「TF 岩 壁 M2) を 使っ て 、 
細か い 質 感 を 加え て いま す 。 

逆 に 、 遠 景 の 岩山 に 質感 を 加え て し ま 
うと 、 中 景 右上 の 岩山 と スケ ー ル 感 が 人 
WBOTLEVET. TSE, BEM / 

が が 滑れ て し まう の で 、 問 景 の 深山 に は 畑 か い 質感 を 加え る こと で 、 ス ケー ル 感 を 表現 する 


質感 を 加え て いま せん 。 
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増え た ら ま と め る 


作業 を 進め て いく うち に 、「4-1」 の 工 
程 で 作成 し た レイ ヤー 以外 に も レイ ヤー 
が 増え た の で 、 さ ら に レイ ヤー フォ ル 
ダー を 作成 し て まとめ て いま す 。 こ の よ 
うに 、 同 じ よ うな 用 途 の レイ ヤー は 、 レ 
イヤ ー フ ォ ル ダー に どん どん まとめ て い 
きま し ょ う 。 


(EP 
IL ラフ 


トン が TRAD 


100 % 通 常 
光 ( 葉 ) 


[ay % 通 常 

淡い 光 1 
ald 100 % 通 常 
5) 大 きく 当たる 光 


木々 は カス タム ブラ シ を 使い 、 質 感 も 同時 に 表現 する 


軸 語 モノ の 固有 色 を 塗る fore a 


ゲル や 岩 、 木 々 な ど に それ ぞ れ の 固有 色 を 塗っ て いき ます 。 


了 「4-1」 で 作成 し た レイ ヤー フォ ル ダ ー の 中 に 、 さ ら に レイ ヤー フォ ル 


00% 通 常 
ダー を 新規 作成 する 。 それ を 光 を 塗っ た レイ ヤー (ここ で は 、 複 数 の レ a 
イヤ ー を まとめ た レイ ヤー フォ ル ダ ー) に クリ ッ ピ ング する 。 その 中 に 
レイ ヤー を 作成 し な が ら 、 部 位 ご と に 固有 色 を 塗っ て いく 。 EE 


100 % 通 常 


に 】 「TF メイ ン 」 ブラ シ で 、 ゲ ル や 岩 、 木 々 、 草 地 を 塗り 分 け て いく 。 ゲ ル 
の 入り 口 部 分 を 赤く 塗る こと で イラ スト 全体 の 差し 色 に する 。 


色 を 塗っ た レイ ヤー だ け を 表示 し た 状態 (合成 モー ド も BAR). AR. 
遠景 を 塗る 際 に 、 こ の 色 が 基準 と な る 。 


ON Le) WROD 先 に 光 の イメ ー ジ を 決め る メリ ッ ト 


この 塗り 方 の メリ ッ ト は 、 大 きく 2 つ あ り ます 。 

1 つ 目 は 、 光 を 塗っ た レイ ヤー に クリ ッ ピ ング し て 固有 色 を 塗る © POINT © 差し 人 

こと で 、 先 に 作成 し た カゲ 色 を 残し た まま 塗り 分 けら れ ま す 。 「 差 し 色 ]」 は 、 イ ラス ト で あま り 使 わ 
2 つ 目 は 、 線 画 に 治っ て 塗り 分 ける よう な 方 法 と 違い 、 細 か い 部 れ て いな い 色 を ワン ポイ ント で 入れ ま 
分 の 塗り 分 け や 塗り 残し を 気 に せ ず に 進め られ る の で 、 作 業 の 大 す 。 全体 の 色 幅 が 増え て 見 える た め 、 
幅 な 短縮 に つなが り ま す 。 深み が 出 ます 。 


目立た せ た い と ころ に 光 を 当て る ee Ge eae ie 
B: : : : 

各部 の 上 面 や 目立た せ た い と ころ に 、 ピ ン ポ イン ト で 強い 光 を 当て て いき ます 。 塗 る 部 位 を 厳選 し 、 

あま り 広 範囲 に 塗ら な い の が コツ で す 。 


了 加 「4-4」 で 作成 し た 固有 色 の レイ ヤー フォ ル ダ ー の 上 に 、 さ ら に le eel A) 
レイ ヤー フォ ル ダ ー を 新規 作成 する 。 合 成 モー ド を 「 加 算 (発光 )」 oo 各部 上 面 や 目立た せ た い と ころ に 光 を 当て る 
に し 、 ク リッ ピン グ す る 。 そ の 中 に レイ ヤー を 作成 し な が ら 、「TF ko uae 本 


メイ ン 」 ブラ シ で 強い 光 を 当て て いく 。 


に 】 当て た 光 は 「TF ペイ ン テ ィ ン グ ナ イ フ 」 ブ ラ シ で ほぼ か し て な じ 
ませ る 。 


© POINTG Wey 3 


人 は 、 明 る い 部 分 の 色 で 固有 色 を 判断 する 
の で 、 近 く の 暗 い 色 も それ に 引っ 張ら れ た 
色 に 見 えま す 。 右 図 の よう に 、 先 に カゲ 色 
を 決め て か ら 固 有色 を 塗る こと で 、 カ ゲ 色 
は その まま で も 固有 色 に 近い 色 に 錯覚 させ 
る こと が で き 、 自 然 な 色合い に 見 えま す 。 
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4-6 Fae 


テク スチ ャ 感 の ある カス タム ブラ シ を 使い 、 質 感 を 加え て いき ます 。 


間 「4-1」 で 作成 し た レイ ヤー フォ ル ダ ー の 中 に 、 さ ら に レイ ヤー 
フォ ル ダ ー を 新規 作成 する 。 それ を 「4-5」 で 作成 し た レイ ヤー 
フォ ル ダ ー に クリ ッ ピ ング する 。 そ の 中 に レイ ヤー を 作成 し な 
が ら 、 質 感 を 加え て いく 。 


[=] 黒 で 質感 を 描き 込ん で いく 。「4-1」 で 作成 し た レイ ヤー フォ ル ダ ー は 合成 モー ド 「 加 算 (発光 )」 
と な っ て お り 、 黒 色 は 「 透 明 色 ]」 と し て 表示 され る 。 そ の た め 、「4-1 ~ 4-5] まで の 作業 部 
分 に 影響 を 与え つつ も 、 大 元 の 下地 の 色 よ り も 暗く する こと な く 質 感 を 加え る こと が で きる 。 
ゲル の 外装 に は 、「TF 布 」 ブラ シ 、 扉 に は 「TF 木目 ] ブラ シ を 使う 。 


【 軸 草地 に は 、「TF 草地 」 「TF 
平原 ]「TF 植物 ]」「TF 植 
MK) ブラ シ を 使う 。 
地面 に は 、「TF 地面 」 ブ 
ラ シ を 使う 。 


国 ] 岩 に は 、「TF BB 凸 」「TF 
岩 壁 凸 2]「TF 岩 壁 凹 
「TF 岩 壁 M2) ブラシ 


を 使う 。 
各 距離 ご と の 色 の 変化 を 出す 


[4-4 ~ 4-6] と 同じ 工程 を 中 景 、 遠 景 に も 行っ て いき ます 。 


PN 近 景 の 色 を 基準 に し て 、 中 景 、 遠 景 と 色 に 変化 を 出し て 塗っ て いく 。 
近 景 は 暗め の 色 に し て いた が 、 中 景 に は 強め の 光 が 当 た っ て いる よ 
うに し 、 コ ント ラス ト で 遠近 感 や イラ スト 全体 の メリ ハリ を 出す 。 
さら に 、 遠 景 は 大 気 に に る か すみ を 考慮 し 、 薄 い 色 に な る よう に 塗っ 
て いく 。 こ れ に より 、 空 気 遠近 法 (P.67) を 表現 する 。 
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5 空 ・ 雲 を 描く 


雲 の ペー ス を 描く 


ここ まで で 、 地 上 部 分 が ある 程度 終わ り ま し た 。 

次 に 空 の 作業 に 移り ます 。 空 自体 の 色 は 「2-3] 

で グラ デー ショ ン を か け て 決め た の で 、 雲 を 追 | 

加 し て いき ます 。 100% 通 党 

レー グラデーション 
100 % 通 常 
下地 


[\ 空 有 の レイ ヤー フォ ル ダ ー の 中 に 、 雲 用 の レイ ヤー を 新規 作成 する 。 


に 】 カス タム ブラ シ [TFS 硬 ]」 で 雲 の ベ ー ス を 描き 、「TF 雲 モヤ モヤ 」「TF 雲 
切れ 端 ] 「TF ほか し 」「TF に じみ ぼかし 」 で 形 を 整え る 。 モコ っ と し て いる 部 ”上 
分 、 縮 れ て いる 部 分 、 ぼ け て 空 に 溶け 込ん で る 部 分 な ど 、 雲 と いっ て も 多様 な 。 
形 が ある の で 、 そ れ ら を バラ ンス よく 配置 する 。 


雲 に 変化 を つけ る 


雲 の 色 に 変化 を つけ 、 深 み を 出し て いき ます 。 


©POINTO 電 : の A と ルク < 


合成 モー ド 「 生 算 ] で カゲ を 、「 オ ー バ ー レ イ ] で 微妙 な 色 の 変化 を 、 まず 、 雲 の 大 き な 流れ と し て 赤 線 の よう な ライ ン が あり ます 。 こ れ に 合わ せ 大 小 の 


「 加 算 (発光 )」 で 日 が 当たっ て 明る く な っ て いる 部 分 を 描き 込ん で バラ ンス を 考え な が ら 雲 を 配置 し て いま す 。 こ の ライ ン は イラ スト の メイ ン と な る 
いく 。 岩山 を 中 心 と し て , 大 き な 円 を 描く よう な ライ ン と な っ て お り 、 メ イン を 強調 する 視 
線 誘導 的 な 役割 も あり ます 。 
また 、 そ れ と は 別に 地平 か ら 立ち 上 る よう な 雲 ( 青 丸 ) も 追加 し 、 雲 の バ リエ ー シ ョ 
ン を 増やし て いま す 。 


[乗算 オー バー レイ 」 で カゲ と 微妙 
な 色 の 変化 を 描く 


「 加 算 (発光 )」 で 明る い 部 分 を 描く 


55 


雲 の 輪 郭 部 分 を 作成 し 、 厚 み を 強調 し て いき ます 。 


了 加 レイ ヤー を 新規 作成 する 。 [5-1] で 雲 の ベ ー ス を 描い た レイ 
ヤー の サム ネイ ル を [cl+ クリ ッ ク し 、 選 択 範囲 を 作成 する 
(P.17)。 


に 】 [選択 範囲 ] メニ ュー [選択 範囲 を 拡張 ] で 、「5px]」 ほど 選 
択 範囲 を 拡張 する 。 


拡張 し た 選択 範囲 を 塗り つぶ す 。 色 の 深み を 出す た め に 、 色 は 
黄色 系 の 色 に し た 。 


(B) [フィ ルター] メニ ューー [ほか し ] 一 [ガウ ス ほ か し (P.16)] 
で 、 国 で 塗り つぶ し た 範囲 を ほか す 。「 ぼ か す 範 囲 ] を 「30」 
ほど に 設定 し た 。 


we cm 100% 通 党 


2 
上 国 


| 图 100 % オ ー バ ー レ イ 
ORE 


| 100 % 通 常 
グラデ ーション 


| 雲 の 輪郭 部 分 が 作成 され 、 厚 み が 強 調 され る 。 


奥 の 空 を 描き 、 空 を 完成 させ ます 。 


由 合成 モー ド 「 乗 算 」「 オ ー バ ー レ イ 」 を 使い 、 奥 の 空 を 描く 。 P.55 
の POINT で 解説 し た 赤 線 ライ ン に 沿う よう な スト ロー ク を 意 
識 し 、 大 気 の か すみ や 遠く の ぼけ た 雲 を イメ ー ジ し て 描く 。 
最後 に 、 光 源 側 を 「 加 算 (発光 )]」 の レイ ヤー で 明る くし て 空 
は 完成 。 


明る くす る 
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選択 範囲 を 拡張 


mew [5 | > px 


IBRD: K (* 


クリ ッ ク で 選択 範囲 を 作成 


レイ ヤー を 新規 作成 


拡張 し た 選択 範囲 を 塗り つぶ す 


6 細か い デ ィ テ ー ル を 描く 
カゲ を 描き 込む 


ここ か ら 、 細 か い 描 き 込み に 入り ます 。 カ ゲ 、 反射 光 、 ハ イラ イト を 描き 込み 、 モ ノ の ディ 
テー ル を は っ きり させ て いき ます 。 

まず は 、 カ ゲ の 描き 込み で す 。 すでに 、 大 ま か な バ ラン ス は で き て いる の で 、 そ こ か ら 大 き 
く 外 れ な いよ うに 注意 し て 描き ます 。 


了 ここ か ら は 「TF 塗り 」 ブ ラ シ で カゲ を 描き 込む 。 

段差 に よっ て 生ま れる 影 や 溝 に な つて いる 部 分 (いわ ゆる shadow) を メイ ン に 描き 、 立 体 
感 に よっ て で きる 陰 (いわ ゆる shade) は あま り 入 れ な いよ うに する 。 影 (shadow) と 陰 
(shade) の 違い に 関し て は 、P.37 も 併せ て 参照 の こと 。 


ハイ ライ ト を 追加 する 


ハイ ライ ト (イラ スト の 中 で 最も 明る い 部 分 ) を 描き 込み ます 。 各部 の フチ や 光沢 の で きる 
部 分 、 特 別 目立た せ た い 部 分 に の み に 入 れ 、 あ まり くど く な ら な いよ うに し ます 。 


PN ITE メイ ン 」 ブ ラ シ を 使い 、 モ ノ の フ © POINT © ゲル を 明る くす る 


FRO EE ゲル の 色 が 暗 す ぎ て 埋没 し て いた の で 、 下 


入れ る 。 モ ノ の 輪郭 が は っ きり と し て 地 の 上 に ゲル の 範 団 で マス ク を し た レイ 
目立つ 。 ヤー を 作成 し 、 明 る く な る よう に 調整 し て 
いま す 。 


に 】 各 嘘 離 の 境目 に 入れ る こと で 、 遠 近 感 
も 強調 され る 。 


陰 (shade) は 入れ すき な い 


ハイ ライ ト 影 (shadow) を メイ ン に 描く 
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反射 光 を 追加 する 


光源 の 黄色 系 と は 反対 の 青色 系 で 、 反 射 光 を 入れ て いき ます 。 


PN 光源 (左上 ) と は 逆 の 右 下 か ら 照 ら さ れ て いる イメ ー ジ で 、 
反射 光 を 入れ る 。 


| に 】 岩 な ど は 、「TF 布 」 「TF 岩 壁 凸 ] 「TF 岩 壁 凸 2] 「TF 岩 壁 凹 」 
ITF 岩 壁 M2) ブラシ を 使い 、 ス タン プ を 押す よう な 感じ 
で 反射 光 を 入れ る 。 


图 全体 に 反射 光 が 入り 、 細 か い デ ィ テ ー ル が 描き 終わ っ た 状態 。 


@POINTO 反射 光 の パラ ンス 


反射 光 で 全体 的 に ディ テー ル を 描き 起こ し て し まう と バラ ンス が 悪 
く な っ て し まう た め 、 遠 景 に ほとん ど 入れ て いま せん 。 


カゲ は 「 乗 算 ]、 ハ イラ イト は [加 
算 (発光 )」、 反 射 光 は 「 ス クリ ー ン 」 
の 合成 モー ド で 描い て いま す 。 ま 
た 、 す べ て 「4-1」 の 工程 で 作成 
し た レイ ヤー フォ ル ダ ー「 光 」 に 


クリ ッ ピ ング し て いま す 。 レイ ヤー | る | トッ 
フォ ル タ ダー「 光 」 は 、 そ の 下 に あ [sxe 
る 「 下 地 ] レイ ヤー を クリ ッ ピ ン | 上 回 - [As 

グ し て いる た め 、 結 果 的 に 「 光 」 |e | 100 SRE, 


DFE 
5 % 加 Fax 


の 上 に ある 、 カ ゲ 、 BMH NT TS Ts 
ライ ト も 、 下 地 を クリ ッ ピ ング し | 光 


て いま す 。 - | EL ph 100 % 通 常 
| ダル 色調 整 


100 % 通 常 
| 下地 
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Z 装飾 や 模様 を 加え る 


ゲル の 装飾 を 描く 


画面 全体 の 差し 色 と な る 、 赤 い 旗 の よう な 布 を ゲル の 装飾 と し て 描き 加え ます 。 下地 は 普通 の 
布 で 、 模 様 は 光沢 感 の ある 糸 で 編 ま れ て る イメ ー ジ で す 。 


『 装飾 の シル エッ ト を 作成 する 。 
に 】 シル エッ ト に レイ ヤー を クリ ッ ピ ング し 、 模様 を 描く 。 
周囲 の カゲ 色 に な じ む よう に 色 を 暗く する 。 


辐 質感 を 描き 込む 。 基 本 は 「TF 布 」 ブラ シ を 使い 、 細 部 は 「TF うす 消し 」 ブラ シ で ぼかし 
て 調整 する 。 


[5 明る く な る 部 分 を 合成 モー ド 「 加 算 (発光 )」 で 描き 込み 、 回 で 描い た 模様 レイ ヤー を コ 


ピー し て 貼り 付け る 。 色 を 調整 し て 模様 が 浮き 出る よう に する 。 こ うす る こと で 模様 だ け 
が と くに 明る く な り 、 メ リハ リ や 布 の 下地 と 模様 部 分 の 質感 の 差 も 表現 で きる 。 


ほか の ゲル に も 装飾 を 描く 


「7-1」 と 同じ 工程 を ほか の ゲル に も 行い ます 。 


网 近 景 よ り も 遠く の ゲル の 装飾 は 、 あ まり 際立た せ す ぎる と 遠近 
感 が 月 れる の で 抑え め に する 。 


| に 】 最も 遠い ゲル の 装飾 は 、 模 様 が ほとん ど 見 えな い 。 
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8 仕上 げ 
大 気 の 揺 ら ぎ を 描く a a 


ここ か ら イ ラス ト 全 体 の 仕上 げ の 作業 に 入 つ て いき ます 。 国 册 Es % ナ リー レイ 
まず 、 モ ヤ の よう な も の を 描き 、 大 気 の 揺 ら ぎ に よる か すみ を 演出 し ま | 


す 。 こ れ に より 、 空 気 遠近 法 で 遠近 感 が 強調 され 、 全 体 の 色 も 調整 で き 
ます 。 


网 近 景 、 中 景 、 遠 景 の それ ぞ れ 問 に 、 合 成 モー ド 「 オ ー バ ー レ イ 」 の レイ ヤー を 作成 する 。 


に 】 「TF 雲 モヤ モヤ 」 ブラ シ を 使い 、 明 る い モ ヤ の よう な も の を 描き 入れ 、 大 気 の 揺らぎ を 
表現 する 。 


© POINT© 最 遠 景 の 追加 


遠景 が 、 メ イン の 岩山 以降 キッ パリ と 途切れ て いる の 
が 不 自然 に 感じ た の で 、 さ ら に 奥 の 最 遠景 に 、 岩 山 の 
シル エッ ト を 追加 し まし た 。 


光 の 筋 を 描き 入れ る 


左上 か ら 降 り 注ぐ 光 の 筋 を 描き 込み ます 。 
PN 近 景 の 上 に 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー を 新規 作成 する 。 その 中 に レイ ヤー を 新規 作成 する 。 


に 】 「TF メイ ン 」 ブラ シ で 、 光 源 で ある 左上 か ら 右 下 に 向かう 、 光 の 筋 を 作成 する 。 さ 
ら に 、 そ の 光 に 対応 し て 筋 と な っ て 落ち る カゲ を 描き 入れ る 。 


© POINTO ‘ey 


光 の 筋 の よう な 現象 は 、 現 実 な ら も っ と モヤ が か か る よう な 状 
況 で は な いと 起こ り ま せん 。 し か し 、 美 し い 空 気 感 を 表現 する 
の に 効果 的 な の で 、 こ こ で は 入れ て し まい ます 。 こ うい っ た 、 
現実 に は あり 得 な い 状況 を 効果 的 に 入れ る の も 、 イ ラス ト な ら 
で は の 面白 さ で す 。 


| Fa] 100 * オ - が バー ルイ 
| | 区 四 
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图 光 の 筋 の レイ ヤー の 合成 モー ド を 「 覆 い 焼 き (発光 )」、 
筋 と な っ て 落ち る カゲ の レイ ヤー を [RBI (CTS. 
さら に 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー の 合成 モー ド を 「 通 過 ] 
に すれ ば 、 フ ォ ル ダー 内 の レイ ヤー の 合成 モー ド が 
フォ ル ダ ー 外 に も 適用 され る 。 


100 4S) 
Ba? 
a ES no 


100 % オ ー バ ー ル イ 
間 


[B) 光 の 筋 を [ガウス ぼかし] で 強め に ほぼ かす (ほか す 範 
1100) も し く は それ 以上 )。 


[ ヨ カゲ を [ガウス ぼかし] TE | crsuae 
か す (ここ で は 元 の 線 が 細い 
こと も ある の で 、 ほ か す 範 囲 
[50] 程度 )。 


[a と くに 明る く な る 部 分 を 作成 


し 、「 ハ レー ショ ン ( 光 の Bong 目 
強い 部 分 が ほや ける 効果 )」 | Limi: 
的 な 演出 を 加え る 。 

気球 と キャ ラ を 加え て 完成 


最後 に 微 調整 を 行い 、 気 球 や キャ ラ を 描き 入れ て 完成 で す 。 


PN 合成 モー ド 「 オ ー バ ー レ イ 」 の レイ ヤー で 、 全 体 の 色 や コ 
ント ラス ト を 整え る 。 元 々 暗い 部 分 や 画面 の 端 を さら に 暗 
く 、 明 る い 部 分 や 画面 中 央 部 、 視 線 を 集め た い 部 分 を 明る 
く 目 立た せる よう に する 。 
気球 や キャ ラ を 描き 入れ て 完成 。 


東洋 らし さ の コツ 

気球 は 、 自 然 風景 の 比率 が 高かっ た イラ スト に 人 工 物 を 加 
える こと で 、 情 報 量 を 増やす 狙い が あり ます 。 気球 に 限っ 
た 話 で は な いで す が 、 玉ねぎ 型 の シル エッ ト に する こと で 、 
トル コ や イン ド と いっ た 西洋 風 で は な い 印 象 が 強く な り ま 
す 。 


羊 飼い の 少女 の キャ ラ は 、 あ えて 髪 を 金髪 、 衣 服 を スカ ー 
ト 、 マ ント 、 フ リル と いっ た 西洋 風 に する こと で 、 東 洋 ら 
し さと は 対 に な る アン バラ ンス 感 を 狙っ て いま す 。 羊 も 実 
際 に 存在 する 羊 で は な く 、 ゲ ー ム に 登場 する モン スタ ー 風 
に し まし た 。 こ うし た エッ セン ス が 「 フ ァ ン タ ジ ー」 と な 
り ま す 。 
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画面 構成 の 基本 


ここ で は 、 風 景 イ ラス ト を 描く 際 に 、 画 面 を 構成 する に あたっ て の 距離 の 考え 方 を 解説 し て いき ます 。 画面 構成 に は 
さま ざま な 方 法 が あり ます が 、 こ こ で は 、 奥 行き を 「 近 景 」「 中 景 」「 遠 景 ] の 3 つの 距離 で 考え 、 画 面 を 構成 する 方 


法 を 解説 し ます 。 


( 奥行 き を 3 つの 距離 で 考え る 
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風景 イラ スト は 、 個 々 の モノ の 描き 込み より も 、 全 体 の 調和 が 重要 に な っ 
て きま す 。 そ の た め 、 い き な り 描き 始め る よう な こと は せ ず に 、 ま ず は 
きち ん と 画面 の 構成 を 計画 する 癖 を つけ て お きま し ょ う 。 

画面 構成 の や り 方 は 人 に よっ て さま ざま で す が 、 一 例 と し て 奥行 き を 「 近 
景 」「 中 景 」「 遠 景 ] の 3 つの 距離 に 分 け て 考え る 方 法 が あり ます 。 

下 の 風 景 イ ラス ト を 例 に 見 て いく と 、 赤 色 の 範囲 が 近 景 、 青 色 の 範囲 が 
中 景 、 緑 色 の 範囲 が 遠景 と な り ま す 。 

この よう に 分 ける こと で 、 ど の 部 分 に どう いっ た モノ を 配置 する の か 、 
どこ を より 描き 込む 必要 が ある の か 、 逆 に 描き 込ま な い の か を 全体 の バ 
ラン ス で 考え る こと が で きま す 。 そ の た め 、 特 定 部 分 だ け を 描き 込ん で 
し まっ た り 、 イ ラス ト 全 体 の バラ ンス を 崩す モノ を 配置 し て し まう と 
いっ た こと を 軽減 で きま す 。 


※ こ こ は 「 フ ァ ン タ ジ ー 風 景 の 描き 方 ] P28 ~ P29 を 引用 し 、 要 約 し た も の で す 。 


また 、 イ ラス ト と いう も の は 描き 進め て いく うち に 新しい アイ デア を 取 
り 入 れ て 少し ずつ 変わ っ て いく も の で す が 、 あ ら か じ め 全 体 の 計画 を 立 
て て お く こ と に よっ て 、 画 面 構成 が 大 きく ブレ る こと な く 描 き 切る こと 
が で きる よう に な り ま す 。 

全体 の バ パラ ンス を 考え て 描く こと は 、 初 めのう ち は 難 し いか も 知れ ませ 
ん が 、 少 し ずつ で も 構わ な い の で 意識 し て 実践 し て みて くだ さい 。 

な お 、 こ の 3 つの 距離 で 分 ける 際 に 、 空 気 遠 近 法 に よる モノ の 見 え 方 
が 重要 に な っ て きま す 。 空気 遠近 法 に つい て は 、P.67 を 参照 し て くだ 
さい 。 

それ で は 、 次 ペー ジ で それ ぞ れ の 距離 の 特徴 と ポイ ント を 見 て いき ま 
L&D. 


技法 4 画面 構成 の 基本 


0] 近景 02 中 景 
画面 の 手前 に あたる 距離 で す 。 画面 の 中 央 あたり に 位置 する 距離 で す 。 


最も 近い 部 分 に な る た め 、 建 物 の 装飾 や 壁 の 傷 、 岩 の 形 な どの 質感 や ディ 
テー ル ま で も が よく 見 えま す 。 そ の た め 、 細 部 まで 描き 込み ます 。 
また 、 空 気 遠近 法 を 意識 し て 、 中 景 、 遠 景 より も 濃い 色 を 使用 する と よ 


いで し よう 。 
色 幅 も 大 きく な り ま す 。 


03 遠景 
画面 の 奥 、 最 も 速く の 距離 で す 。 

ここ まで 遠く に な る と 細か い 部 分 は 人 間 の 目 で は 判別 で 
き な く な る の で 、 シ ル エ ッ ト だ け で 描い た り 、 大 ま か な 
明暗 だ け で 表現 し ます 。 山 や 大 き な 森 、 建 造物 閣 な ど 、 
モノ の 一 つ ひ と つ を 描く と いう より は 、 ひ と 塊 の 大 き な 
ブロ ッ ク で 捉え て 描き まし ょ う 。 

ここ で も 空気 遠近 法 を 意識 し て 、 中 景 よ り も 薄い 色 を 使 
用 し 、 大 気 に 溶 け 込ん だ よう に し ます 。 

また 、 近 景 に 比べ て 色 幅 が 狭く な り ま す 。 


ZDTES 台 、% ず し も 3 つの 距離 で ある 必要 は な い 


近 景 に は 大 きめ の 構造 物 (建物 や 巨木 な ど ) が 画面 に 入り 切ら な いた め 、 
全体 像 を 描き 入れ た い 場 合 は この 範囲 に 配置 する と よい で し よう 。 
ポイ ント と し て は 、 近 景 よ り も 遠く な る た め 細 か い 部 分 まで は 描き 込み 
ませ ん が 、 大 ま か な 質 感 、 固 有色 、 立 体感 な ど は きち ん と 表現 し て いき 
ます 。 

さら に 、 空 気 遠近 法 を 意識 し て 、 近 景 よ り も 薄い 色 を 使用 する こと で 遠 
近 感 が 出 ます 。 


この 「3 つの 距離 に 分 け て 考え る ]」 と いう 方 法 は 、 あ くま で て 基本 で 
あり 、 絶 対 の ルー ル で は あり ませ ん 。 た と えば 、 遠 景 の さら に 奥 に 
最速 景 を 用 意 し た り 、 遠 景 の 中 で さら に 距離 を 分 け て 考え た り と いっ 
た 応用 も 可能 で す 。 


最速 景 を 用 意 し た 例 遠景 を さら に 3 つ に 分 け て 考え た 例 


= 
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遠近 法 に は さま ざま な も の が あり ます が 、 こ こ で は と くに 利用 頻度 の 高い も の を 解説 し て いき ます 。 


※ こ こ は 「 フ ァ ン タ ジ ー 風 景 の 描き 方 」 P33 ~ P36 を 引用 し 、 要 約 し た も の で す 。 


( アイ レベ ル 
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アイ レベ ル と は 、 イ ラス ト を 見 る 人 の 「 目 線 の 高 さ ]」 の こと で す 。 

イラ スト は 、 見 る 人 が どう いっ た 位置 、 高 さか ら 見 て いる か を 想定 し て 描く こと で 説得 力 が 
増し ます 。 そ の た め 、 見 る 人 の 目線 の 高 さ を 水平 の ライ ン で 設定 し て お きま す 。 こ れ が 、 ア 
イレ ベル で す 。 

アイ レベ ル は 、 キ ャ ラ 単 体 の イラ スト で も も ちろ ん 大 切 で す が 、 風 景 イ ラス ト の 場合 、 こ 

を 設定 する の は 必須 事項 と な り ま す 。 


アイ レベ ル の 位置 に よっ て 、 モ ノ の 見 え 方 は ガラ リ と 変わ っ て きま す 。 

ここ で 例 と し て 掲載 し て いる 図 の 正方 形 は 、 前 面 の 位置 は 同じ で 、 ア イレ ベル だ け を 変え た 
も の に な り ま す 。 

アイ レベ ル よ り 上 に ある も の は 下 の 面 が よく 見 え 、 ア イレ ベル より 下 に ある も の は 上 の 面 が 
よく 見 えま す 。 そ の た め 、 ア イレ ベル を 高く 設定 する と フカ ン の 構図 に 、 低 く 設定 する と ア 
オリ の 構図 と し て 強調 され ます 。 

狙っ た 構図 に 合う よう な アイ レベ ル の 設定 を 心がけ まし よう 。 

な お 、 極 端 な 構図 を 避け る 場合 は 、 中 央 付近 に 設定 する の が 無難 で す 。 


ロア 


アイ レベ ル 中 央 


Ll 


= 


FT アイ レベ ル 高 め 


J 
a 


ロー 
= 


アイ レベ ル 低 め 
上 面 が よく 見 える フカ ン の 構図 に な る 下面 が よく 見 える アオ リ の 構図 に な る 


技法 5 遠近 法 


(透视 加 法 


透視 図法 と は 、「 目 に 映る 物 を 正確 に 描く た め の 技 法 」 で す 。 英語 で は 、「perspective (パー スペ クティ ブ )」 と も いい 、 パ ー ス と いう 言葉 で あれ ば 一 
度 は 聞い た こと が ある の で は な いで し ょ うか 。 パ ー ス は 遠近 法 全般 を 意味 する 言葉 で す が 、 こ と イラ スト の 世界 に お いて は 透視 図法 を 指す こと が 多い 
で す 。 


01 消失 点 


モノ は 近く の も の ほど 大 きく 見 え 、 遠く の も の ほど 小さ く 見 えま す 。 実際 は 
平行 線 に な っ て いる モノ も 、 奥 行き を 考え た 場合 、 平 行 で は な い 線 で 描く 必 消失 点 
要 が あり ます 。 

イラ スト の 手前 か ら 奥 に 向かっ て いく 線 は 最終 的 に 収束 し て 交わ る こと に な 
り ま す が 、 こ の 線 が 交わ る 最終 地点 と し て 設定 する の が 、「 消 失点 」 で す 。 
透視 図法 を 使用 し て 正確 な 奥行 き を 表現 し よう と 思っ た と き 、 ま ず は IVT 
レベ ル 」、 そ し て この 「 消 失点 」 を 設定 し 、 そ こ に 向かっ て 収束 する よう な 
線 を 引く こと で 違和感 の な い 奥行 き を 表現 し て いき ます 。 


02 1 点 透 視 図法 


よく 使用 する 透視 図法 に は 「1 点 透 視 図法 」「2 点 透视 加 法 」「 3 点 透視 図法 」 
が あり 、 こ の 順番 で 難し く な っ て いき ます 。 

まず 、1 点 透 視 図法 で す が 、 モ ノ を 正面 か ら 見 た 際 に 使用 し ます 。 アイ レベ 
ル 上 に 消失 点 を 1 つ 設定 し 、 そ こ に 向かっ て 奥行 き の 線 が 収束 し て いく よ 
うな パー ス で す 。 


消失 点 


03 2 点 透视 加 法 


2 点 透視 図法 は 、1 点 透視 図法 か ら 視点 を 左右 
に 少し ずら し 、 斜 めか ら 見 た モノ を 描く 際 に 使 
用 し ます 。 風景 イラ スト に お いて も 利用 場面 の 
多い 透視 図法 で す 。 

名 前 の と お り 、 消 失点 が 2 つ に 増え ます 。 そ 
の どちら も が 同じ アイ レベ ル 上 に 設定 され ま 
す 。 

な お 、 設 定 する 2 点 を 普段 描く よう な サイ ズ 
の キャ ン バ ス 内 に 収め て し まう と 、 か な り 極 端 
な パー ス に な っ て し まい ます 。 そ の た め 、 消 失 
点 は で きる 限り 画面 外 に 設定 する と よい で し ょ 
Do 


キャ ン バ ス 外 
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04 3 点 透视 加 法 


3 点 透視 図法 は 、2 点 透 視 図法 の 視点 か ら 上 下 に ずら し 、 ア オリ や フカ ン で 見 た モ 
ノ を 描く 際 に 使用 し ます 。 1 点 透 視 図法 や 2 点 透 視 図法 より も 複雑 に な る た め 少 々 
難し いか も し れ ま せん が 、 使 いこ な せ ば ダイ ナミ ッ ク な 構図 を 描く こと が で きま す 。 
2 点 透 視 図法 の 左右 の 消失 点 2 点 に 加え て 、 上 下 ど ちら か の 消失 点 1 点 を 加え た 
計 3 点 の 消失 点 で 考え て いき ます 。 上 下 の ど ちら か に 設定 し た 消失 点 の 位置 に よっ 
て 、 ど の 程度 の アオ リ 、 も し く は フカ ン の 構図 に な る か が 決ま っ て きま す 。 

な お 、 上 下 の 消 失点 は アイ レベ ル 上 に は 設定 で きま せん 。 ま た 、 ア イレ ベル に 近い 
ほど 極端 な 形 に な つっ て し まう た め 、 で きる 限り 画面 外 の 遠く に 設定 し ます 。 
ここ で は 例 と し て フカ ン の 構図 と な つっ てい ます が 、 形 が 極端 に な ら な いよ うに か な 
り 下 の ほう に 消失 点 を 設定 し まし た 。 ア オリ の 構図 の 場合 、 消 失点 を 上 の ほう に 設 
定 し ます 。 


ML 條 の 計 パー ス を 意識 し すぎ な い 


風景 イラ スト と 聞い て 、 多 く の 人 が まず 初め に 思い 浮か べ 、 な ん と な く 難 し いと いう 印象 
を 持っ て いる の が パー ス で す 。 確 か に 、 パ ー ス を 突き 詰め て いく と と て も 複雑 な も の に な 
り ま す 。 し か し 、 イ ラス ト を 描く 際 は そこ まで 厳密 に 意識 し すぎ る 必要 が な いと いう こと 
も 覚え て お きま し よう 。 


© POINT© Wisi Tiere: 


CLIP STUDIO PAINT に は 、「 パ ー ス 定規 」 と いう 透視 図法 を 使用 する 際 に 便利 な 機能 が 搭 
載 さ れ て いま す 。 詳し く は 、P.89 を 参照 くだ さい 。 


パー フス 定規 を 使え ば 、 パ ー ス に 沿っ た 線 を 簡単 に 引け る 


技法 5 遠近 法 


( その 他 の 遠近 法 


01 空気 遠近 法 

遠く に いく ほど 大 気 (空気 ) の 影響 に より 、 色 が 薄く 、 か すん で いく こと を 利用 し た 遠近 法 で す 。 
イラ スト で 表現 する 場合 は 、 画 面 の 奥 に いく ほど 色 を 薄く 、 空 や 周り の 色 に 溶け 込ま せる よう に 
し て いき ます 。 

また 、 近 くに ある モノ ほど 輪郭 や 細部 が は っ きり と 見 え 、 奥 に ある モノ ほど ぼん や り と 見 える た 
め 、 距 離 に よっ て 描き 込み の 度合 い を 変え る こと で も 遠近 感 を 表現 で きま す 。 


回 は 実際 の 写真 、 回 は 空気 遠近 
法 に よっ て 遠近 感 を 表現 し た も の 
に な り ま す 。 実際 、 地 続き の 部 分 
は も っ と グラ デー ショ ン を か けた 
よう に 自然 に 変化 し て いき ます 
が 、 回 は わか りや すさ の た め に 
簡略 化し て いま す 。 


(2 色彩 遠近 法 

色 が 人 に 与え る 心理 的 、 視 覚 的 な 特性 を 利用 し た 遠近 法 
で す 。 

赤色 や オレ ンジ 色 な どの 暖色 は 手前 に ある よう に 見 え 、 
青色 や 青 緑色 な どの 寒色 は 奥 に ある よう に 見 えま す 。 
また 、 彩 度 の 高低 で も 見 え 方 が 変わ っ つて きま す 。 BED 
高い 色 は 手前 に ある よう に 見 え 、 逆 に 彩 度 の 低い 色 は 、 
奥 に ある よう に 見 えま す 。 
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スケ ー ル 感 


イラ スト に お ける モノ の サイ ズ や 距離 と いっ た スケ ー ル 感 
に 必要 な も の は 、「 実 感 で きる サイ ズ 」 と の 比較 で す 。 フ ァ 
ンタ ジー 風景 な ど で は と くに で す が 、 人 は 身近 に な い モ ノ 
に 対し て は 、 ど ん な に リア ル に 描か れ て いて も 「 実 感 」 を 
感じ て くれ ませ ん 。 そ こ で 、 身 近 に な い モ ノ を 描く 場合 、 
あえ て 身近 に ある モノ も 描き 、 そ れ と の 比較 に よっ て 画面 
内 の スケ ー ル を 説明 し て あげ る 必要 が あり ます 。 


( 人 間 と の 比較 © POINT © RS 


< も し 風景 の み で キャ ラ を 入れ る こと が 

で き な い 場合 は 、 代 わり に 「 人 間 が 作 

一 番 わ か りや すい の が 「 人 間 」 と の 比較 り 、 人 間 が 利用 し て いた モノ 」 を 描き 
で す 。 画面 内 に 人 間 を 描き 入れ れ ば 、 そ 入れ る と いう 方 法 も あり ます 。 

れ が 「 等 身 大 」 の サイ ズ の 指標 と な り 、 ソー ドジ 

= す 。 建築 物 の 場合 は 、 窓 の 大 き さ な ど 

それ を 元 に 画面 内 の いろ いろ な モノ の サ が スケ ー ル 感 の 指標 こ - な る こと が 多い 


イズ や 距離 感 を 測る こと が で きま す 。 の で 、 そ の サイ ズ に は 注意 し まし ょ よう 。 


技法 6 スケ ー ル 感 


( 同じ モノ の 大 小 に よる 比較 


音 距 離 に 同じ モノ の 大 小 を 変え て 配置 する こと で 、 距離 感 の 比較 が 
で きま す 。 

た と えば 、 右 の よう な 林 の シル エッ ト が あっ た 場合 、 大 きい シル エッ 
ト は 手前 、 小 さい シル エッ ト は 奥 に 配置 され て いる よう に 見 えま す 。 


この 章 の イラ スト 「 羊 追い し balloon 
空 (P.42)」 で は 、 同じ 建築 物 (ゲル ) 
を 3 段階 の 距離 に 分 け て 配置 する こ 
と で 、 サ イズ の 対比 に よる 距離 感 を 出 
し て いま す 。 

また 、 手 前 の キャ ラ (人 間 ) と の 対比 
も 相まって 、 画 面 内 の 「 実 感 で きる サ 
イズ 」 の 指標 こも な っ て いま す 。 


(書画 的 な 配置 で の 比較 


スケ ー ル 感 の 出し 方 に は 、 ほ か に も 方 法 が あり ます 。 そ れ は 、 モ ノ 
を 書 割 的 な 配置 に する こと で す 。 

た と えば 、 回 の よう に 、 岩 、 林 、 茂 み 、 と いう 3 つの シル エッ ト 
が あっ た と し ます 。 単に 並べ た だ け で は 、 そ れ ぞ れ の サイ ズ や 距離 
感 の 違い は わか ら ず 、 横 並び に 配置 され て いる だ け に 見 えま す 。 


それ を 、 回 や 回 の よう に シル エッ ト 同 士 の と こ 

ろ ど ころ を 重ね 、 そ れ ぞ れ の 境界 が わか る よう に 日 | 
する だ け で 、 和 距離 感 が 生ま れ ま す 。 空気 遠近 法 
(P.67) を 意識 し て 、 奥 の モノ ほど 薄く する の も 
効果 的 で す 。 
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色 の 選び 方 


色 の 選び 方 に 明確 な 決ま り は な く 、 イ ラス ト を 描く 人 の 数 だ け 方 法 が あり ます 。 し か し 、 慣 れ な いう ち は ど こ か ら 手 
を つけ て いい の か わか ら ず 、 迷っ て し まう こと で し ょ う 。 こ こ で は 一 例 と し て 、 鞭 者 で ある ゾウ ノ セ と 藤 ち ょ こ が 普 
段 実践 し て いる 方 法 を 紹介 し ます 。 参 考 に し て みて くだ さい 。 


Cer: 


私 の 場合 、 初 め に メイ ン と な る 2 色 を 決め ます 。 そ し て 、 そ れ を ベー ス に 細か く 差 
し 色 (P.53) を 入れ て いき ます 。 

た と えば 、4 章 の イラ スト (P.86) の 場合 は 、「 赤 」 と 「 く すん だ 緑 」、6 章 の イラ ス 
ト (P.122) の 場合 は 、「 青 ] と 「 ビ ンク 」 が メイ ン と な る 2 色 で す 。 


of 


上 圭一 一- 
[東洋 らし さ の コッ | 


[五 色 ( 紫 ・ 白 ・ 赤 ・ 黄 ・ 緑 )) を ベース に し た 配色 に する と 、 
東洋 らし さ が 出 ます 。 こ れ ら は 、 仏 旗 や 神道 に お ける 五色 旗 
な ど に 使わ れ て いる カラ ー リ ング で す 。 神社 な ど で 見 た こと 
が ある 人 も 多い か も し れ ま せん ね 。 

私 は 、 こ の 五色 を ベー ス と し た 配色 を 、 細 か い 装 飾 や 差し 色 
に 使う こと が 多い で す 。 五色 を 少し アレ ンジ し て 、 赤 の 代わ 
り に ピン ク を 使っ た りす る こと も あり ます 。 


五色 
*x* A 赤 黄 R 


ee 


ここ か ら は 主観 的 な 話 に な り ま す が 、 東 洋 ら し い カ ラー リン 
グ と し て 、 と くに 外せ な い の は 「 赤 色 (朱色 )」 だ と 思い ます 。 
祭事 の 飾り の 色 、 提 灯 の 色 、 建 築 物 の 壁 の 色 な ど 、 東 洋 と 聞 
いて 真っ 先 に イメ ー ジ する の が 赤色 で す 。 私 も 、 東 洋風 の イ 
ラス ト を 描く と き は 、 キ ャ ラ の 着物 や 建築 物 な ど に 、 赤 色 を 
多用 し て いま す 。 

また 、「 く すん だ 紺色 」 も 、 東洋 を 連想 させ る 色 だ と 思い ます 。 
瓦 屋根 の 色 味 だ か ら か も し れ ま せん 。 


技法 7 色 の 選び 方 


赤 系 色 メ 青 系 色 と い う 組 み 合わ せ は 、 私 が と 
くに 多用 する カラ ー パ ター ン で す 。 赤 系 色 X 
青 系 色 は 、 つ まり 暖色 X 寒 色 の 組み 合わ せ と 
な る た め 、 色 彩 遠 近 法 (P.67) を 活か し や 
すい か ら で す 。 

た と えば 、 回 の よう に 近 景 全体 を 赤 っ ぽい 
色 に し 、 遠 景 全 体 を 青 つ ぽい 色 に する こと で 、 
より 遠近 感 を 強め る こと が で きま す 。 


また 、 回 の よう に 全体 を 青み が か っ た 画面 
に し 、 キ ャ ラ な どの と くに 見 せ た い 部 分 に ピ 
ンク 系 の 色 味 を 乗せ は ます 。 す る と 、 そ の 部 分 
が 目立ち ます 。 


暖色 Xx 寒色 の 組み 合わ せ は 、 色 味 の 違 い が 大 
きい こと か ら 、 小 さい サム ネイ ル 状 態 で 見 た 
と きも イン パク ト の ある イラ スト に な り ま す 。 
た だ し 、 補 色 同 士 を メイ ンカ ラー と し て 組み 
合わ せる 場合 は 、 ど ちら か 、 も し く は 両方 の 
彩 度 を 下げ な いと 、 画 面 が チカ チカ し て 見 づ 
らく な っ て し まう の で 気 を つけ まし ょ う 。 

4 章 の イラ スト の メイ ンカ ラー で ある 「 赤 メ ※ 
緑 」 は 補色 同士 で は あり ます が 、 緑色 の 彩 度 
を 大 きく 下げ る こと で 、 バ ラン ス を 取っ て い 
ます 。 


IN の 色 分 布 


@ POINT GO 2 グッ ルル 


あえ て ここ で 取り 上 げた よう な 配色 パタ ー 
ン か ら 外 し て 東洋 風 の イ ラス ト を 描く の も 、 
ファ ンタ ジー らし い 不 思 議 な 雰囲気 が 増し 
て 面白 いと 思い ます 。 


Z1 


(Jor tit 


モチ ー フ の 「 固 有色 (P.38)」 は 、 イ ラス ト 全 体 の バー ス と も な る 
重要 な 色 で す 。 こ こ で は 、5 章 の イラ スト (P.106) を 例 に 、 各 部 
の 「 固 有色 ]」 の 考え 方 を 紹介 し ます 。 

まず 、 岩 だ っ た ら 岩 っ ぽい 茶色 、 植 物 な ら 植物 っ ぽい 緑色 、 と いっ 
た よう に 、 画 面 の 調和 な ど を 考え ず に 色 を 配置 し て み ま す 。 する と 
回 の よう に な り ま す 。 

そし て 、 こ の イラ スト の メイ ン と な る 部 分 の 色 に 合わ せ 、 全 体 の 色 
味 を 調整 を し て いき ます 。 こ の イラ スト の 場合 は 、 建 物 の 青 味 が 重 
要 と な る の で 、 そ れ に 合わ せ 、 罰 の よう に 全体 的 に 青 系 に 傾く よ 
うに 調整 し ます 。 

この よう に 、 固 有色 を 決め る 一 全体 の テー マ に 合わ せ た 色 に 調整 と 
いう 手順 を 踏む お こと で 、 そ れ ぞ れ の 固有 色 を 維持 し つつ 、 画 面 全体 
の 調和 や 統一 感 が 出 ます 。 


回 と 回 の 各部 の 色 を 抜き 出し て 比較 する と 、 固 の よう に な り ま 
す 。 全 体 を 濃い 青色 に 寄せ た た め 、 暗 く な っ て いる だ け に 見 える か 
も し れ ま せん が 、 実際 は 色相 も 青 系 に 寄っ て いま す 。 

た と えば 、 森 の 緑色 は 、 オ リー ブ 系 の 緑 か ら エ メラ ルド 系 の 緑 に な っ 
て いま すし 、 建 築 物 の 茶色 の 部 分 は 、 赤 み の 強 い 茶 か ら 紫 み の 強い 
茶 へ と 変わ っ て いま す 。 


ここ まで が 「 固 有色 」 の 決め 方 で す 。 こ の 後に 、 イ ラス ト 全 体 の テー 
マカ ラー や 距離 感 に よる 色 の 推移 な ど を 盛り 込み 、 濃 淡 や 質感 な ど 
を 描き 込ん で いき ます 。 詳し く は 、 実際 の メイ キン グ を 参照 し て く 


だ さい 。 
固有 色 の 色 の 調整 は 、「 カ ラー サー ク | 
ル パ レ ッ ト (P14)」 を 使う と わか りや 補色 
すい で す 。 


まず は 寄せ た い 色 を 決め (今回 で あれ 
ば 下 の ほう の 青色 )、 そ れ の 対角線 上 
に ある 補色 を 確認 し ます 。 

そこ か ら 青 い 矢 印 の よう な 動 線 を 意識 
し 、 各 部 の 固有 色 を 矢印 の 方 向 へ と 推 
移さ せま す ( 赤 な ら 紫 一 青 へ 、 緑 な ら 
水色 一 青 へ と 推移 し て 色 を 決め ます )。 
補色 付近 (ここ の 場合 は 黄色 系 ) は 、 
どう 動い て も 良い の で 迷う か も し れ ま 
せん 。 そ の 場合 は 、 画 面 の ほか の 色 を 意識 し て 決め る と 良い で し ょ う 。 こ こ で は 黄 
色 系 が 配置 され て いる 部 分 が 、 お も に 中 央 の 門 付 近 だ っ た の で す が 、 そ こ に は 黄 ~ 
青 へ 推移 する 過程 に ある 水色 も 多く 含ま れ て いま し た 。 そ こ で 対比 を 出す た め に 
逆 方 向 の 赤色 系 の 方 向 へ と 推移 させ て 、 色 を 決め て いま す 。 


ーーー 
一 
| * | 


石像 手前 く 木 の 幹 


遺跡 


寄せ た い 色 
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東洋 + ファ ンタ ジー と は 


I 東洋 文化 を テー マ に し た ファ ンタ ジー 表現 


ここ で は 、 本 書 で 扱う 「 東 洋 」 と 「 フ ァ ン タ ジ ー」 に つい て 触れ て いこ うと 思い ます 。 


東洋 と は どの あたり を 指す の か ? 
そもそも 東洋 ファ ンタ ジー と は 何 な の か ? 
と いっ た こと を 簡単 に 解説 し て いき ます 。 


本 書 で 扱う 「 東 洋 ] に つい て 


「 東 洋 」 と 呼ば れる 地域 は 、 こ の 言葉 が 使わ れる 国 に よっ て 定義 が 大 きく 
変わ っ て きま す 。 ア ジア 全域 を 指す こと も あれ ば 、 中 東 を 含ま な いり 場合 も 
あり ます 。 ど こ か ら ど こま で を 指す 明確 な 基準 は あり ませ ん が 、 な ん と な 
く 、 東 洋 = ニ アジ ア と いう イメ ー ジ が 強い か も し れ ま せん 。 本書 で は 、 ト ル 
コ か ら 東 、 日 本 まで の アジ ア 全 域 を 「 東 洋 」 と し て 扱 つ てい ます 。 


東洋 ファ ンタ ジー と は 
そもそも ファ ンタ ジー と は 、「 空 想 ] 「 幻 想 ] と いっ た 意味 を 持つ 欧米 由来 
の 言葉 で 、 現 実 で は 見 る こと も 体験 する こと も で き な い 幻想 的 な イラ スト 
や 物語 な どの 創作 物 を 指し ます 。 

ピッ ク フ ァ ンタ ジー」 や 「 ダ ー ク ファ ンタ ジー」、 ファ ンタ ジー と いっ 
て も さま ざま な 分 類 が あり ます が 、「 東 洋 フ ァ ン タ ジ ー」 と は 、 そ の 名 の 
と お り 「 東 洋 ら し い 題 材 を 扱っ た ファ ンタ ジー 作品 ]」 の こと で す 。 

た と えば 、 日 本 で あれ ば 「 桜 」、 イ ンド で あれ ば 「 仏 像 」、 モ ン ゴ ル で あれ 
ば 「 草 原 ]」 と いっ た よう に 、 そ の 国 を 連想 させ る モチ ー フ が あり ます 。 山 
と いう モチ ー フ ひと つ 取 っ て も 、 日 本 の 山 は 富士 山 の よ うな な だ か ら な 傾 


異な る 文化 を 組み 合わ せ た 例 
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斜 で す が 、 中 国 の 山 は 切り 立っ た 鋭い 山 の イ メー ジ が ある と 思い ます 。 こ 
うい っ た モチ ー フ を 描く こと で 、 見 る 側 に その 国 を 連想 させ ます 。 

し か し 、 こ れ ら モチ ー フ を 単に 描く だ け で は 、 た だ の 風景 画 に な つて し ま 
い 、 東 洋 フ ァ ン タ ジ ー に は な り ま せん 。 

そこ で 、 モ チー フ を 現実 に は あり 得 な いく らい 過剰 に 表現 し た り 、 異 な る 
国 の モチ ー フ 同士 を 組み 合わ せ た り 、 形 状 を 変化 させ る こと で 、 フ ァ ン タ 
ジー 世界 を 創造 し て いく の で す 。 

作り 手 の 想像 力 次 第 で 無限 の 広がり を 見 せ て いく の が 、 フ ァ ン タ ジ ー の 本 
醐 味 と いえ る で し よう 。 


PN) 東洋 らし い モ チー フ 


ー ロ に 東洋 と いっ て も 、 地 域 ご と に さま ざま モチ ー フ が あり ます 。 
ここ で は 、 各 地域 の 木 や 山 な どの 自然 物 、 家 や 城 な どの 建築 物 の 特徴 や 違い を 解説 し て いき ます 。 


さら に 、「2-3」 で は 伝統 的 な 模様 を 紹介 し ます 。 


模様 を 知り 、 イ ラス ト に うま く 取 り 入 れる こと で 、 東 洋 ら し さ を グ ッ と 強め る こと が で きま す 。 


自然 物 


松 (日 本 ) 

和 (日 本 の モチ ー フ と し て 好ま れる 木 で す 。 実際 の 松 よ り も 、 盆 栽 や 大 
和 絵 (明治 より も 前 の 日 本 の 絵 ) に イメ ー ジ を 寄せ た ほう が 東洋 らし さ 出 
ます 。 葉 の 元 の 色 ( 光 の 当たっ てい ない 部 分 ) を 緑 や 青色 系 に し た ほう が 、 
和 の 印象 が 強く な り ま す 。 幹 の うねり や 質感 (て ところ どこ ろ の 節 ) THO 
特徴 を 出せ ます 。 


に ゅ うこ うじ ゅ 


Bil (中 東 ) 
中 東 付近 の イメ ー ジ に 適し た 樹木 で す 。 上 の 葉 が まる で テー ブル の よう に 、 
幹 が それ を 支え る 足 の よう に する と 、 特 徴 が 出 ます 。 葉 の 光 の 当たり 方 を 
上 に 寄せ 、 当 た っ て いな い 部 分 と の 明暗 の コン トラ スト を 強め に する と 、 
中 東 の 湯 い た 強い 日 差し を 表現 する こと も で きま す 。 


SR (東南 アジ ア ) 

仏教 に お ける 象徴 的 な 樹木 が イン ド ボ ダ イジ ュ で す 。 細い 幹 が 伺 の よう に 
絡ま っ て 太い 幹 に な っ て いる よう に 意識 し て 描き 、 そ の まま 根っこ に 続く 
ライ ン や 幹 、 葉 共に 横 に ボリ ュー ム の ある シル エッ ト に する と 、 東 洋 ら し 
さ が 出 ます 。 幹 を 途中 か ら 2 つ に 分 ける の も 効果 的 で す 。 


@POINTO Wetec 


東洋 らし さ の 出る 花 と い えば 、 桜 、 牡丹 、 菊 、 椿 あたり が 代表 的 で す 。 と くに 、「 桜 」 
「 菊 」 は 日 本 の 国 花 ( 非 公式 ) と され て いる 、 一 般 的 に な じみ 深い 植物 で す 。 着 物 
の 柄 や 背景 の 装飾 な ど 、 利 用 場面 の 多い モチ ー フ で す 。 


初出 明治 座 「SAKURA-JAPAN IN 
THE BOX-」 キ ー ビ ジ ュ ア ル ( 一 部 抜 
粋 ) ⑥2016 藤 ち ょ こ / 明 治 座 


ZS 


地形 


山 (日 本 風 ) 
木 や 植物 に 覆 わ れ た 緑 の 山 が 日 本 らし さ を 感じ させ ます 。 シ ル エ ッ ト も な だ ら か な 感じ の ほ 
う が 良 いで し ょ う 。 と ころ どこ ろ を 雲 や 邑 に よっ て 、 か すま せる の も 雰囲気 を 出す コツ で す 。 


鯉 や 金魚 と いっ た 魚 は 、 い る だ け で 東洋 らし さ が 増 し ます 。 

と くに 継 鯉 や 金魚 は 、 東 洋 ら し さ で ある 「 朱 」 (P.70) を 存 分 に 使え る こと か ら 、 利 用 場面 
の 多い モチ ー フ で す 。 思 い が け な いと ころ を 泳い で いた り 、 空 中 を 泳い で いる と 、 フ ァ ン タ 
ジー 感 が グッ と 出 て 面白 いと 思い ます 。 


4 の の 
初出 : picorre Live! (https://www.twitch.tv/picorrelive) 」 ライ ブ パ イン トイ ラス ト 
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山 (中 国 風 ) 

日 本 の 山々 は 、 富 士 山 の よう な な だ ら か な 三角 形 の 山 が 、 
ゆる や か に 連なっ て いる イメ ー ジ で す が 、 中 国 の 山々 は 
「 天 子 山 自然 保護 区 」 の よう な 、 切 り 立っ た 鋭い 岩山 が 
連なっ て いる イメ ー ジ を 持つ て いま す 。 


局 

鳥 も 東洋 らし さ を 表 現す る 上 で 欠か せな い 動物 で す 。 日 本 
で は 、 花 と 並ん で 芸術 作品 の 題材 に な る こと の 多い モチ ー 
フ で す 。 

東洋 ファ ンタ ジー と いえ ば 、 や は り 「 鳳 風 」 で す 。 カラ フ 
ル な 色合い で 画面 を 華やか に で きま すし 、 長 い 尾 で 画面 に 
流れ を 作る の も 良い で し よう 。 空 想 上 の 鳥 な の で 、 自 分 の 
好き な 配色 や 形状 に アレ ンジ し や すい の も 魅力 で す 。 


人 工 物 


ゲル (モン ゴル ) 宮殿 (中 東 ) 

モン ゴル の 遊牧 民 が 使用 する 移動 式 住居 で す 。 外 壁 が 布 で で きき て いる 中 に 、 トル コ や ペル シャ 風 の 宮 典 で す 。 

木製 の か っ ちり し た ドア が は め 込 まれ て いる 構造 が 特徴 で す 。 布 と 木造 部 屋根 は 、 玉 ね ぎ 型 の シル エッ ト を 盛り 込む と 一 気 に 中 東 ら し く な り ま す 。 
分 の 質感 の 違い に 注意 し て 描き 分 け ま し よう 。 突っ た 卵 型 も 良い か も し れ ま せん 。 タ イル や 金属 板 が 重なっ て いる こと が 


多い の で 、 そ れ を 意識 し た 光沢 を 入れ る と 雰囲気 が 出 ます 。 
窓 は 、 ア ー チ 状 の 構造 の 中 に は め 込 まれ て いる こと が 多い で す が 、 格 子 自 
体 は 四角 い ス タン ダー ド な モノ が 多い で す 。 


城 (日 本 ) 

日 本 の 城 は 、 基 本 的 に 図 の よう な 構造 が どん どん 積み 重なっ た り 横 に つ な © POINT© Wey) 

が っ て 拡張 され て いく 感じ で す 。 中 国 の 建物 は 、 日 本 と 比べ て 、 屋 根 の フチ が 上 へ 大 きく 
oNT ACRES _ wwe 反り 上 が っ て いる の が 特徴 で す 。 

RD 端 を 少し だ け 反 ら せ る 感じ で す 。 色 味 も 基本 的 に 抑え め に また 、 軒 下 や 屋根 の 側面 な ど に 、 こ れ で も か と いう ほど 

し た ほう が 和風 に な り ます 。 装飾 が 盛 られ て いた り 、 屋 根 の 側面 に 絵 が 描い て あっ た 

石垣 も さま ざま な 様式 が ある の 


GAN り と 、 カ ラフ ル な 印象 で す 。 
で 一 概 に は 言え ませ ん が 、 曲 線 = 
的 な ライ ン の 積み 上 が り に する 


と 、 日 本 らし さ が 出 ます 。 
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日 本 家屋 

日 本 は 、 靴 を 脱ぐ 文化 と いう こと も あり 、 玄 関 の 縁石 や 縁側 な ど 、 土 (地 
面 ) か ら の 距離 を 意識 し た 構造 に な つて いま す 。 屋 根 は その 傾斜 に よっ 
て 気候 の 違い (雪国 か どう か ) を 表す こと も で きま す 。 


鳥居 (日 本 ) 

鳥居 と は 神域 へ の 入口 を 示す も の で 、 描 く と 神秘 的 な 雰囲気 を 加 
える こと が で きま す 。 

現実 で は あり 得 な い ほ ど 巨 大 な サイ ズ に し た り 、 装 飾 を 加え て 形 
状 を アレ ンジ する と 、 フ ァ ン タ ジ ー 感 が 出 ます 。 

下 の 作 例 の よう に 、 鳥 居 を 門 と し て と ら え 、 そ の 内 と 外 と を うま 
く 使っ て 世界 観 を 作り 込ん で いく こと も で きる と 思い ます 。 


5 の 


oP 


初出 :web 掲 載 
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石造 り の 建物 (東南 アジ ア ) 

アン コー ル ワ ッ ト の よう な 石造 り の 建物 は 、 レ ン ガ な どの 
ブロ ッ ク 系 の 建築 まり も ゴツ ゴツ ザラ ザラ させ て 表 
現し ます 。 と ころ どこ ろ 崩 れ さ せ て も 雰囲気 
が 出 ます 。 色 彩 的 に は 乏しい 分 、 周 刻 で 
情報 量 を 出し て いく の が ポイ ント 
で す 。 


仏像 の 顔 (東南 アジ ア ) 

仏教 園 に 上 見 られ る 仏像 の 顔 は 、 い わ ゆ る 西洋 
的 な 石窟 像 な ど と 比べ 、 造 形 的 に シン プル な 
感じ を 意識 する と それ らし く な り ま す 。 FE 
積み 上 げ 塊 に し 、 そ こ か ら 掘 り 出し た こと を 
表す よう な 継ぎ 目 も 入れ る と 効果 的 で す 。 ま 
た 、 石 造り の 建物 に も 言え る こと で す が 、 植 
物 の 侵食 や 水垢 を 加え る こと で 、 多 湿 な 気候 
を 表現 で きま す 。 


橋 (日 本 ) 

半 円 形状 に 湾曲 し た 、 い わ ゆる [ARE] と 呼ば れる 橋 で す 。 空 間 と 空間 を つ な 
げ る 役割 を 持つ の で 、 フ ァ ン タ ジ ッ ク な 高層 和風 建築 に は 欠か せな い モ チー フ と 
な り ま す 。 


ws 


m \ ーー 
初出 : web 掲載 (一 部 抜粋 ) 


ご こう て ん じょう 


格天井 (日 本 ) 
天井 を 正方 形 に 格 緑 で 区 切っ て 表現 し ます 。 区 切ら れ た 区 画 の 中 に は 、 


補 (日 本 ) 

こち ら も 日 本 を 代表 する モチ ー フ で す 。 宰 の よう な 平面 
で 区 切ら れ た 箇所 に は 、 そ の イラ スト の 世界 観 を 広げ る 
よう な モチ ー フ を 描き 入れ る と 深み が 出 ま す 。 

右 の 作例 は 、 妖 怪 退 治 を 生業 と する 少女 の イラ スト な の 
で 、 袖 に は 昔 の 妖怪 画 を オマ ー ジ ュ し た 図柄 が 描か れ て 


いま す 。 豪 華 さ を 出す た め に 金 知 を 貼っ た 「 人 金 視 」 に し 


て いる の も ポイ ント で す 。 


畳 (日 本 ) 

日 本 人 に と っ て は な じみ 深い モチ ー フ で す 。 畳 は 大 き さ が だ いた い 
決ま っ て いる の で 、 畳 を 基点 に 、 空 間 の 大 き さ や 隣接 する モチ ー フ 
の 大 き さ を 表現 する こと も で きま す 。 


AX2 


初出 : 日 本 マン ガ 芸 術 学院 広告 用 イラ スト 
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伝統 的 な 模様 


和 柄 


日 本 の 伝統 的 な 模様 で す 。「 和 柄 ]」 と 一 口 に 言っ て も 、 紹 介し きれ な い ほ ど 多 種 多 様 な も の が 存在 する の で 、 


ここ で は 、 著 者 ( 藤 ち ょ こ ) の よく 使う 和 柄 を いく つか 紹介 し ます 。 


EY 唱 甲 文 \ は その 名 の と お り 重 の 甲羅 を イメ ー ジ し た 六角 形 が 連なっ た よう な 柄 。 六 角形 の 内 部 に モチ ー フ 


を 入れ た り 、 六 角形 の 内 部 を カラ フル に し た り と 、 応 用 が 利く 。 


波 文 \ は 波 の ブロ ッ ク ご と に 塗り 分 け て カラ フル な 印象 に し た り 、 着物 の 柄 全体 に 流れ を 作っ た り で きる 。 
日 


转 HAS". 牡丹 は 「 花 の 王 」 と も 呼ば れる 、 と て も 華やか な 花 な の で 、 着 物 の 柄 を 描く 際 の メイ ン に 据え 


る こと が 多い 。 


太極 図 (中 国 ) 

中 国文 化 、 と くに 道教 系 の モチ ー フ に よく 使わ れる 模様 で す 。 中 国 だ け で 
は な く 、 そ の 影響 下 に あっ た 周辺 文化 で も 多く 見 られ る た め 、 東 洋 の 、 と 
くに 大 陸 系 の 意匠 全般 と 相性 が 良い で す 。 起源 と し て は 、 左 が 白 、 右 が 黒 
が 正しい の で す が 、 そ れ 以 外 の パタ ー ン も 見 か け ま すし 、 フ ァ ン タ ジ ー の 
素材 と し て 使う な ら ア レン ジ も 自由 で す 。 
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※「 和 風 伝統 紋様 素材 集 ・ 雅 」 (kd factory 著 SB クリ エイ ティ ブ 刊 ) より 


雷 文 (中 国 ) 

ラー メン の ドン ブリ で お な じみ の 模様 で す 、 食 器 系 を 始め 、 工 芸 系 や 建築 
物 で も よく 見 られ ます 。 ラーメン の イメ ー ジ が 強 す ぎる た め 、 イ ラス ト の 
メイ ン と し て 使う と 可笑し さ が 勝 つて し まう か も し れ ま せん が 、 目 立た な 
い 部 分 の 情報 量 の 水増し に は 効果 的 で す 。 


回回 | 回回 


ウル ジー ヘー (モン ゴル ) 

モン ゴル を 代表 する 模様 で す が 、 起 源 は 
チベット 仏教 に ある と 言わ れ て いま す 。 
一 筆 書 き で 構成 され 、 多 彩 な 変形 種 が あ 
る こと か ら 、 独 自 の アレ ンジ が し や すい 
模様 で す 。 建 築 物 や 小物 な ど 、 幅 広い 部 
分 に 活用 で きま す 。 


ハー ン ボ ゴイ ブチ (モン ゴル ) 
男性 の 象徴 で あり 、「 王 の 腕輪 」 と も 呼ば れ ま す 。 結婚 指輪 な ど に 使わ れ 
る 象徴 的 な 面 も あり ます が 、 そ れ 以 外 で も 使う 場面 の 多い 模様 で す 。 


デズ ヒッ プ (トル コ ) 

チュ ー リ ッ プ を モチ ー フ に し た トル コ 系 の 文様 で す 。 元 は コー ラン な どの 
写本 の 装丁 に 使わ れ て いた 模様 で す が 、 現 在 は タイ ル 、 繊 秋 、 雑 貨 な ど 、 
幅広 い 用 途 で 使わ れ て いま す 。 か な り ア レン ジ の 幅 が 広い (と いう より 定 
型 が な い ) 模様 な の で 、 独 自 の アレ ンジ を 効か せる こと が で きま す 。 


アル ハン ヘー (モン ゴル ) 

か な づち 模様 と も 呼ば れ ま す 。 こ れ も い ろ い ろ な 部 分 に 使え ます が 、 と く 
に 建築 物 の フチ (屋根 の 近く や 窓 の フチ 、 ち ょ っ と し た ヘリ や 段差 な ど ) 
に 配置 する と 効果 的 で す 。 


== 


ハタ ンス イフ (モン ゴル ) 

ハー ン ボ ゴイ ブチ が 男性 の 象徴 で ある よう に 、 こ ちら は 女性 の 象徴 と され 
る モン ゴル の 模様 で す 。「 后 の 耳 飾 」 と も 呼ば れ ま す 。 ハ ー ン ボ ゴ イ ブチ 
と 同じ よう な 使い 方 も で きま すし 、2 つ を 対 に し た 象徴 的 な ロケ ーション 
を 考え て みて も いい か も し れ ま せん 。 


バテ ィ ッ ク 柄 (東南 アジ ア ) 

イン ド ネ シア 、 マ レー シア を 中 心 と し た 東南 アジ ア に 見 られ る 模様 で す 。 
染物 の 柄 な の で 、 基 本 は 布 類 に 用 いる の が 正しい の で す が 、 フ ァ ン タ ジ ー 
風景 と し て な ら そ れ 以外 に も 使っ て も 問題 あり ませ ん 。 
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ペイ ズリ ー 柄 (イン ド ) イン ド 模 欄 

諸説 あり ます が 、 ペル シア が 起源 と いわ れ 、 その 後 イ ンド に 伝わり まし た 。 同心 円 的 に 広がる イン ド 系 の 文化 で よく 見 られ る 模様 で す 。 玉 ね ぎ 型 の 曲 
名 前 の 由来 は 、 イ ギリ ス の ペイ ズリ ー 市 で 流行 っ た た めで す 。 衣服 や カー 線 構成 を 加え る と 、 ら し く な り ま す 。 こ うい っ た 模様 は 、 背 景 の 賑やか し 
テン な ど さ ま ざま お な 模様 と し て 見 られ ます 。 こ れ も さ ま ざ ま な パタ ー ン が だ け で は な く 、 魔 法 陣 や 結界 的 な エフ ェクト と し て も 活用 で きま す 。 
あり ます が 、 人 勾玉 型 の 模様 が 敷き 詰め られ て いる 図柄 が 多い で す 。 


a 
9 


アラ ベス ク 柄 (中 東 ) イス ラム 模様 

イス ラム 系 の 模様 で 、 お も に 反復 する 幾何 学 模様 に よっ て 構成 され ます 。 こち ら も アラ ベス ク 柄 に 近い 模様 で す 。 同 じ く 一 定 の パタ ー ン の 反復 に 
幾何 学 模様 以外 で も 、 植 物 を モチ ー フ に し た 模様 の 反復 に よっ て 構成 され よっ て 構成 され ます 。 群青 や トル コブ ルー を メイ ン に 、 紫 や 赤 な ど を アク 
る こと も あり ます 。 セン ト に 使う と 、 ら し く な り ま す 。 建築 物 は も ちろ ん 、 食 器 や 紋 物 の 柄 な 
な お 、 模 様 の 反復 の 結果 、 五 芯 星 や 六花 星 に 見 える よう な パタ ー ン 構成 も ど 、 さ ま ざ ま な 部 分 に 使え ます 。 

あり ます が 、 そ れ ら の 無造作 な 使用 は 宗教 的 な クレ ー ム の 可能 性 が ある の 
で 、 避 けた ほう が 無難 か も し れ ま せん 。 


O©POINTO eile ye ae) 


これ ら の 模様 の ほとん ど は 、 定 型 ど ころ か 決ま っ た パタ ー ン すら な く 、 あ くま 
で その 文化 圏 に お ける 模様 の 総称 で し か あり ませ ん 。 こ こ で 紹介 し た 模様 も あ 
くま で 一 例 と し て 考え て くだ さい 。 
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東洋 + ファ ンタ ジー な 衣装 


東洋 ファ ンタ ジー な 背景 が 描け た ら 、 そ こ に 存在 する キャ ラク ター に も 、 実 在 す る 服 と は 少し 違っ た ファ ンタ ジッ ク な 
も の を 着せ て み ま し ょ う 。 
和洋 折 家 な 衣装 に し た り 、 特 徴 的 な 柄 を 入れ た り と 、 衣 装 ひ と つ で イラ スト の 世界 観 が 広がり ます 。 


衣装 の アレ ンジ 

和服 な どの 民族 衣装 に 、 あ えて 洋服 の 
要素 を 取り 入れ た り 、 逆 に 、 洋 服 に 民 
族 衣装 的 な デザ イン を 取り 入れ た り 
と 、 異 な る 成り 立ち の 衣服 を うま く 
ミッ クス する こと で 、 フ ァ ン タ ジ ッ ク 
な 衣装 を 生み 出す こと が で きま す 。 

た と えば 、 和 服 を アレ ンジ し よう と 考 
えた と き 、 和 服 の 大 き な 特 徴 と し て 「 補 
の 重なり 」 「 大 きく 広がっ た 袖 」 「 和 柄 」 
が あげ られ る と 思い ます 。 こ れ ら の 要 
素 を つま く 残 し つつ デザ イン を 組ん で 
あげ る と 、 和 の 雰囲気 を 損なわ ず に 改 
造 和 服 を 作る こと が で きま す 。 


// パ 


初出 : ABSOLUTE CASTAWAY (中 恵 光 城 ) BEST ALBUM「ABCAS 初出 : 日 本 マン ガ 芸 術 学院 広告 用 イラスト (一 部 抜粋 ) 
CHRONICLE) ジャ ケッ トイ ラス ト (一 部 抜粋 ) 


PN 帯 の 代わ り に コル セッ ト を 採用 し た 衣装 。 和 装 の 雰囲気 を 損なわ ず に ファ 
ンタ ジッ ク な 衣装 に な る 。 


| に 】 セー ラー 服 を ベー ス に 、 和 柄 を ちり ば め た 衣装 。 ま た 、 人 金属 の 装飾 も 「 狐 
A+R) と 和 を 連想 させ る モチ ー フ に な っ て いる 。 


[本 狩 表装 束 を ベー ス に 、 身 体 の ライ ン が 出 や すい よう 形状 を 調整 し 、 さ ら に 
スカ ー ト を は か せ た 衣 装 。 身 体 の ライ ン 、 と くに 足 を 描写 し た い 場合 な ど 
は 、 和 服 と スカ ー ト を 組み 合わ せる こと が 多い 。 


LU 


表紙 イラ スト (一 部 抜粋) 


初出 : エ ス 編 集 部 「SS (スモ ー ル エス ) Vol.45] 
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衣装 の 本 

人 は イラ スト を 見 る 際 、 密 度 の 高い と ころ に 自然 と 目 が 行き ます 。 

回 の よう に 、 衣 装 に 密度 の 高い 和 柄 を 描き 入れ る と そこ に 目 が 行き 、 結 果 的 に 
キャ ラ を 目立た せる こと が で きま す 。 


また 、 和 服 の 柄 に その キャ ラ に ちな ん だ モチ ー フ を 入れ た り 、 メ ッ セ ー ジ 性 を 込 
め た り と いっ た 使い 方 も で きま す 。 

た と えば 回 の 場合 、 竜 宮城 の ご 姫 様 な の で 、 和 服 に は 海洋 生物 を モチ ー フ に し 
た 柄 を 入れ て いま す 。 

本 書 の 6 章 の イラ スト (P.122) は 「 水 」 が テー マ な の で 、 固 の よう に 和服 に 
も 波 や 魚の 柄 を 入れ て いま す 。 


初出 : 「K-BOOKS プ レミ アム ジー クレ ー」 グッ ズ 用 イラ スト 


NS 


初出 : [Urashima Taro au royaumes des saisons perdues! カバ ー イ ラス ト (一 部 抜粋 ) 


LA | 蜂 、 和 レ トロ な 雰囲気 を 出す 


紙風船 や 氏 な ど ポ ッ プ な 

モチ ー フ を 使う と 、、 和 レ | Cw - : 

トロ な 雰囲気 に な り ま GE: a 

す 。 COKS HMI. 明 区 > Lc ; ® 

治 一 昭和 初期 の 子供 用 モ = 

スリ ン 着 物 を 参考 に し て 5 Sd | (⑦ 引 ョ | 旧記 、 素材 集 を 活用 する 

いま す 。 いこ 柄 は 、 毎 回 考え て 描く の は 大 変 な の で 、 商 用 利用 可能 な 和 柄 素材 集 か ら 引 用 


し た り 、 伝 統 的 な 柄 や 実際 の 着物 の 柄 を 組み 合わ せ て 描く の も 良い で し ょ う 。 


和 柄 素材 集 例 
「THE WAGARA 日 本 の 伝統 美 素材 集 」 (ソー テッ ク 社 / 著 : 成 願 義夫 ) 
[和風 伝統 紋様 素材 集 ・ 雅 」 (SB クリ エイ ティ ブン / 著 : kd factory) 


初出 産経 新聞 社 主催 
「 絵 師 100 人 展 07] 
イラ スト (一 部 抜粋 ) 
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室内 風景 を 描く 


4 


に ニー 


草 


異 文 化 交 流 ファ スト フー ド 


ー パー ス 定 規 の 使い 方 、 明 暗 差 の 表現 一 Illust & Making by 藤 ち ょ こ 


る 解説 の ポイ ント 

室内 の 風景 イラ スト で す 。 

2 章 の イラ スト 「 ま ちあ わせ 」 で は 、 キャ ラク ター (以降 : キ ャ ラ ) を メイ ン に 補助 的 に 背景 を 描き まし た が 、 ここ で は キャ 
ラ も 背景 も 、 両 方 が メイ ン と な る よう な イラ スト を 描い て いき ます 。 

ここ で は 初め に 、 パ ー ス 感 の ある 風景 イラ スト を 描く 際 の 強い 味方 で ある 「 パ ー ス 定規 」 の 使い 方 を 解説 し ます 。 

さら に 、 店 内 と 外 の 明暗 の 差 に よる 遠近 感 や 立体 感 の 出し 方 、 育 景 の 主張 が 強く 、 情 報 量 の 多い イラ スト の 中 で も 、 キ ャ ラ 
が 埋もれ な いよ うに する ポイ ント も 解説 し て いき ます 。 


る 世界 観 設定 

中 国 と 日 本 の 要素 を メイ ン に 、 そ の ギャ ッ プ と し て 西洋 の 要素 
を ちり ば め て いま す 。 

さま ざま な 国 の 物資 や 人 が 集まる 交易 都市 に ある ファ スト フー 
ド 店 …… と いう 設定 で す 。 多 種 多 様 な 種族 が 共に 暮らし て いる 
感じ を 描き た か っ た の で 、 さ ま ざ ま な ビジ ュ ア ル の キャ ラ を 措 
いて み ま し た 。 

メイ ン キ ャ ラ で ある 赤い 痛 物 の 少女 は 、 た だ の 人 間 に は し た く 
な か っ た の で 、 ケ モミ ミ と し っ ぽ を 付け て み ま し た (私 が 単に 
ケモ ミミ 好き と いう こと も あり ます が ……)。 

モブ (脇役 ) キャ ラ や 小物 で も それ と な く 設 定 を 考え て いま す 。 
た と えば 、 画 面 右 側 で 給仕 を し て いる ニャ オ 族 は 、 コ ミュ ニケ ー 
ショ ン 能 力 に 非常 に 優れ た 種族 で 、 接 客 ス キル が 高い で す 。 こ ご 
の 種族 の 店 員 が 一 人 いる と 、 お 店 が 繁盛 する こと か ら 「 招 き 猫 」 
と も 呼ば れ て いる 、 と か 。 店 内 に ある 黄金 の 魚 が 連 な る 飾り に 
は 豊根 へ の 願い が 込め られ て いて 、 ニ ャ オ 族 の 民家 や 店 で 見 か 
ける 最も ポピュラー な 縁起 飾り で す 、 と か 。 

町 並み も 、 設定 に 合わ せ て 工夫 し て いま す 。 た と えば 、 さ ま ざ 
まな 種族 、 そ れこ そ 大 き さ も さま ざま な 種族 が 集まる 町 な の で 、 
階段 も 大 小 2 種類 の も の が 用 意 さ れ て いま す 。 


この よう に 、 ファ ンタ ジー 世界 は 、 設定 の 自由 度 が 魅力 な の で 、 
物語 や 設定 を 妄想 し な が ら 描 く と 、 飽 き が こ な く て 楽し いと 思 
いま す 。 こ の 町 は どの よう な 成り 立ち で で き て いて 、 ど の よう 
な 人 達 が 、 ど の よう に 生活 し て いる の か 、 な ど ……、 設 定 を 妄 
想 し な が ら 、 自 分 自身 が その イラ スト の 世界 に 入っ て いく よう 
な 感覚 で 描い て いく の が 、 フ ァ ン タ ジ ー 世 界 を 魅力 的 に 描く コ 
ツ だ と 思っ て いま す 。 


ラフ を 描く 
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ガイ ド と な る パー ス 線 を 引く 


作成 し た パー ス 定 規 に 合わ せ て 、 ガ イド と な る パー ス 線 を 何 本 も 引い て いき ます 。 
私 の 場合 、 大 ま か な 線 は パー ス 定 規 を 使っ て 引き つつ も 、 背 景 の 細部 や 細か い モ チー フ な ど は フリ ー ハ ンド 
で 描く た め 、 そ の 際 に この ガイ ド 線 を 参考 に し て いま す 。 

また 、 画 面 全体 に 正確 な パー ス 線 を 引く こと で 、 画面 の パー ス 感 が イメ ー ジ に 合っ て いる か 確認 する 意図 が 
あり ます 。 


FV ガイ ド 用 の レイ ヤー を 新規 作成 する 。「1-1」 の 工程 で 作成 し た パー ス 定 規 は 、 
表示 させ て 有効 に し て お く 。 


[E] ガイ ド と な る パー ス 線 を 何 本 も 引い て いく 。 パ ー フ 定規 が 有効 に な っ て いれ は 、 
フリ ー ハ ンド で パー ス に 沿っ た 線 を 引け る 。 ーー 


OM 誠人 バース 定 規 の 使い 方 


パー ス 定 規 の 基本 的 な 使い 方 を 解説 し ます 。 これ だ け で 、1 点 透视 、2 点 透视 、3 点 透 視 の パー ス は も ちろ ん 、 複 雑 な パー ス を 作成 する こと も で きま す 。 


交差 する 2 本 の 線 を 引い て 、 消 失点 と アイ レベ ル を 決め る 


問 「 バ ー ス 定規 」 を 使っ て キャ ン バ パス を ドラ ッ グ する と 線 が 表示 され る の で 、 ち ょ うど いい 
角度 に 調整 する 。 ド ラッ グ を 離す と 線 の 角度 が 確定 する 。 
2 本 目 の 線 も 同じ よう に 作成 し 、1 本 目 の 線 と 交差 させ る 。 


回 「1 本 目 の 線 と 2 本 目 の 線 が 交差 し た 部 分 が 「 消 失点 」(P'65) と な る 。 消 失点 を 通る 青 
い ラ イン が 「 ア イレ ベル (P.64)」 と な る 。 ; 
これ で 、1 点 透 視 の パー ズ 定 規 が 作成 で きた こと に な る 。 > MAME SS 


任意 の パー ス 定 規 を 作成 し て 、 パ ー ス に 合わ せ た 線 を 引く 


回 と 回 と 同様 の 手順 を 踏む お こと で 、 消 失点 を 増やせ る 。2 点 、3 点 と 任意 の 場所 に 消失 
点 を 増やす こと で 、2 点 透視 、3 点 透視 の パー ス 定 規 を 作成 で きる 。 


[B) パー ス 定 規 を 作成 する と 、 パ ー ス に 合わ せ た 線 を フリ ー ハ ンド で 描け る よう に な る 。 


AS 
ヾ 


パー ス に 合わ せ た 線 を 
フリ ー ハ ンド で 描け る 


消失 点 や アイ レベ ル の 位置 を 調整 する 

Eh 作成 し た パー ス 定 規 は 、 消 失点 や アイ レベ ル の 位置 を 調整 
する こと も で きる 。 
操作 ツー ル の 「 オ ブ ジ ェクト 」 を 使っ て パー ス 定 規 を クリ ッ 
ク す る 。 す る と 、 消 失点 の ハン ドル [@] や アイ レベ ル の ハ 
ンド ル [ 負 | が 表示 され る の で 、 そ れ を ドラ ッ グ し て 位置 を 
調整 で きる 。 
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IESy ラフ 1 と ガイ ド を 参考 に 、 よ り 詳 細 な ラフ 2 を 描く 


所 1 段階 詳細 な 、 ラ フ 2 を 描き ます 。 頭 の 中 に ある イメ ー ジ を 、 徐 々 に 明確 に し て いく 感じ で す 。 


FY 作成 し た ガイ ド の 不透明 度 を 下げ 、 薄 く 表示 する 。 
それ を 参考 に し な が ら 、「G ペン TF」 で さら に 詳細 
な ラフ を 描く 。 


に 】 複雑 に モチ ー フ が 重なり 合う 空間 を 描く 場合 、 階 層 
に よっ て レイ ヤー 分 け 、 色 分 けし て 描く と 、 空 間 が 
わか りや すぐ 作業 し や すく な る 。 


OM | 上 の 叶 定規 を 非 表示 に し て 無効 化 


パー ス 定 規 を 表示 し た まま だ と パー ス に 合わ せ た 線 し か 
引け な く な っ て し まう の で 、 キ ャ ラ や 丸 椅子 、 コ ッ プ な 
ど を 描く 際 は パー スズ 定規 を 無効 に し て 描き ます 。 パ ー ス 
定規 の レイ ヤー を 非 表 示 に する こと て 無効 に で きま す 。 


色 を 塗る 


ラフ に どん どん 色 を 塗っ て いき ます 。 


使用 する お も な 色 


PN 「G ペン TF] の サイ ズ を 変え な が ら 、 キ ャ ラ や モチ ー フ に 色 を 塗り 、 完 
成 イ メー ジ を 固め て いく 。 外 か ら 光 が 入っ て き て いる の で 、 店 内 を 暗く 
し た り 、 逆 に 外 を 明る くし て イラ スト の 立体 感 を 出す 。 


(② 誠 は) 上 の ラフ で 大 体 の 色 を 決め る 


私 は 、 ラ フ の 段階 で 完成 に 近い 色 を 置く よう に し て いま す 。 こ うす る こと で 、 作 
業 中 に 迷い が 少な く な っ た り 、 完 成 イ メー ジ を 常に 持ち 続け る こと が で きま す 。 
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2 メイ ン と な る キャ ラ を 描く 


ラフ を ベー ス に 線画 を 描く 


今回 の イラ スト は 、 キ ャ ラ が 複数 描か れ て いま す が 、 メ イン と な る の は 中 央 の 女の子 キャ ラ で す 。 ポ ー ジ ング や 
身 に つけ て いる 小物 を 改め て 吟味 し 、 線 画 を 丁寧 に 描い て いき ます 。 


『 線画 を 描く に は 、 ラ フ が ざっ くり と し すぎ て いる の で 、 も う 少 し 詳細 な 下 描き を する 。「G ペン TF] を 使う 。 


日 | ダウ ン ロ ー ド ブラ シ の 「 鉛 筆 5 混合 (P.20)」 を 使っ て 線画 を 描く 。 和服 を ベー 
ス に 、 ケ モミ ミ や し っ ぽ が ある 種族 な ら で は の 衣装 の 形状 に し て 、 オ リ ジ ナ リティ 
も 出し て いく 。 ショルダ ー バ ッ ク を か けさ せ て 、 ア ン バ ラ ンス さ に よる 面白 さも 
狙っ て いる 。 


© POINT © キャッチ ー さ を アッ プ 


キャ ラ が 横顔 だ と 、 い まい ち キ ャ ッ 
チー さ が 足 りな いと 思い 、 斜 め に GF 
顔 を 向け た ポー ジン グ に 修正 し て 
いま す 。 表 情 が よく 見 えた ほう が 
見 て る 人 の 目 に 留まり ます 。 


② 有 4 上 の 味 キ ャ ラ を 先 に 描く 


私 の 場合 、 背景 が 主体 の イラ スト で あっ て も 、 まず キャ ラ を 描く こと か ら 始 め る こと が 多い で す 。 背 景 が 主体 の イラ スト で 、 
キャ ラ を 埋没 させ ず 目 立た せる た め に は 、 常 に キャ ラ の 色 や ポー ジン グ と の 兼ね 合い を 考え て 、 背 景 を 描い て いか な く て は 
な ら な いた めで す 。 


キャ ラ の 色 を 塗る 


線画 が 描け たら 、 パ ー ツ 分 け を し な が ら 、 キ ャ ラ を 塗っ て いき ます 。 


~ 
= 


『 下塗り を し て 、 パ ー ツ ご と に レイ ヤー を 分 け て お く 。 


£ NORITAKE IS — 


に 】 下塗り が で きた ら 、 ダ ウン ロー ドブ ラ シ の 「 四 角 水 彩 (P.20)」 で 細か い 濃 
淡 を つけ て いく 。 そ の 後 、 筆 ツー ル 「 水 彩 ] グル ー プ の 「 透 明 水 彩 ] を 使っ 
て な じ ま せ る 。 フ ワッ と させ た い 部 分 に は 、 エ アブ ラ シ ツ ー ル の 「 和 柔らか 」 
を 使う 。 


© POINT © Weigks=hae) 


赤 は と て も 目立つ 色 で す 。 背景 に 埋没 し な いよ うに する た め 、 主 役 級 の キャ ラ に は 赤い 
衣装 を 着せ る こと が 多い で す 。 
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3 店 内 の 背景 を 描く 


パー クス 定規 を 使っ て 線画 を 描く 


キャ ラ が ある 程度 描き 終わ っ た ら 、 育 景 を 描い て いき ます 。 
まず は 店 内 を 描き ます 。 庶民 的 で レト ロ な 雰囲気 を アナ ログ 感 の ある 線 で 表現 し て いき 
ます 。 


PN ブラ シ は 「 銘 筆 5 混合 ] を 使う 。 カウ ンタ ー は 、 パ ー ス 定規 を 有効 に し て 描く 。 パー 
ス 定 規 の お か げ で 、 フ リー ハン ド で も パー ス の 狂い な く 描 ける 。 


に 】 パー ス 定 規 で 引い た まま の 線 だ と 、 人 工 的 すぎ て し まう の で 、 上 か ら 線 を 重ね 描き 
し た り 、 線 を 少し ゆがめ て みた り し て アナ ログ 感 を 出し て いく 。 
また 、 カ ウン ター の フチ の 木材 が 削れ た よう な 跡 を 描き 、 長 い 間 使わ れ て きた 古い 
カウ ンタ ー で ある こと を 表現 する 。 
な お 、 こ の と き は パー フス 定規 を 無効 に し て お く 。 


床 の 市 松 模様 も 、 同 じ よ うに パー フス 定規 を 有効 に し て 描く 。 


[B) ほか の 部 分 も 、 パ ー ス 定規 の 有効 ・ 無 効 を 上 手 に 使い 分 け て 描い て いく 。 


(中 上 の 半 谷 、 キャラ に 近い モチ ー フ か ら 描 く 


キャ ラ と 背景 と の 兼ね 合い を 上 手 に 描く に は 、 キ ャ ラ に 近い モチ ー フ か ら 描 く の が コツ で す 。 
ここ で は 、 カ ウン ター か ら 描 いて いま す 。 


店 内 は 、 中 国 や 日 本 の 町 に 古く か ら あ る よう な 、 庶 民 的 な 
大 衆 食堂 か ら 着 想 を 得 て い ます 。 店 内 モチ ー フ の 配置 や 線 
の 描き 方 を 工夫 し て 、 古 めか し さや 親しみ や すい 生活 感 の 
よう な も の を 表現 し て いま す 。 

た と えば 、 排 気 ダク ト は 、 ツ ギ ハ ギ っ ぽく し た り 、 過 剰 に 
凹 呈 を つけ る こと で 、 使 い 古 さ れ た 感じ を 出し て いま す 。 
また 、 店 の 底 は 、 木 の 板 を 使っ た 手作り 感 を 
表現 する た め に 、 わ ざと ガタ ガタ な アウ トラ 
イン に な る よう 板 を 並べ て いま す 。 あ まり 綺 
麗 に 並べ な い ほ う が 、 生 活 感 や 親しみ や すさ 
が 出る と 思い ます 。 

さら に 、 底 付近 の 蛍光 灯 は 、 シ ンプ ブル な デザ 
イン の 庶民 的 な 形 で す 。 

この よう に 、 個 々 の モチ ー フ ひと つ ひ と つ に 
気 を 使う こと で 、 イ ラス ト の 完成 度 が 高まり 、 

世界 観 も スト レー ト に 伝わり ます 。 


4) 


た よう な 跡 を 描き 、 古 めか し さ を 表 現す る 


4 店 内 の 色 を 塗る 


下塗り を する 


店 内 を 塗っ て いき ます 。 ま ず は 、 モ チー フ を 塗り 分 け て いき ます 。 な お 、 塗 る 色 は 「1-4」 


の 工程 で 決め た 色 を 参考 に し て いき ます 。 


FN ペン ツー ル の 「G ペン 」 を 使い 、 各 モチ ー フ の 下塗り を する 。 細 か い パ ー ツ は 無 


視 し て 、 本 当 に ざっ くり と 塗り 分 ける 。 


OR Le) 上 の 誠人 下塗り する ペン の 設定 
カス タム ブラ シ の 「G ペン TF] 体 、[ 不 透明 度 影响 元 设 定 」 O (BE) の 項目 に チェ ッ ク を 
入れ 、 筆 圧 で 不透明 度 が 変わ る よう な 設定 に し て いま す が 、 下 塗り を する と き の ブ ラ シ は 
ここ の チェ ッ ク が 外れ て いる デフ ォ ル ト の ペン ツー ル 「G ペン ]」 を 使い ます 。 
チェ ッ ク が 外れ て いる 


不通 明度 彩 用 元 設定 
Fi に 影響 させ る 入力 
BE 最 小 什 


ITESZZP 


te 
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パー ツ ご と に 細か く 塗 り 分 け て いな い の で 、 微 妙 な は み 出し や 塗り 残し が で きま す が 、 そ れ 
を うま く 使 うこ と で 、 よ り ア ナ ロ グ 感 の ある 、 温 か み の あ る イラ スト に な り ま す 。 


光源 を 意識 し て 塗り 進め る 

店 内 の モチ ー フ を 細か く 塗 り 、 濃 淡 を つけ て いき ます 。 線画 と 同じ よう に 、 メ イ 
ン キ ャ ラ に 近い と ころ (ここ で は 、 カ ウン ター) か ら 進 め て いく の が コツ で す 。 
2 章 の イラ スト 「 ま ちあ わせ (P.22)」 で も 解説 し た よう に 、 カ ゲ を きち ん と 
描き 、 キ ャ ラ と 背景 の 光源 を きち ん と 合わ せる こと が 、 自 然 さ や 空間 的 な 奥行 
き を 出す た め に 重要 と な り ま す 。 


光源 は 左上 奥 。 外 か ら 店 内 に 光 が 差 し 込ん で いる た め 、 店 内 は 逆光 気味 に 
暗く な る 。 


に] まず 、 赤 い 天 板 を 塗る 。 単 な る 塗り つぶ し だ と 質感 が 生まれ な い の で 、「 四 
BK) を 使い 、 ザ ラッ と し た 筆 の 跡 を 残し つつ 色 を 置く 。 
カウ ンタ ー 側 面 に は 、 天 板 の カゲ を 描き 入れ て 立体 感 を 出す 。 この イラ ス 
ト の 光源 は カウ ンタ ー 上 部 か ら 入 っ て くる 太陽 光 で あり 、 カ ウン ター 側面 
は も と も と カゲ に な っ て いる の で 、 実際 は ここ まで ハッ キリ と カゲ は 落ち 
な い 。 し か し 、 立 体感 を 出す た め に 強調 し て 描い て いる 。 
さら に 、 筆 ツー ル 「 油 彩 ] グル ー プ の 「 油 彩 平 筆 」 を 使っ て 、 カ ウン ター 
側面 に 縦 方 向 の 線 を サラ サラ ッ と 引く 。 カ ウン ター は 木 で で き て いる の で 、 
その 木目 の 感じ を 筆 の タッ チ を 用 いて 表現 する 。 


R:69 
G: 96 
B: 66 
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木目 の 感じ を 筆 の タッ チ で 表現 


天 板 の カ ゲ を 描き 入れ る 
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カウ ンタ ー の 小物 を 塗る 


カウ ンタ ー 上 の 小物 を 塗っ て いき ます 。 


FY カウ ンタ ー の 上 に ある メニ ュー 表 な どの 小物 


を 塗る 。 ほ か と 同じ よう に 「 油 彩 平 筆 」「 四 
角 水 彩 」 を メイ ン に 使い 、 細 か い 部 分 は 「G 
ペン TF] で 塗る 。 

光 は 左上 奥 か ら 入 っ て くる の で 、 メ ニュ ー 表 
の 外周 は 白く 明る く な る 。 


に 】 メニ ュー 表 か ら カ ウン ター 天 板 に 伸び る カ 


ゲ 、 キ ャ ラ の 手 の カ ゲ な ど を 描く 。「 乗 算 」 
レイ ヤー を 使う こと で 、 自 然 な カゲ 色 で 描け 
る 。 


カウ ンタ ー の 下 に 貼っ て ある チラ シ を 塗り 分 


ける 。 後 ほど 細か い 模 様 な ども 描き 入れ る が 、 
この 時 点 で は 塗る だ け に する 。 


加 天 板 の 落ち カゲ も 紫 が か っ た グレ ー で 描き 入 
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れる 。 す で に 描い て ある カウ ンタ ー の カゲ と 
平行 に な る よう に する 。 
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天 板 の せ り 出し て いる 側面 に うつ っ つ す ら 明る い オ レン 
ジ 色 を 入れ る こと で 、 ほ か より も 手前 に 見 えま す 。 
これ は 、 色 彩 遠近 法 (P.67) に より 、 同 じ 茶 色 で あっ 
て も 、 彩 度 が 高い も の ほど 手前 に 飛び 出 て 見 える 性 
質 が ある た めで す 。 

逆 に 、 カ ウン ター の 隅 に は 藍 色 を 塗り 重ね て いま す 。 
これ は 、 彩 度 の 低い 青 系 の 色 は 奥 に 引 つ 込ん で 見 え 
る 性 質 が ある た めで す 。 

また 、「 カ ウン ター の 隅 に 彩 度 の 低い 色 を 塗る こと 
で 、 キ ャ ラ が いる 中 央 を 目立た せ た い 」 「 カ ウン ター 
の 色 を 単調 に させ な いよ うに 、 差 し 色 (P.53) と し 
て 使い た い 」 な どの 意図 も あり ます 。 
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白く 明る く な る 


うっ すら と オレ ンジ 色 を 塗る 


NDA 


カゲ 色 に は 暗め の 紫 系 や 青 系 の 色 を 用 い 、 ま っ た く の 灰 色 や 、 黒 色 は 使わ な いよ うに し て いま す 。 な ぜ か 
と いう と 、 カ ゲ に 黒 や 灰色 を 使う と 、 色 が 濁り 、 透 明 感 が 損なわ れる た めで す 。 
も ちろ ん 、 カ ゲ 色 に 黒 を 使用 する こと が 間違い と いう わけ で は あり ませ ん 。 私 の よう に 、 透 明 感 や 色 の 重 


な り を 大 事 に する 描き 方 に は 合わ な いと いう だ け で す 。 


キャ ラ の 黒 医 な ど 、 黒 が 固有 色 の モチ ー フ に は 使い ます し 、 絵 本 に よっ て は カゲ に 黒 を バン バン 使っ た ほ 


うつ がかっ こよ く 決 まる こと も 当然 あり ます 。 


イラ スト の 描き 方 に 間違い は あり ませ ん 。 自 分 に 合っ つた 色 の 選び 方 を 探し 出し て みて くだ さい 。 


カゲ を 描く 
天 板 の 落ち カゲ を 描く 
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塗り の 作業 中 は 、「 サ ブ ビ ュー パレ ッ ト 」 を 使っ て 常 
に ラフ を 開い て お き 、「1-4」 の 工程 で 決め た 色 イ メー 
ジ に 相違 が 出 な いよ うに し て いま す 。 サ ブ ビ ュー パ 
レッ ト は 、[ ウ ィ ン ド ウ ] メニ ューー [サブ ビュ ー] で 
表示 で き 、 そ こ に 画像 ファ イル を 読み 込む (ここ で は 
ラフ ) こと で 使用 で きま す 。 

また 、「 ス ポイ ト ツ ー ル 」 で 色 を ラフ か ら 取 つっ て 塗る 
こと も 多い で す 。 


— a 7QQR ン 
am) NA ASE 吾 人 


鉄柱 を 塗る 
メイ ン キ ャ ラ に 近い カウ ンタ ー 周 り が 塗り 終わ っ つた ら 、 カ ウ 
ンタ ー 横 の 鉄柱 を 塗り ます 。 


鉄柱 の 側面 に 、 外 か ら 入 っ て くる 光 を 描き 入れ る 。 こ の 
と き 、 カ ウン ター の 天井 お よび 底 、 壁 の 落ち カゲ を 忘れ 
な いよ うに する 。 


天 
2 
， 
， 
; 


に 】 カゲ 色 を どん どん 塗り 重ね て 、 立 体感 を 出し て いく 。 光 
は 左上 奥 か ら 来 て いる の で 、 光 源 と は 逆 の 手前 側 の 面 を 
暗く する と 柱 の 立体 感 が 出る 。 


ト 
> 
Ur 
时 


カウ ンタ ー の 壁 の 落ち カゲ 暗く する 


金属 を 塗る (排気 ダク ト ) 


画面 左上 に ある 排気 ダク ト を 塗っ て いき ます 。 金属 は 、 反 射 に よる 強め の ハイ ライ ト と 周囲 の 映り 込み を 意識 し て 描く こと で 表現 で きま す 。 


『 問 「 油 彩 平 筆 ]」 や 「 四 角 水彩 ] ブラ シ を 使い 、 少 し 茶色 の 混じっ た 灰色 で 下塗り を する 。 こ の と き 、 先 に 塗っ て いた 緑色 を うっ すら 残す よう な 感じ に す 
る こと で 、 色 の 複雑 さ を 出し て いる 。 
また 、 ア ナ ロ グ 感 を 出す た め に 、 筆 の タッ チ も あえ て 残し て 色 ム ラ を 出す 。 


に 】 カゲ を 描く 。 逆光 か つ 円 柱状 の 物体 な の で 、 カ ゲ は 中 心 付近 に 集まる 。 逆 に 、 外 周 付近 は 明る く な る 。 
外周 は 明る く な る 
金属 な の で 、 周 囲 の 色 が 映り 込む 。 底 の 左側 の 赤色 を 「 ス ポイ ト ツ ー 
ル 」 で 取り 、 排 気 ダク ト に 塗る 。 


[B) 細い 「G ペ ン TF」 を 使い 、 ハ イラ イト を 強め に 入れ る 。 排気 ダク ト 
の 外周 や 凹 呈 の キワ に 、 キ ュ ッ と 白 で ハイ ライ ト を 入れ る 。 


[3B 使い 古 し た 感じ を 出し た か っ た の で 、 と ころ どこ ろ に 黒い ゴム カバ ー 
を つけ る 。 
また 、 排 気 ダク ト の 手前 側 は 底 の カゲ に 入る の で 、 手前 側 に カゲ を 落 カゲ は 中 心 に 集まる 
と す 。 OAT 


映り 込み を 描く 


ハイ ライ ト を 強め に 入れ る ゴム カバ ー で 古 め か し さ を 出 す 
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その 他 の モチ ー フ を 塗る 


さま ざま な 色 で 深み を 出す 


PN 床 に 、 カ ウン ター と キャ ラ の カゲ を 落と す 。 カ ゲ 
に は 暗め の 紫色 を 使う 。 


に 】 底 は 、 カ ウン ター と 同じ く 、「 四 角 水 彩 ] や 「 油 
彩 平 筆 ] を 使っ て 木目 の 質感 を 出し な が ら 塗 っ て 
いく 。 茶色 1 色 だ け で な く 、 少 し 明る め の オ レ 
ンジ や 、 灰 が か っ た 茶色 な ど 、 さ ま ざ ま な 色 を 混 外周 は 明る ぐす る 
ぜ る よう に する こと で 、 色 の 複雑 さや 深み を 出す 。 
また 、 左 上 奥 か ら 光 が 入っ て き て いる の で 、 メ 
ニュ ー 表 と 同じ よう に 、 板 の 外周 を 明る くす る の 
を 忘れ ず に 。 


店 内 背景 と キャ ラ の パラ ンス を 調整 する 


ここ で 全体 の バラ ンス を チェ ッ ク し 、 背 景 と キャ ラ を な じ ま せ て いき ます 。 店 内 は 基本 的 に カゲ に な っ て いる の に 、 キ ャ ラ が 明る すぎ ます ね 。 キ ャ ラ に カ 
ゲ を 落と し 、 さ ら に 、 光 の 当たっ て いる 部 分 は 明る く 残 し て メリ ハリ を つけ ます 。 


PY 店 内 に 比べ て キャ ラ が 明る すぎ る 。 塗り つぶ し た レイ ヤー の 不透明 度 を 「479%%」 に 下げ て 、 色 を 調整 する 。 


| に 】 キャ ラ を 描い た レイ ヤー に 合成 モー ド 「 乗 算 」 の レイ ヤー を クリ ッ ピ [B) 光 が 当たっ て いる 顔 や 髪 の キ ワ 、 手 の 一 部 の カゲ を 消し ゴム で 消す 。 
ング し 、 茶 色 で 塗り つぶ す 。 さら に 、 ホ ッ ト パ ン ツ や 、 人 金属 の 髪 飾 り の ハイ ライ ト 部 分 も カゲ を 消 
す 。 
これ で 、 キ ャ ラ が 背景 に な じ お 。 


回 
Zi ee 


100 和 通常 
ef 


乗算 レイ ヤー を 使い 、 茶 色 で 塗り つぶ す 


( ぐ 順 は] 上庄 レイ ヤー 数 を 抑え る 


塗り 分 け や 塗 り 重 ね で その 都度 レイ ヤー を 作成 し て いる と 、 か な り の 数 に な っ て くる か と 思い ます 。 レ 
イヤ ー は 多 す ぎ て も 作業 が や り に くく な っ て し まう の で 、 適 宣 結 合 し まし ょ う 。 

ここ で は 、 こ の 時 点 で 店 内 育 景 と キャ ラ の 色 が ほぼ 決ま っ た の で 、 そ れ ぞ れ 線 画 、 塗 り の レイ ヤー を 結 
合 し て まとめ て し まっ て いま す 。 
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D モブ キャ ラ (脇役 ) や 小物 を 描く 


左側 手前 に いる モブ キャ ラ は 、 


= > = メイ ン の ケモ ミミ の 女の子 と 同 
= BY 
店 内 に いる モ プ キャ ラ 達 を 描く じ く 、 普 通 の 人 間 っ ぽく し た く 
メイ ン キ ャ ラ の 周囲 の モブ キャ ラ を 描き ます 。 フ ァ ン タ ジ ー 感 を 出す た め に 、 W な か っ た の で 、 四 つ 目 の お 冗 さ 
不可 恩 議 で 面白 い 造 形 に し て み ま し た 。 \ sneer aes 


ARO [HRI を アレ ンジ し た 
- _ 衣装 で 、 東 洋 ら し さ を 出し て い 
网 モブ キャ ラ 達 も 、 こ れ ま で と 同様 に 線画 一 塗り と 行っ て いく 。 ay 


に 】 人 間 大 の サイ ズ と 小さ い サ イズ の キャ ラ 達 が 共存 する 、 フ ァ ン タ ジ ー な 
ら で は の 世界 観 に し た 。 


キャ ラ が 描け た ら 、 ほ か と 同様 に カゲ を 描く 。 カ ゲ を きち ん と 描き 、 キ ャ 
ラ と 背景 の 光源 を きち ん と 合わ せる 。 


東洋 らし さ の コツ 
小さ い モブ キャ ラ 達 に も 和服 を ベー ス に し た 衣装 を 着せ 、 狐 面 や 唐草 模様 の 風呂 
敷 な どの アイ テム を 持た せる こと で 東洋 らし さ を 出し ます 。 


さら に カラ ー リ ング を 、「 五 色 ] を ペー ス に する こと で も 東洋 らし さ を 出 し て い 
ます 。「 五 色 ] に つい て は 、P.70 も 参照 し て くだ さい 。 


手前 の キャ ラ を ぼかす © POINT © aca nes 
合成 モー ド 「 オ ー バ ー レ イ 」 の レイ ヤー 
左側 手前 の モブ キャ ラ を ぼかし て いき ます 。 こ れ は 、 ピ ント が 合っ て いな い モ チー フ は ぼけ る 、 と いう 写真 を 新規 作成 し 、 女 の 子 の 足元 の カゲ に 、 
の [被 写 界 深度 (P.40)」 を 利用 し た 技法 で 、 イ ラス ト の メイ ン と な る モチ ー フ (ここ で は 、 中 央 の 女の子 ) エア ブラ シ で 明る い オ レン ジ 色 を 入れ ま 
an = 一 = —e し た 。 彩 度 の 高い 色 の ほう が 目立つ の で 、 
より 手前 の モノ 、 ま た は 奥 の モ ノ を ほか すこ と で 、 見 る 側 の 視線 を メイ ン の モチ ー フ に 誘導 する 効果 が あり coy nde i 
ます 。 あり ます 。 
目立た せ た い と ころ の 彩 度 は 高く 、 目 立 
DN 手前 の モブ キャ ラ を 描い た レイ ヤー を すべ て 結合 し 、[ フ ィ ル ター] メニ ュー 一 [ ほ か し ] 一 [ガウ ス EE 


ぼかし (P.16)] を か ける 。 こ れ で 、 手前 の モブ キャ ラ が ぼけ て 、 視 線 が 中 央 の 女の子 に 集まる 。 


Bleach Hox 


ぼ ほか し] の 「 ぼ か す 
範囲 | を 、「23」 に 
の 設定 し た 。 
目立た せ た い と ころ の 彩 度 を 、 
ほか より 高く する 
カウス ほか @ 
(stv WEEK) < OK 


キャ ン セ ル 
Y フル E ュ ズ P) 


手前 が ほけ る こと で 、 視 線 が メイ ン に 集まる 


oF 


店 の 入り 口 の 鉄柱 に か か っ た 縁起 飾り は 、 実際 
に ある モノ を 参考 に し て 描い て いま す 。 


EN 全体 に 大 分 色 が つい て き て 、 新 た な モチ ー 
フ を 描く に は 少し 描き に くい 。 ECT HB 
きやすい よう 白色 レイ ヤー を 下 に 敷き つ 
つ 、 ま ず は 線画 を 描く 。 


に 】 ほか と 同じ よう に 色 を 塗る 。 描き 終わ っ た 
ら 、 下 に 敷い た 白色 の レイ ヤー は 削除 する 。 


EE] 食べ 物 も 光源 を 意識 し て 描く 


東洋 らし さ の コツ 


これ は 、 実 際 に 中 華 圏 で 
よく 使わ れ て いる 縁起 飾 
り を 参考 に し て いま す 。 
この よう に 、 実際 に ある 
モノ を 参考 に する の は 、 
発想 の 入り 口 に も な り ま 


すし 、 そ の 国 ら し さ を わ 
か りや すく 表現 で きま す 。 


食べ 物 な どの モチ ー フ で す が 、 細 か い 描 き 込み は せ ず と も 、 光 源 の 向き だ け は や 
常に 意識 し て 描き まし ょ う 。 イ ラス ト 全 体 で 見 れ ば 紫 細 な 部 分 で す が 、 光 源 の 

向き が ほか と 揃っ て いな いと 違和感 が 出 て し まい 、 結 果 的 に 完成 度 も 低く な っ 

て し まい ます 。 > 

食べ 物 は いろ いろ ある の で 、 こ こ で は 、 ポ テト を 例 に 解説 し ます 。 


PN さっ くり と 下 描き を し た ら 、 ベ ー ス カラ ー で 塗り 分 ける 。 厚 塗り の 要領 で 塗り 重ね て い 
く の で 、 下 描き と ベー スカ ラー は レイ ヤー を 結合 する 。 


| に 】 ポテ ト 同 士 の 隙間 の カゲ を し っ か り と 描く 。 光 源 は 左上 奥 な の で 、 ポ テト の 右側 面 に カ 
ゲ が で きる 。 


明る い 黄色 を 使い 、 光 の 当たる ポテ ト の 上 面 に ハイ ライ ト を 入れ て 密集 感 を 出す 。 


[B) ほか の 食べ 物 も 光源 に 注意 し て 描く 。 店 内 が ほぼ 仕上 が っ て きた 。 


東洋 らし さ の コツ 

ファ スト フー ド 店 や ファ ミリ ー レ スト ラン っ ぽい 雰囲気 を 出し た か っ た の で 、 食 べ 物 は そ 
れ ら の 店 に ある よう な メニ ュー を チョ イス し まし た 。 

東洋 らし い モ チー フ で 構成 し た キャ ラ や 建物 と の ギャ ッ プ が 出 て 面白 いか な と 思い 、 あ え 
て 洋食 で す 。 


BSG 


日 
> 
—— 


6 店 の 外側 を 描く 


世界 観 に 合っ た 階段 を 描く 


店 内 が ほぼ 描き 終わ っ た の で 、 こ こ か ら 、 店 の 外側 を 描い て いき ます 。 

まず は 店 の 外 の 階段 を 描き ます 。 こ の 世界 で は 、 人 間 大 の サイ ズ と 小さ い サ イズ の 種族 が 共存 し て いま す 。 そ の た め 、 そ れ ぞ れ の 種族 に 対応 し た 設備 を 用 
意 する 必要 が あり ます 。 階段 な ど は わか りや すぐ 、2 種類 の 階段 が くつ つい て いる 設計 で す 。 

階段 を 正確 に 描く 際 は 、 消 失点 を 別途 設定 する 必要 が あり ます が 、 今 回 の イラ スト は 高 さ の パー ス が と て も 緩やか な の で 、 階 段 側 面 に パー ス が 効い て いな 
く て も それ っ ぽく 見 えま す 。 


『 図形 ツー ル の 「 直 接 描画 ] グル ー プ に ある 「 直 線 ] を 使い 、 平 行 に 線 を 3 本 引い て 、 階 段 の 側面 を 作る 。 
に 】 側面 下部 の 線 を ほん の 少し 回 転 さ せ て パー ス 感 を 出し 、 よ り 自 然 な 感じ を 出す 。 


奥 の 側面 も 同じ よう に 描き 、 パー ス 定 規 を 有効 に し 、 ス ナッ プ さ せな が ら 階 段 の ステ ッ プ を 描く 。 ま ず は ラフ を 描く 。 


[B) ラフ に 沿っ て 、 階 段 の 線画 を 清書 し て いく 。 ざ っ くり と モノ クロ の カゲ を 入れ て 、 立 体感 を 確か め る 。 階 段 は 、 種 族 に 合わ せ た 大 小 2 種類 の モノ を 


描い て いる 。 
人 間 サ イズ の 階段 


ATUHIDC EARS 


~ 
= 


SHEER N— 


[ ヨ 店 内 の モチ ー フ と 同じ よう に 色 を 塗る 。 


[a この 店 の ある あたり 一 帯 が 、 レ トロ な 雰囲気 を 残す 
区 画 な の で 、 店 内 と 同じ よう に 階段 に も 使い 古 さ れ 
た 感じ を 出し て いく 。 筆 の タッ チ を 残し て 、 質 感 を 
出す こと に 加え 、 細 め の 「 鉛 筆 R (P.20)] ブラ シ 
で と ころ どこ ろ に 赤 錆 を 描写 し 、 古 び た 階 段 で ある 
こと を 表現 する 。 
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【 二 階段 の 奥 の 建物 を 描く 


階段 の 奥 に 、 隣 の 建物 を 描き ます 。 こ ちら も 飲食 店 で す 。 
描け た ら 、 空 気 遠 近 法 (P.67) を 使っ て 遠近 感 も 出し て いき ます 。 


これ まで と 同様 に 線画 一 塗っ て いく 。 
参考 に する ラフ が わか り に くけ れ ば 、 
も う 1 段階 下 描き を 行っ て 、 徐 々 に 
形 を は っ きり と させ て いく 。 


ここ か ら 遠 近 感 を 出し て いく 。 奥 の 建 
物 を 描い た レイ ヤー の 上 に レイ ヤー を 
新規 作成 する 。 


奥 の お 店 全体 を 黄土 色 で 塗り つぶ す 。 


合成 モー ド を 「 比 較 ( 明 )」 ICL. A 
透明 度 を 下げ る と 、 奥 の 建物 を 白 っ ぽ 
く か すま せ 、 空 気 速 近 法 に よる 遠近 感 
を 出す こと が で きる 。 


CO IS 馬 、 比較 ( 明 ) の 活用 


[比较 ( 明 )」 は 、 下 の 色 を 抑え る 効果 が ある の 
で 、 空 気 遠 近 法 で よく 用 いる 合成 モー ド で す 。 


100% 通 常 
i 


100 % 通 常 
手前 キャ ラ 


100X 通 党 
ルー キャ ラ 達 
»a 0 


100 % 通 党 
ME 


10 SEERA) 
oie 


8 % 通 党 
ガイ ド 


as 
522 
に 13 xj 
fa. 


100 % 通 常 
ee 


東洋 らし さ の コツ 


東洋 らし さ の コツ 
手前 の 飲食 店 が 入っ て いる 建物 と 、 奥 の 
建物 は 渡り 廊下 で 行き 来 で きる よう に 
な っ て いま す 。 こ れ は 、 階 段 の 隙間 か ら 
渡り 廊下 を 見 せる こと で 表現 し て いま す 。 
隣接 し た ビル が つなが っ て 行き 来 で きる 


きゅう りゅう じょう さい 


と いう の は 、 香 港 の 九龍 城 She 


させ て ロマ ン が あり ます よね ! 


赤 提 灯 を 建物 の 軒先 に ぶら 下げ る と 、 そ れ だ 
け で 東洋 らし さ が ア ッ プ し ます 。 


東洋 らし さ の コツ 


奥 の 建物 の 店 内 の 壁 は タイ ル 貼 り で レト ロ な 感 
じ に し 、 椅 子 も ブラ スチ ッ ク の 安っぽ いも の に 
する こと で 、 大 衆 向け の 店 らし さ を 出し て いま 
す 。 こ うい っ た 雰囲気 は 、 台 湾 を 旅行 し た 際 に 
撮影 し た 飲食 店 の 写真 を 参考 に し て いま す 。 
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店 内 全体 に カゲ を 入れ る 


手前 の 店 全体 に カゲ を 入れ 、 画 面 全体 の 立体 感 を 強調 し て いき ます 。 

し か し 、 単 に 暗く し て し まう と メイ ン と な る 中 央 の 女の子 が 目立た な く な っ て 
し まう の で 、 そ こ に は オレ ンジ 色 を 塗っ て 彩 度 を 高め 、 視 線 が 集まる よう に し 
て いき ます 。 


FY 店 内 を 描い た レイ ヤー の 上 に 、 合成 モー ド 「 乗 算 」 の レイ ヤー を 作成 し 、 店 
内 全体 に 紫色 で カゲ を 入れ る 。 不透明 度 は パラ ンス を 見 て 下げ て 調整 する 。 


EE] メイ ン と な る 女の子 キャ ラ を 中 心 に 、 エア ブラ シ ツ ー ル の 「 和 柔らか 」 で オ 
レン ジ 色 を 塗る 。 女 の 子 に 視線 が 集まる よう に する 。 


光 の 当たる 部 分 を 強調 する 


「7-1」 の 工程 で 作成 し た カゲ レイ ヤー の 、 光 が 当たっ て いる 部 分 を 削り ます 。 具体 的 に は 、 
カウ ンタ ー の 天 板 (た だ し 、 食 べ 物 や お 皿 の カゲ まで 削ら な いよ う 注 意 )、 蛍 光 灯 や 排気 
ダク ト の ハイ ライ ト 、 鉄 柱 や テー ブル 、 椅 子 の 光 が 当 た っ て いる 面 な ど で す 。 

そし て 、 明 る い 部 分 を 強調 し て いき ます 。 カ ゲ に な る 部 分 と 光 の 当たる 部 分 の 差 が 出る こ 
と で 、 立 体感 が より 強調 され る と 共に 、 画 面 に も メリ ハリ が 出 ます 。 カ ゲ と 光 を オー バー 
に 入れ る と 、 何 気 な い 1 シー ン で も ドラ マチ ッ ク な 画面 に な り ま す 。 


PN 鉄柱 な どの 光 の 当たっ て いる 部 分 の カゲ を 消し ゴム ツー ル で 削る 。 


合成 モー ド 「 加 算 (発光 )] の レイ ヤー を 使い 、 エ ア POPP 
ブラ シ ツ ー ル の 「 柔 ら か 」 で キャ ラ や 食べ 物 、 テ ー ブ F エ ーー ・ 
ル 、 椅 子 、 床 な ど に フワ ッ と 光 を 入れ た り 、 細 い 「 鉛 one 鮮やか な 赤 を 塗る 
笔 R ブラ シ を 使っ て 、、 カ ウン ター の キワ や 、 BAM し | 


の キワ 、 服 の シワ な ど に ハイ ライ ト を 描き 入れ る 。 


Nu 
\ 


キャ ラ 付 近 の 彩 度 を 高め 、 キ ャ ラ を 目立た せ て いく 。 
合成 モー ド 「 オ ー バ ー レ イ 」 の レイ ヤー を 新規 作成 す 
る 。 


還 エア ブラ シ ツ ー ル の 「 和 柔らか 」 OR ROM オー バー レイ の 活用 


を 使っ て 、 女 の 子 を 中 心 に 鮮 や 「 オ ー バ ー レ イ 」 は 、 上 か ら 色 を 追加 し た い 
> と き に 重宝 する 合成 モー ド で す 。 オ ー バ ー 
か な 赤色 を 塗る 。 
me る レイ を 使い 、 目 立た せ た い 部 分 に サッ と 彩 
度 の 高い 色 を 塗る だ け で も 大 分 違い ます 
よ ! 


101 


8 刀 景 を 描く 


遠景 を 3 層 に 分 け て 考え る 


遠景 を 描い て いき ます 。 建 物 が 多く 複雑 な の で 、 
距離 に よっ て 3 つの 層 に 分 け 、 そ の 層 ご と に 
作業 を し て いき ます 。 


『P 鉄道 橋 S 看 板 が 1 層 目 。 そ れ ら の 線画 が 
描き 終わ っ た ら 、 パ ー ス 定規 を 使い 、2 層 
目 、3 層 目 の 目安 と な る ガイ ド 線 を 引く 。 
層 の 違い が わか りや すい よう 、 色 を 分 け て 
描い て お く 。 


に 】 「 鉛 筆 R]」 ブラ シ で 、2 層 目 、3 層 目 の 線画 を 描く 。 と て も 細か い 部 分 な の で 、 パ ー ス 
定規 は 無効 に し て 、 貼 を 参考 に し な が ら フ リー ハン ド で 描く 。 
1 層 目 と 3 層 目 に は 同じ 電車 の モチ ー フ が ある 。 同じ モチ ー フ の サイ ズ の 違い に よっ て 
遠近 感 を 出す 。 


ブラ シ の 質感 を うま く 使い な が ら 色 を 塗る 。 ここ で は 遠景 な の で 、 近 景 ほど 細か い 描 き 
込み は 行わ な い 。 し か し 「 電 車 の 窓 は 奥 の 窓 か ら 入 つて くる 光 に よっ て 明る く な る が 、 
人 の シル エッ ト 部 分 は 残す ] な ど 、 カ ゲ に 関し て は きっ ちり 観察 し て 画面 に 反映 する 。 
逆 に 、 建物 の 窓 は 、 電車 と 違っ て すぐ 奥 側 に 窓 が ある わけ で は な い の で 、 暗い 色 に な る 。 


© POINT © Waseca sex) 


奥 の 鉄道 橋 が カッ チリ し すぎ て いて 面白 
み が な い の で 、[ 編 集 ] メニ ューー [変形 ] 
ー【 メ ッシュ 変形 ] を 使っ て 少し ゆ が ま 
せま す 。 ゆ る や か な カー ブ を 描く 橋 に な 
り 、 デジ タル っ ぽい 硬 さ も 薄れ て いま す 。 


ニニ イィ ーー 
‘gia 


メッ シュ 変形 で ゆ が ま せる 


東洋 らし さ の コツ 


鉄道 橋 は 、 秋 葉 原 や 御茶ノ水 の 鉄道 橋 を モチ ー フ に し 


東洋 らし さ の コツ 


橋 の 上 部 に 大 きい 看板 を つけ て いま す 。 
日 本 含め 、 ア ジア は 町 中 の カラ フル な 
看板 が 本 当 に 多い で す 。 看板 を た くさ 
ん 町 中 に 描く こと で 、 東 洋 ら し さや 、 
町 が 活気 に あふ れ て いる 感じ が 出 ます 。 


FD] 2 層 、3 層 目 の 不透明 度 を 下げ て 遠近 感 を 強調 する 


遠景 全体 を 見 て みる と 、2 層 、3 層 目 の 色 味 が 濃 す ぎ て 立体 感 
が な く な っ て いま す 。 そ こ で 、 レ イヤ ー の 不透明 度 を 下げ て 、 
空気 遠近 法 に より 奥 に いく に つれ て 白く か すん で いる よう な 感 
じ に し まし た 。 


100% 通常 
| 遠景 建物 手前 


100 % 通常 
遠景 建物 手前 


| 30% [通常 
Ll 


2 
2 層 、3 層 目 の レイ ヤー の 不透明 度 を 下げ る 。 


1 層 目 に 比べ て 、2 層 、3 層 目 が 薄く な り 、 遠 近 感 が 強調 
され る 。 


© POINT © Wess lee ica a) 


遠景 は モチ ー フ も 細か く 、 ご ちゃ ご ちゃ し て いる の で 、 あ る 程度 描き 終え た と ころ で レイ ヤー を 結合 
し て いま す 。 


ドラ マチ ッ ク に 演出 する 


光 の 効果 を 大 げ さ に 表現 し 、 ド ラマ チッ ク に 演出 し て いき ます 。 


合成 モー ド 「 加 算 (発光 )」 の レ 
イヤ ー を 作成 し 、 エア ブラ シ ツ ーー 
ILO [RSD] TAL YY BEA 
れる 。1 層 と 2 層 目 の 間 に 光 を 入 
れる こと で 、 よ り 遠 近 感 を 強調 で 
きる 。 

さら に 、 空 に 隣接 し て いる 建物 に 
白色 を 塗り 、 遠 景 が 徐々 に 光 に 深 
け て いく 感じ を 出す 。 


この 時 点 で の 全体 図 。 
東洋 らし さ の コツ 
よ え ん 
= 遠景 は 、 上 海 ・ 残 園 の 歴史 的 な 
© POINT © erga) 建物 や 、 日 本 の レト ロビ ル 、 バ 
真っ 白く 抜い た 領域 が 、 ち ょ うど キャ ラ の 頭 に ラッ ク を 融合 させ た よう な 人 造り 
か か る よう に し て いま す 。 コン トラ スト 差 の 高 で す 。 あ えて ちぐはぐ な 要素 を 
い 部 分 に 視線 は 集まる の で 、 背 景 の 白 と 、 キ ャ 重ね 、 積 み 上 げ る こと で 、 無 秩 
ラ の 黒 紀 の コン トラ スト で 、 パ ッ と キャ ラ に 視 Na A 
に 【 た 感じ 
株 が 集まる よう 序 に 増 改築 を 繰り 返し た 感じ を 


出し て いま す 。 建物 の 外壁 を 赤 
くす る と 、 中 国 建 築 っ ぽ さ が 出 
ます ね 。 

3 層 目 の 左 奥 の 建 物 は 、 九龍 城 
農 を 参考 に 外壁 を カラ フル に し 
て いま す 。 


に な り ま す 。 
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EM] artes 
遠景 の レイ ヤー を すべ て 結合 し 、[ ガ ウス ぼかし ] で ぼかし ます 。「5-2」 の 工程 で 手前 の キャ ラ を 
ぼかし た と き と 同 じ 意 図 で す 。 


結合 し た 遠景 の レイ ヤー に 、[ フ ィ ル ター] メニ ュー 一 [ぼかし ] 一 [ガウ ス ぼ か し ] を か ける 。 
すでに ある 程度 の 遠近 感 が 出 て いる の で 、「 ぼ か す 範 囲 」 は 「4」 と 控え め に 設定 し た 。 


遠景 が ば か され る こと で 、 よ り メ 2 © 
(Ss WEKG) 400 < OK 


イン と な る 女の子 が 目立つ 。 = [tr 


¥ フル の 


仕上 げ る 


全体 の 色 や 雰囲気 を 調整 し て 、 完 成 に 持っ て いき ます 。 


画面 全体 に 合成 モー ド 「 オ ー バ ー レ イ 」 で テク スチ ャ “を 貼る 。 こ れ に より 、 よ り イ ラス ト が アナ ログ っ ぽ 
く な る 。 
海外 の 素材 サイ ト 「DESIGNCUTS (https://www.designcuts.com/)] で 購入 し た 、 商 用 利用 可能 な 素材 を 元 に 加工 し た も の 


チラ シ に 文字 や 図柄 の テク スチ ャ を 貼 つ た り 、 カ ウン ター に 木目 の テク スチ ャ を 貼っ た り 、 全 体 の バラ ンス 
を 見 な が ら 細 か く カ ゲ を 調整 し て 完成 。 


©POINTO 球 材 の スト ッ ク 
チラ シ に 貼る 図柄 や 、 よ く 使 う テ クス チャ は 常 日 頃 か ら ス トッ ク し て お きま し ょ う 。 


東洋 らし さ の コツ 


看板 や チラ シ に 書い て ある 文字 は 実在 する 
文字 で は な く 、 オ リ ジ ナ ル の 文字 で す 。 こ 
の ほう が 、 よ り フ ァ ン タ ジ ー 感 が 出 ま す 。 
オリ ジ ナ ル 文 字 で あっ て も 、 漢 字 を ベー ス 
に し た 形 に する こと で 東洋 感 を 出し て いま 
す 。 店 内 入り 口 付 近 の 鉄柱 の 張り 紙 は 、「2 
階 に 70 席 あ り ま す ! | と 書い て あり そう 
で す 。 
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し 


用 | 語り 1 / 
vagal Fe 


L/w 


栄枯 堆積 


- テク スチ ャ の 使い 方 - 


る 世界 観 設定 
東南 アジ アー イン ド と トル コ 系 の 題材 を ミッ クス し た イラ スト で す 。 

満遍なく 混ぜ る の で は な く 、 ス トー リー 性 を 感じ る よう な 配置 に し まし た 。 元 々 あっ た 東南 アジ アモ チー 
フ の 文明 が 滅ん だ 後 、 そ こ に トル コモ チー フ の 文明 が 地形 を 再 利 用 し な が ら 興 っ た と いう 設定 で す 。 こ 
の よう に 異 文化 を 、 意図 を 持っ て ミッ クス させ る だ け で も ファ ンタ ジー に な り ま す 。 

また 、 イ ラス ト 内 の 舞台 に 文化 的 、 歴 史 的 な 設定 を 織り 込む と 、 イ ラス ト の 構図 や 構成 、 題 材 的 に も 深 
み が 出 ます 。 

ちな み に 、 色 味 的 に も 東南 アジ アモ チー フ (仏像 等 ) は 古い 文明 と いう こと も あり 、 岩 の ザラ つい た く 
すん だ 色 で 描き 、 そ の 対比 と し て 
トル コモ チー フ ( 宮 殿 や 大 門 な ど ) 
は 、 タ イル の 鮮やか さや 外壁 表面 
の ツヤ 表現 に 重み を 置い て いま 
す 。 
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Illust & Making by ゾウ ノ セ 


る 解説 の ポイ ント 

テク スチ ャ を ふん だ ん に 使っ た イラ スト で 
す 。 質感 だ け で な く 、 人 工 物 の 連続 する ディ 
テー ル や タイ ル 模 様 な ども テク スチ ャ 的 な 処 
理 で 描い て いま す 。 

ここ で は 、 テ クス チャ 素材 の 使い 方 に 焦点 を 
当て て 解説 し ます 。 取 り 上 げ る の は 、 大 きく 
分 け て 下記 3 つの 方 法 で す 。 


1. テク スチ ャ ブラ シ に よる 質感 の 出し 方 
2. テク スチ ャ 素材 の 貼り 方 
3. 写真 を テク スチ ャ 素材 と し て 使う 方 法 


テク スチ ャ は 、 用 意 す る の に 手間 が か か り 、 
配置 に も ひと 工夫 必要 な 部 分 も あり ます が 、 
イラ スト の 最終 的 な クオ リティ アッ プ に つ な 
が る 重要 な 技術 で す 。 


1 ラフ を 描く 
画面 構成 を 考え る 


今回 は 要素 も 多い の で 、 ま ず は イメ ー ジ スケ ッ チ を 描い て 画面 構成 を 考え ます 。 
ここ で は 、 絵 面 を 固め る と いう より も 、 実際 に 手 を 動か すこ と で 頭 の 中 の 設計 
図 を 、 よ り 明 確 に する と いう 役割 が 大 きい で す 。 


© POINT©O この イラ スト の パー ス 


FN カス タム ブラ シ (P.18) の 「TF 下 描 き 」 で イメ ー ジ スケ ッ チ を する 。 ど ラフ は 、 パ ー ス を 決定 し た 上 で 描い て いき ます 。 


= = = 5 、 今回 は 、 ア イレ ベル を 画面 の や や 下 側 に 取り 、 奥 行き を 描く た め の パ ー ス と 
な = ヽ こ 盛 SINE; Veo 
の よう な モチ ー フ や 要素 を 、 イ ラス ト に 盛り 込む か を 決め て いく その 他 の モチ ー フ を 描く た め の パー ス を 組み 合わ せ て いま す 。 


| 


に 
詳細 な ラフ を 描く 
イメ ー ジ スケ ッ チ で 固め た イメ ー ジ を 、 詳 細 な ラフ に し て いき ます 。 
网 イメ ー ジ スケ ッ チ か ら 詳 細 な ラフ を 描く 。 こ こ で も 「TF 下 描き 」 ブラ シ に に SN 
を 使う 。 N 


a 
a 
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© POINTO 視線 誘導 
イメ ー ジ スケ ッ チ か ら ラ フ を 描く に あたっ て 、 視 線 誘導 や 画面 の 見 栄え を 意識 し 、 大 きく 変更 し た 部 分 が あり ます 。 


左手 前 の 石像 の 頭 部 を パー ス を 感じ させ る アン グル に 変更 し まし た 。 

イメ ー ジ スケ ッ チ で は 全体 的 に 下 を 向い て お り 、 パ ー ス の 効き 方 が いま いち わか り 
に くい 配置 で し た 。 そ こ で 正面 を 向 か せ る こと で 、 ア イレ ベル か ら 離 れ て 上 に 行く 
ほど 上 面 が 見 え に く く な る よう に し 、 パ ー ス を 意識 し や すい 構図 に し まし た 。 


イメ ー ジ スケ ッ チ の 時 点 で の 距離 感 の 刻み 方 は 、 


近景 : 左 の 石像 頭 部 

PR: 右 の 石像 頭 部 と その 周辺 
遠景 : 大 門 付近 
MAR: : トル コ 風 の 建造 物 


と いっ た 分 け 方 で 描い て いた の で す が 、 そ れ ぞ れ が 
スム ー ズ に つなが りす ぎ て お り 、 そ の 抑揚 の な さ が 
距離 感 を 損なわ せ て いま し た 。 視線 誘導 的 に 、 手 前 
か ら 奥 の 大 門 ま で の 間 で 邪魔 と な る 部 分 が な く 、 そ の スム ー ズ さ が 距 離 感 の 物足りな さ に 
直結 し て いま す 。 

そこ で 、 奥 の トル コ 風 の 大 門 と 手前 の 石像 の 頭 部 と の 間 に 、 壊 れ た 橋 を 追加 し て いま す 。 
これ は 、 視 線 を 良い 意味 で 妨げ る 取っ 掛か り の 要素 と な り 、 距 離 感 を 刻む 目安 と する こと 
で 、 画面 の スケ ー ル 感 を 大 きく 見 せる 狙い が あり ます 。 画面 の 賑やか し に も 一 役 買っ て い 
ます 。 

また 、 画 面 中 央 付近 に 消失 点 や 見 所 と な る 大 門 な ど を 配置 し た 関係 で 、 そ こ に 向かう 画面 
奥 へ の 視線 誘導 が 強く な りす ぎ て いま し た が 、 そ こ へ の 導線 を 全く 持た な い 、 真 横 に 横 切 
る よう な 壊れ た 橋 を 配置 し た こと で 、 視 線 誘導 の 単純 化 も 防い で いま す 。 


東洋 らし さ の コツ 
壊れ た 橋 は 設定 的 な 部 分 で も 、「 古 い 文明 の 橋 が 壊れ 、 そ の 部 分 を 
新しい 文明 の 橋 が 通っ て いる 」 と いっ た 象徴 的 な 要素 と な り ます 。 


右 奥 の 石 像 は 、 左手 前 の 石像 と の サイ ズ の 対比 を 大 きく し まし た 。 
これ に より 、 似 た モノ の サイ ズ 比 で 感じ られ る 距離 感 を 増大 させ て いま す 。 


SR LARUE C. 


や 


線画 を 描い て いき ます 。 こ こ で は 奥 の 大 門 を 例 に 、 
の テク ニッ ク を ひと つ 紹 介し ます 。 
それ は 、 正 面 図 か ら 立体 的 な 建物 を 描く 方 法 で す 。1 か ら 立 体 的 に 描 


建築 物 を 描く 上 で 


く 方 法 に 比べ 、 慣 れ な いう ち は 逆 に 手間 に 感じ る か も し れ ま せん が 、 
慣れ て し まえ ば 簡単 か つ 素早 く 描け り る よう に な る テク ニッ ク で す 。 


『 描き た い 部 分 の ラフ を 抜き 出し 、[ 編 集 ] メニ ューー [変形 ] 一 [ 自 
由 变形 (P.16)] で パー ス の 効い て いな い 平 面 的 な 状態 に する 。 


に 】 内 を 元 に 真正 面 か ら 見 た よう な 平面 的 な 線画 を 描く 。 距 離 に 応 
じ て 各 部 を 別 レ イヤ ー に 分 け て お く 。 わか りや すい よう に 線 の 色 
を 変え て お く と 良い 。 


回 を パー ス に 合わ せ 、 変 形 し て 配置 する 。 前後 の 移動 に よる 、 
各部 の 細か い パ ー ス の 変化 は 誤差 程度 な の で 気 に し な い 。 


[B) ITF 線画 ] ブラ シ で 、 パ ー ス に 合わ せ て 各部 の つなが りや 側面 を 
描く 。 


ほか の 部 分 も 描き 、 線 画 を 完成 させ る 。 
な お 、 岩 肌 の 生 線 部 分 以外 や 木の葉 の 部 
分 な ど 、 後 の 工程 で 加筆 する の で 、 こ の 
時 点 で は 描か な い 。 


ae 
ENE my 
し 


AN 
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線画 が 描け た ら 、2 章 の イラ スト 「 羊 追い 
Uballoon 空 (P.42)」 と 同じ よう に 、 距離 


Na 


ご と に レイ ヤー フォ ル ダ ー で 分 け て 、 ま と 


め て お きま す 。 


100 % 通 常 
近景 


a 1 USB 


L 
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3 塗り 分 ける 


モノ の 固有 色 を 塗る 


色 を 塗り 分 け て いき ます 。 今回 は 、 初 め に パー ツ ご と 
の 固有 色 (P.38) を 決め まし た 。 
ここ で は 、 近 景 を 例 に 解説 し ます 。 


回 「2-1」 の POINT で 作成 し た レイ ヤー フォ ル ダ ー 
の 中 に 、 下 地 用 の レイ ヤー を 作成 し て 近 景 全体 を 
塗り つぶ す 。 さ ら に その 上 に 、 固 有色 用 の レイ ヤー 
フォ ル ダ ー を クリ ッ ピ ング し 、 そ の 中 に パー ツ ご 
と の レイ ヤー を 作成 し て 細か く 塗 り 分 ける 。 まず 
は 、 塗 り 分 け や 塗り 残し を 判別 し や すい 色 を 使う 。 
ブラ シ は [TF メイ ン 」 を 使う 。 


に 】 モチ ー フ それ ぞ れ の 固有 色 に 塗り 替え る 。 こ の 時 
点 で は 、 嘘 離 感 に よる 色 の 変化 は 考慮 し な い 。 


テー マカ ラー に 寄せ る 


⑨ 
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に 4 
に 
ゃ 
に 4 


Sm i 


100 % 通 常 
左 木 -本 
100 % 通 常 
右 木 - 業 - 奥 


フォ トリ アル 寄り の 色彩 の 場合 は 、「3-1」 の 後に 距離 感 に よる 影響 を 足す だ け で す が 、 今 回 は さら に 工夫 し ます 。 
イラ スト 全体 の テー マカ ラー が 緑 、 黄 色 系 の 色 に な る よう に し ます 。 


PN 合成 モー ド 「 オ ー バ ー レ イ ] 
や 「 乗 算 」 の レイ ヤー を 、 
固有 色 の レイ ヤー の 上 に 作 
成 し 、 各 距離 ご と に 色 を 変 
える 。 近 景 の 青 系 か ら 遠 景 
に 行く に つれ 緑 、 黄 、 欄 と 
色 が 推移 する よう に する 。 


oo mimes 
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9 @je ¢@8 
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EE 
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木の葉 の 部 分 は 、 カ スタ ム ブ 
Dy [TF 壁 葉 ] 「TF 木々 単色 」 
「TF 木々 単色 縦長 ] ブラ シ を 
使っ て 描い て いま す 。 


トル コモ チー フ 
R:105 R:145 R:189 Mm R:169 R:255 R:61 R:33 
G:120 @ G:149 G:180 | » G:128 G:204 QO G:119 (a) G:66 
B:69 B:77 B:90 ™ B:49 B:80 B:76 B:46 


A. テク スチ ャ を 使っ て 描き 込む 
模様 を 作成 し て 貼り 込む 


テク スチ ャ を 使っ た 描き 込み は 、 イ ラス ト の クオ リティ アッ プ に つなが る 技術 で す 。 
まず は 、 ア ラベ スク 柄 (P.82) の 模様 の テク スチ ャ 素材 を 作成 し 、 遠 景 の 大 門 に 貼り 込む 方 法 を 解説 し ます 。 


大 きめ の サイ ズ で 模様 パタ ー ン を 作成 する 。 


作成 し た 模様 を コピ ー し て 、 パ ー ス に 沿っ て 配置 する 。 こ こ で は 模様 を 配置 する 大 門 を 覆う つよ うな 感じ に 配置 する 。 


で 配置 し た 模様 を 、 貼 り 付 ける 大 門 の 部 位 ご こと に コピ ー し 、「3-1」 で 作 
成 し た 固有 色 レ イヤ ー か ら 選 択 範囲 を 作成 (P.17)、 レ イヤ ー マ ス ク (P.17) 
を 作成 する 。 マ スク し た 各部 模様 レイ ヤー は 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー に まとめ 
て お く 。 
固有 色 の レイ ヤー に ク 
リッ ピン グ し て も 良い 
が 、 マ スク を 作成 し た ほ 
う が 、 模 様 部 分 の み を 手 
軽 に 調整 で きる 。 
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大 門 全体 に 模様 を 貼り 込む 


大 門 に 模様 を 貼り 込み 、 終 わっ た ら 一 度 マ スク を 適用 し て お きま す 。 


回 「4-1」 と 同じ 手順 で 、 模 様 を ほか の 
部 分 に も 貼り 込む 。 


| に 】 ここ で 一 度 各 マス ク を 適用 する 。 マ ス 
ク の 適用 は 、[ レ イヤ ー] メ ニュ ーー[ レ 
イヤ ー マ ス ク ] 一 [マスク を レイ ヤー 
に 適用 ] (も しく は 、 レ イヤ ー を 右 ク 
リッ クー [マス ク を レイ ヤー に 適用 ]) 
で 行う 。 こ れ で 、 模 様 の 不要 な 部 分 が 
消え る と 共に 、 次 の 工程 で 再度 マス ク 
を 作成 し 、 ブ ラ シ で 細か い 調 整 が で き 


る よう に な る 。 
模様 を な じ ま せる 


も う 一 度 レ イヤ ー マ ス ク を 作成 し 、 テ クス チャ の 効い た ブラ シ を 使っ て 模様 を な じ ま せ て いき ます 。 


これ で 、 テ クス チャ の 貼り 込み は 完了 で す 。 


ト co eee 回 | | ト 上 藤野 
ae ee 100% 通 常 
本 吕 ” mens 
100 % 通 常 100 % 通 常 
本 *: 模样 3 
100 % 通 常 100 % 通 常 
EV | _ Es boa 
00 %) 00 $3 
IE a 
ee 
ro Bue ST 
100 % 通 党 100 % 通 党 
下 地 hee 
roe A 


加 各 模 様 レイ ヤー に 再度 レイ ヤー マス ク を 作成 する 。 レ イヤ ー マ ス ク の 作成 は 、 選 択 範囲 を 作成 し て いな い 状 態 で 、 レ 


イヤ ー パ レッ ト の 「 レ イヤ ー マ ス ク を 作成 回 」 を クリ ッ ク す る 。 


に 】 レイ ヤー マス ク の サム ネイ ル を 選択 し 、「TF BE 凸 ] 「TF 岩 壁 2) 「TF 岩 壁 凹 」 「TF 岩 璧 MY 2) 「TF レン ガ Gd 「TF 
レン ガ 凹 ] な どの テク スチ ャ の 効い た ブラ シ を 使っ て 、 模 様 を 部 分 的 に 消し て な じ ま せ て いく 。 レ イヤ ー マ ス ク の 


範囲 を 追加 する と き は 透明 色 、 レ イヤ ー マ ス ク の 範囲 を 消す と き は 色 の つい た 描画 色 を 使う 。 


Cesc 
ca 
es 
a 
ae 
ome 


100 % 通 常 
に 下 地 
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テク スチ ャ ブラ シ で 質感 を 加え る 
光 を 当て て いき ます 。 大 きく 光 を 当て 、 テ クス チャ の 効い た ブラ シ を 使っ て 


質感 を 入れ る よう に 消し て いき ます 。 
加 部 に 使っ た ブラ シ は 下記 の と お り で す 。 


岩場 、 石 像 部 分 に は 、「TF 質感 ペン 」「TF 岩 壁 凸 」「TF 岩 壁 2) 「TF 
岩 壁 凹 「TF 岩 壁 凹 ク 1 ブラ シ 。 


木 の 部 分 に は 、「TF 植物 」「TF 植物 大 ] ブラ シ 。 


转 遺跡 部 分 に は 、 「TF 岩 壁 凸 」「TF Be 2) 「TF 岩 壁 凹 」 
「TF 岩 壁 M2) 「TF レン ガ 凸 」「TF レン ガ 凹 ] ブラ シ 。 


最 遠景 の 建物 に は 、「TF レン ガ 凸 」 「TF レン ガ 凹 ] ブラ シ 。 


一 旦 全体 の 色 を 整え る 


光 や 質感 が ある 程度 人 っ た と ころ で 、 一 旦 全体 の 色 を 整え ます 。 


合成 モー ド 「 ス クリ ー ン 」 や 「 オ ー 
バー レイ 」 の レイ ヤー を 使い 、 全 
体 の 色 を 整え る 。「 ス クリ ー ン 」 で 、 
各 距 離 の 境界 部 分 を 薄く し 、 距離 
感 を 強調 する 。「 オ ー バ ー レ イ 」 で 、 
明る い 部 分 と 暗い 部 分 の コン トラ 
スト を は っ きり させ る 。 


© POINT© 本 二 


「 ス クリ ー ン 」 や 「 オ ー バ ー レ イ 」 
に 限ら ず 、 合 成 モ ー ド を 使え ば 下 
の 色 を 反映 し つつ 調整 可能 で す 。 
自然 な 色合い で 色 を 変更 で きま す 。 


Ths 


カゲ を 描く 


カゲ を 入れ て いき ます 。 


PN 「TF メイ ン 」 ブラシ を 主体 に 、 各部 「4-4」 の 工程 で 使っ た の と 同じ テク スチ ャ の 効い た ブラ シ も 使っ て カゲ を 塗る 。 


に 】 全体 に カゲ が 入っ た 状態 。「4-9」 の 工程 で 遠近 感 に よっ て 
か すま せる よう な 処理 を する の で 、 そ れ を 前 提 に 少し 濃い め 
に 塗っ て いる 。 


/ law =_ ーー 
写真 を 使っ て ディ テー ル を 描く 
テク スチ ャ 素材 の 貼り 込み 、 テ クス チャ ブラ シ を 使っ た 質感 の 描画 と きた の で 、 最 後に 写真 を 活用 し た 描画 方 法 を 解説 し ます 。 
最速 景 の 建物 の 内 部 を 例 に 解説 し ます 。 次 ペー ジ の POINT も 併せ て 参照 し て くだ さい 。 


了 「 街 並み 」「 街 並み 2」 の 写真 を 使っ て ディ 
テー ル を 追加 する 。 モノ クロ に し た 写真 
を 貼り 、 そ こ か ら 選 択 範囲 を 作成 、「TF 
エア ブラ シ 」 で 色 を 重ね て 塗っ て いく 。 


に 】 「 ガ ラス 円 筒 」 の 写真 を 使い 、 高 層 の 窓 
ガラ ス の よう な ディ テー ル を 加え る 。 映 
り 込 み を 意識 し 、「4-8」 の 工程 で 作成 
する 空 の 色 に 合わ せ た よ うな 色 使 い に す 
る 。 


内 部 の 明か り を イメ ー ジ し 、「 夜 景 」「 夜 
景 2] の 写真 を 使っ て オレ ンジ 系 の 色 を 
加え る 。 
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ON Te) ROM, 写 真 テ クス チャ の 使い 方 
写真 を テク スチ ャ 素材 と し て 使用 する 方 法 を 解説 し て いき ます 。 


EN テク スチ ャ 素材 の 元 に な る 写真 を モノ クロ の 素材 に 変換 する 。[ 編 集 ] メ 
ニュ ーー [色調 補正 ] 一 [色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 ] で 、 彩 度 の 値 を 「-100] に 
設定 し て グレ ー ト ー ン に し 、[ 編 集 ] メニ ューー [色調 補正 ] 一 [レベル 
補正 ] で 、 白 黒 の メリ ハリ を は っ きり させ る 。[ 編 集 ] メニ ュー [HE 
を 透明 度 に 変換 ] で 白い 部 分 を 透明 化す る 。 これ で 、 テ クス チャ 素材 が 完成 。 


El 四 で 作成 し た テク スチ ャ 素材 を コピ ー し 
て 、 テ クス チャ 感 を 出し た い 部 分 (ここ 
で は 岩 の シ ル エ ッ ト ) の 上 に ペー スト す 
Bo 貼り 付け た テク スチ ャ を 、[ 編 集 ] メ 
ニュ ーー [変形 ] 一 [自由 変形 ] で 拡大 、 
回 転 、 場 合 に よっ て は 変形 し 、 デ ィ テ ー 
ル や 質感 を 追加 し た い 部 分 に 配置 する 。 


素材 を ペー スト 


ctl) オク リッ ク 


配置 し た テク スチ ャ 素材 の レイ ヤー の サム ネイ ル を 
ce キク リッ ク し 、 選 択 範囲 を 作成 する 。 


[B) 選択 範囲 が 作成 で きた ら 、 テ クス チャ 素材 を 非 表示 に する 。 新規 レイ 
ヤー を 作成 し 、「 下 の レイ ヤー で クリ ッ ピ ング 」 す る 。 レ イヤ ー を 作 
成 し た 選択 範囲 で 塗る と 、 テ クス チャ 感 を 追加 で きる 。 な お 、 合 成 モー 
ド は 、 状 況 に 応じ て 任意 に 変更 する と 良い 。 


非 表 示 に する 


に 100 % 通 常 
ガラ 2 円 筒 の コピ ー 


| 100 % ス リーン 

| 

回 | 100 % 通 常 
ベー ス 


新規 レイ ヤー を クリ ッ ピ ング し て 塗る 
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PR 写真 を 使っ て 雲 を 描く 


今回 の 雲 は 、「4-7」 の 工程 と 同じ よう に 写真 を 使っ て 描い て いき ます 。 


了 問 「 村 ワイ ド 」 の 写真 を 使っ て 、 入 道 雲 を 描き 入れ る 。 @ POINT G Wore] 
今回 は 地上 部 分 を か な り 描き 込 
に 】 「 空 」 の 写真 を 使っ て 右 部 分 の 雲 を 描き 込む 。 む の で 、 バ ラン ス を 取っ て 、 空 


は あっ さり め の 処 理 で 終わ ら せ 
まし た 。 た だ 、 色 は た だ の 青空 
で は な く 、 緑 や 黄色 、 赤 で 印象 
的 に し て いま す 。 


モヤ で 遠近 感 を 強調 する 

近 景 、 中 景 BR RENE PPO Bl 
け て いた レイ ヤー フォ ルター の po 
間 に か すん だ モヤ を 描き 込み f Een” 
遠近 感 を 強調 し て いき ます 。 ee eae 
2BOTSAKTHBUL に a 
balloon 2] [8-1 (P.60)] 本 mane 
で 行っ た 処理 と 同じ よう な 意図 。 

で す 。 * 

ここ で も 、 写 真 を 使っ て 描い て LF 

いき ます 。 に 


ro eee 
ro nee 
EF Fie 
ral 
に | ed 


(AN 近 景 、 中 景 、 遠景 、 最速 景 の レイ ヤー フォ ル ダ ー の 間 に 、 
合成 モー ド 「 ス クリ ー ン 」 の レイ ヤー を 作成 する (ここ 
で は 、 そ れ ぞ れ レ イヤ ー フ ォ ル ダー の 中 に 入っ て いる )。 


に 】 「 雲 ワイ ド 」 の 写真 を 使い 、 か すん だ モヤ の よう な ディ 
テー ル を 描き 込む b。 こ れ に より 空気 遠近 法 に よる 遠近 感 
だ け で は な く 、 自 然 な 空気 感 も 加え る こと が で きる 。 


全体 に モヤ を 描き 入れ た 状態 。 


118 


5 水 を 表現 する 
流れ る 水 を 描く 


流れ 落ち る 水 を 描い て いき ます 。 こ こま で 描い て こ な か っ た の は 、 透 
明 感 を 出す た め に 、 水 で 隠れ る 部 分 の 描画 が 必要 だ っ た か ら で す 。 


不透明 度 を 「40%] 程度 まで 下げ た 半 透 明 の レイ ヤー を 作成 する 。 


に 】 見 え に く いか も し れ な い が 、「TF メイ ン 」 ブラシ を 使っ て 、 う っ 
すら と 流れ 落ち る 水 の シ ル エッ ト を 描く 。 透 明 感 を 出す た め に 、 
ここ で 濃い め の 色 は 使わ な いよ うに する 。 


レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 し 、 シルエット を 描い た レイ ヤー を 入 
れ 、 シ ル エ ッ ト の 範囲 で レイ ヤー マス ク を 作成 する 。 
さら に レイ ヤー フォ ル ダ ー の 中 と その 上 に 、 合 成 モ ー ド 「 加 算 (発光 )」 OL 
イヤ ー を それ ぞ れ 作成 する 。 


[玉生 に 沿う よう な 形 で 、 明る い 部 分 を 描き 込む 。 波 に な っ て いる 部 分 、 飛 洲 に な っ 
て いる 部 分 な ど を 意識 し て 描く と 良い 。 こ こ で は 「TF 滝 」 ブラ シ を 使っ て いる 。 


辐 色 の 濃く な っ て いる 部 分 を 描く た め の 「 乗 算 ] レ イヤ ー、 さ ら に 飛び 散る 飛 潜 
を 描く た め の 「 加 算 (発光 )」 レイ ヤー を 作成 する 。 


暗い 部 分 を 描き 込む 。 さ ら に 、 飛 び 散 る 飛 潜 を 描き 加え る こと で 、 水 の 勢い を 
表現 で きる 。 


滝 を 描く 


右上 奥 の 滝 を 描き ます 。 


PN (TF) [TF 質感 ペン 」 ブラ シ を 使い 分 け 
て 、 滝 の シル エッ ト を 描く 。 


合成 モー ド 「 加 算 (発光 )]」 の レイ ヤー で 
明る い 部 分 を 描く 。 こ こ は 遠 景 の た め 、 あ 
まり 凹凸 出し た く な か っ た の で 、 全 域 を 
明る くし て いる 。 単 に べた 塗り で 明る くす 
る の で は な く 、「TF 滝 ]「TF 質感 ペン 」 ブ 
ラ シ で 流れ を 意識 し た スト ロー ク で 塗る 。 


合成 モー ド 「 乗 算 」 の レイ ヤー を 使い 、 岩 
に 当たっ て 別れ て 筋 と な っ て いる 部 分 を 強 
調 させ る 。 


水 
Fa] oma 
飛 ま 
= 00 % 
了 @ +R ジェ エッ トマ スカ 
= 100 * DOR GEE) 
BA る いい SP 分 


~ > esis iE | 


の 100% 通 过 


100 % 加 算 (丝光 ) 
画 | 


100 % Dose GEFE) 
RR 


it 
z 100 % 通 過 
Me の 
100 % 加 邊 (発光 ) 
に 株 
100 Xe 
Ny 
40 % 通 常 
シル エッ ト 
ay 
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6 仕上 げ OPOINTO “2, regan So 


これ だ け で は コン トラ スト 比 が 弱い と 感じ た と ら 、[ レ イヤ ー] メニ ュー 一 [新規 色調 補正 


= > レイ ヤー] 一 [明る さ ・ コ ント ラス ト ] の 色調 補正 レイ ヤー を 作成 、 調 整 する 。 
6-1 
合成 モー ド 「 オ ー バ ー レ イ 」 を 使い 、 全 ~ ca 
体 の 色調 、 コ ント ラス ト を 整え ます 。 Su 


Cy 100 se 
加 全て の レイ ヤー の 一 番 上 に 、 合 成語 癌 smw 


モー ド 「 オ ー バ ー レ イ 」 の レイ ヤー 
フォ ル ダ ー を 作成 する 。 そ の 中 に 、 
青色 を 塗る レイ ヤー、 オ レン ジ 色 を 
塗る レイ ヤー を 作成 する 。 


に 】 「TF エア ブラ シ 」 を 使い 、 明 る いと 
ころ は 明る く 、 暗 いと ころ は 暗く な 
る よう に 、 青 や オレ ンジ 色 を 塗っ て 
全体 の 色調 と コン トラ スト を 整え る 。 


キャ ラ と 渡り 鳥 を 描く 


キャ ラク ター と 渡り 鳥 を 描き 加え て 完成 させ ます 。 


PN 左 の 仏像 付近 に キャ ラ を 追加 する 。 キャ ラ の 大 
き さ で モチ ー フ の 巨大 さ を 表現 で きる 。 


に 】 石 の 通路 に キャ ラ を 追加 する 。 左 の キャ ラ と の 
サイ ズ 感 に 注意 し な が ら 描 く 。 


ITF 鳥 」 ブラ シ を 使っ て 、 渡 り 鳥 の 群れ を 描く 。 
細か い 描 写 は せ ず 、 シ ル エ ッ ト 的 に 描く 。 色 は 
濃い ピン ク 色 を 使い 、 差 し 色 (P.53) と する 。 


[B) これ ら は 、 全 体 の 分 布 や 距離 感 に よる サイ ズ 比 、 
重要 な 部 分 に 被っ つて いな いか 、 注 意 し な が ら 配 
置 する 。 最 後に 、 気 に な る 部 分 が あれ ば 調 整 し 
て 完成 


© POINT©O ‘NOs Vee) 
キャ ラ を 配置 する 場所 は 、 実 際 に キャ ラ が 通り そう 
な と ころ を 考え る の が コツ で す 。 た と えば 、 ゲ ー ム 
を や っ て いて 行き た く な る よう な と ころ を イメ ー ジ 
する と 良い と 思い ます 。 
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ひと つの モチ ー フ か ら 
連想 し て 描く 


6 


に ーー 


草 


PSH 
i ビラ が 
| ビン | 
leq Bey | 
pet 
| リー ニラ 


ーー 


/ 


る 世界 観 設定 


すべ て の 水 が こ こ か ら 生 まれ て くる よう な 、 神 秘 的 な 場所 で す 。 空 に 浮遊 し て いる 神殿 と いう 設定 で 、 一 番 奥 に 見 えて い 


る の は 地上 で す 。 


半 透 明 の 床や 空 を 泳ぐ 魚 、 重 力 無視 の 建築 な ど 、 現 実 世界 の 法則 を 無視 し た モチ ー フ を 多く 取り 入れ る こと で 、 幻 想 的 な 


ファ ンタ ジー 空間 に な っ て いま す 。 


背景 の メイ ン モ チー フ で ある 奥 の 神 殿 は 、 厳 島 神社 が 発想 の ベー ス に な っ て お り 、 屋 根 を 中 華 風 に し た り 、2 階 建 て に し 


た り し て オリ ジ ナ リティ を 出し まし た 。 


Ree Sie ay 
/ 月 IL 


NEENLIDSML 


— Dk] PSO. F417 i778, BAROWH 一 Illust & Making by 藤 ち ょ こ 


る 解説 の ポイ ント 

イラ スト の 軸 と な る モチ ー フ を ひと つ 決 め 、 そ こ か ら さ ま ざ ま な モ 
ノ を 連想 し て 描い て いく コツ を 解説 し ます 。 

この イラ スト の 軸 と な る の は 「 水 」 で す 。 水 と いう モチ ー フ か ら 、 
流水 、 魚 、 透 明 な 回 廊 、 鏡 な ど と 発想 を 広げ て いま す 。 青 色 を 基調 
と し た 画面 か ら は 、 静 寂 さや 神秘 さ を 感じ られ る の も 特徴 で す 。 
ここ で は 、 水 を ベー ス と し た さま ざま な 表現 方 法 を 解説 し ます 。 


構図 と し て は 、3 点 透視 図法 を 使っ た ダイ ナミ ッ ク な も の に な っ て 
いま す 。 

夜 の 風景 な の で 、 暗 め の 画 面 の 中 で 目立つ よう に 、 キ ャ ラク ター (LA 
降 : キャ ラ ) に は 明る い 色 を 使い 、 初 め に パッ と キャ ラ に 視線 が い 
く よ う 、 背 景 に 埋もれ な いよ うに し まし た 。 そ こ か ら 、 キ ャ ラ に 近 
く 、 か つ 描 き 込 み の 密 度 が 高い 奥 の 神 典 に 目線 を 流し 、 リ ズミ カル 
に 配置 され た 提灯 で 画面 全体 に 視線 が 動く よう に 設計 し て いま す 。 


し め な わ 


神社 で よく ご 神体 と し て 丸い 鏡 が 置か れ て いま す よ ね 。 屋 根 の 上 の 鏡 は 、 そ れ を モチ ー フ に し て いま す 。 さ ら に 、 注 連 縄 
や 紙 垂 な どの アイ テム を か ら め る こと で 、 よ り 東 洋 感 や 神秘 的 な 只 囲 気 を 出し まし た 。 


も う ひ と つの メイ ン モ チー フ の 提灯 。 提 灯 の 中 心から は 水 と 光 が 生 まれ 、 さ ら に 魚や 水草 、 玖 期 な ど を 配置 し て いま す 。 

提灯 と いう な じみ 深い 形 を 用 いつ つ 、 オリ ジ ナ リティ の ある デザ イン を 目指 し まし た 。 ま た 、 提 灯 の 外 枠 は 、 日 本 画 の 波 
の 形 を イメ ー ジ し た 金属 で で き て いま す 。 

奇抜 すぎ る と 、 パッ と 見 て それ が 一 体 ど の よう な も の な の か わか ら ず 、 見 る 側が 混乱 する の で 、 な じみ 深い 形 を ベー ス に 、 
奇抜 な デザ イン を 乗せ る 、 と いう の が 私 の よ 
く や る 手法 で す (P.22 の 、 セ ー ラ ー 服 を ベー 
ス に し た 和 の 衣装 も そう で すね ) 。 

それ が 、 オ リ ジ ナ リティ を 出し つつ 、 か つ 安 
定 感 も 出せ る バラ ンス な の で は な いか と 思い 
ます 。 
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] ラフ を 描く 


3 点 透 視 の パー ス の ガイ ド を 作成 する 


これ まで と 同じ よう に 、 初 め に 全体 の 大 ま か な 構 図 が わか る 程度 の ラフ を 描き ます 。 その 
後 、 パ ー フ 定規 を 作成 し 、 ガ イド と な る パー ス 線 を 何 本 も 引い て いき ます 。 今回 は 、 吸 い 
込ま れる よう な 了 臨場 感 の ある 画面 に し た か っ た の で 、4 章 の イラ スト より も 高 さ の パー ス 
を 強め に し て いま す 。 


PN カス タム ブラ シ 「G ペン TF (P.19)」 を 使い 、 ざ っ くり と モチ ー フ の 大 ま か な 配 置 
と パー ス 感 を 決め る 。 


に 】 定規 ツー ル の 「 パ ー ス 定規 (P.89)」 を 使っ て 、3 点 透 視 の パー ス 定 規 を 作成 する 。 
今回 は フカ ン の 構図 と な る の で 、 ア イレ ベル は キャ ン バ ス 外 の 上 部 に ある 。 


ガイ ド 用 の レイ ヤー を 新規 作成 し 、 パ ー ス 定規 を 有効 に し て ガイ ド を 描く 。 
ae 


に ra a, ルル ング 多 
a デ a4 . 
消失 点 Heer レデ ルル 
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[45 % 通 党 
| ass 
100 % 通 常 
パー2 定 規 1 


カラ ー ラ フ を 作成 する 
ガイ ド を 使い 、 改 め て ラフ を 描き ます 。 よ り 細 か く モ チー フ を 描き 、 
色 を 乗せ て カラ ー ラ フ を 作成 し ます 。 


PN カラ ー ラ フ を 作成 する 。 こ こ で 決め た 色 が 完成 に 近い 色 に な る 。 


使用 する お も な 色 
R:10 R:20 R:116 R:96 
@ ex G:65 © 6:255 @ e:210 
B:78 B:117 B:255 : 
R:157 R:184 R:169 R:112 
个 G:232 @⑧ G:180 Oo G:139 a) G:234 
B:237 B:170 B:103 : 
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2 メイ ン と な る キャ ラ を 描く 
構図 に 合わ せ て 描く 


今回 は フカ ン の 構図 な の で 、 キ ャ ラ も それ に 合わ せ て フカ ン で 描い て いき ます (大 きく ふく らん だ スカ ー 
ト 状 の 衣装 な の で 、 パ ー ス 感 が 少し わか り に くい で す が ……)。 

フカ ン は 、 簡 単に 言っ て し まえ ば 、 下 に な る 部 位 ほど 小さ く 見 える 構図 で す 。 違 和 感 な く 描 くに は 練習 が 
必要 で す が 、 パ ー ス 定規 や ガイ ド を 使っ て チャ レン ジ し て みて くだ さい 。 


PN キャ ラ の 線画 を 描き 、「1-2]」 の カラ ー ラ フ で 決め た 色 で 塗る 。 


| に 】 カラ ー ラ フ と 完成 し た キャ ラ を 合わ せ た 状態 。 キャ ラ も パー ス を 意識 し て 描く こと で 、 背 景 と な じ む 。 


© POINT 電 計 之 人 ゴミ ロッ ュ c】 


今回 は 、4 章 の イラ スト と 違っ て 、 夜 の 時 

間 帯 の イラ スト で す 。 背景 が 暗い 色合い に 

© POINTO eo な る の で 、 逆 に キャ ラ の 髪 色 を 白色 に し ま 
BERTRLUNTVeERS OF a す 。 さ ら に 、 手 前 の 提灯 か ら の 光 を 当て て 
要素 の 2 つ ( キ ャ ラ ・ 奥 の 神殿 ) 明る くし 、 暗 い 背景 か ら 浮き 上 が ら せ 、 目 
を 、 近 い 領域 に 配置 し て いま 
す 。 こ れ は 、 イ ラス ト を 見 る 
側 の 視点 を ブレ させ な いと い 
つう 意図 が あり ます 。 
加え て 、 そ れ 以 外 の 要素 も 満 
遍 な く 見 て ほし い の で 、 リ ズ 
ミカ ル に 配置 され た 明る い 提 
灯 で 視線 が イラ スト 全体 を め 
ぐる よう に 設計 し て いま す 。 


立つ よう に 設定 し まし た 。 


メイ ン と な る 2 つの 要素 が 、 
近い 領域 に ある 
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っ 具体 的 な 形 で 水 を 表現 する 


回 廊 を 描く 


ラフ を 薄く 表示 させ 、 キ ャ ラ が 歩い て いる 回 廊 の 線画 を 描い て い パー ス 定 規 に スナ ッ プ し て 描く 
きま す 。 


『 新規 レイ ヤー を 作成 する 。 ラ フ の 不透明 度 
を 下げ て 薄く 表示 する 。 


| に 】 パー ス 定 規 に スナ ッ プ させ な が ら 、 ダ ウン ロー ドブ ラ シ の 
「 鉛 筆 5 混合 (P.20)」 で 線 を 引く 。 回 廊 の 手前 側面 に 付い 
て いる 、 波 の 形 を し た 金属 の フレ ー ム は 、 パ ー フ 定規 を 無 
効 に し て 描く 。 


‘ ©POINTO Weep) 
提灯 を 描く 4 章 の イラ スト と 違い 、 線 を アナ ロ 
回 廊 の 上 の 提灯 を 描き ます 。 グ 的 に ブレ させ る こと は せ ず 、 カッ 


チリ と し た 直線 を 引い て いま す 。 
これ は 、 神 の 御 業 で 作ら れ た よう 


PN バー ス 定 規 を 使い つつ 、 大 ま か な 形 を 描く 。 曲 線 部 分 は パー 定規 を 無効 に し て 描く 。 な 神秘 さ 、 そ し て 少し 冷た い 雰 囲 
気 を 出し た か っ た た めで す 。 
この よう に 、 線 の 描き 方 ひと つ で 、 
に 】 内 に 沿っ て 、 提灯 の 外 枠 を 描く 。 回 廊 の 手前 側面 に 付い て いる フレ ー ム と 同じ よう に 、 日 本 画 の 波 の 形 モチ ー フ の 紛 囲 気 を 変え る こと が 
を イメ ー ジ し た 金属 で で き て いる 。 で きま す 。 


キャ ラ 周 辺 ( 近 景 ) の 線画 が で きた 状態 。 
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回 廊 を 塗る 


回 廊 を 塗り ます 。 水 の よう な 質感 、 透 明 感 を 表現 し て いき ます 。 
線画 の 下 に レイ ヤー を 新規 作成 し 、 ベ ー ス と な る 水色 で 回 廊 を 塗り つぶ す 。 


に 】 水 の よ うな 質感 を 加え た か っ た の で 、 ダ ウン ロー ドブ ラ シ の [四 角 水 彩 (P.20)」 
を 使い 、 キ ャ ラ の 持つ 水 提灯 を 中 心 に 水面 が 揺れ る よう な 模様 を 描く 。 


回 廊 は 半 透 明 と いう 設定 な の で 、 側 面 が 表面 を 透かし て 見 えて いる 。 奥 の 側面 
部 分 を 濃い 水色 で 塗る こと で 表現 する 。 


© POINTO ego) eis 
手前 の 階段 は 、 回 廊 と 同じ く 水 の フチ に 白く 線 を 引き 、 表面 に 反射 光 を 入れ て ツヤ 感 を 出す 
よう な 透明 感 の ある 物質 で で き て 
いま す 。 し か し 、 イ ラス ト 全 体 を 
見 た 際 に 、 階 段 の 側面 に 濃い 色 が 
あっ た ほう が 締まり が 良い と 判断 
し 、 紺 色 で 塗り つぶ し まし た 。 こ 
の よう に 、 構 図 全 体 の 色 の リズ ム 
を 常に 考え な が ら 色 を 置く よう に 
し て いま す 。 
また 、 ツ ヤ 感 を 出す た め に 、 階 段 
の フチ に は 白く 線 を 引き 、 表 面 に 
は 反射 光 を 描き 入れ まし た 。 
側面 の フチ に は ピン ク 色 を 差し 色 
と し て 入れ て いま す 。 差し 色 と し て の ピン ク 
紺色 で 塗っ て イラ スト 全体 に 締まり を 出す 


提灯 を 塗る 


提灯 の 外 枠 を 塗っ て いき ます 。 
『 回 廊 と 同じ よう に 、 提灯 の 外 枠 を ペー ス 色 で 塗り つぶ す 。 


に 】 提灯 の 外 枠 は 鈍く 光る 金属 と いう 設定 な の で 、 彩 度 を 抑え た 黄土 色 を ベー ス に 
塗っ て いく 。 ブ ラ シ は 「G ペン TF] を 使う 。 
光源 は 提灯 の 内 側 な の で 、 内 側 に 面 し た フチ を 明る くし 、 逆 に 外側 は 暗く する 。 
下 に レイ ヤー を 新規 作成 し 、 背 面 の 外 枠 も 描き 入れ る 。 グレ ー で シル エッ ト を 
見 せる 程度 に し た ほう が 、 立 体感 が 出る 。 
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側面 を 濃い 水色 で 塗る 


内 側 に 面 し た フチ ほど 明る く 


背面 は シル エッ ト 的 に 処理 


キャ ラ の 持つ 提灯 を 描く 

キャ ラ の 持つ 提灯 を 描き ます 。 提灯 と いい つつ 、 こ ちら は 外 
枠 が な く て 、 水 の 渦 の 中 心から 光 が 生 まれ て いる よう な イ 
メー ジ で す 。 


PN [288 5 混合 ] ブラ シ で 提灯 の 周り を 泳ぐ 魚 を 描く 。 


[E] 「G ペン TF] CREBS. 提灯 の 発する 明る い 光 の 中 で 際立つ よう 
に 、 紺 色 ベ ー ス と し た 。 


渦巻 く 水 を 描く 。 エ ッ ジ の 効い た ハイ ライ ト を 中 心 に 描く 。 


[B) さら に 水 を 描き 込み な が ら 、 魚 が 水 に 映り 込ん で いる 様子 も 描く 。 
水 の 透 明 感 を 表現 で きる と 共に 、 立 体感 も 生ま れる 。 


[ ヨ 合成 モー ド 「 加 算 (発光 )] の レイ ヤー を 作成 し 、 エ アブ ラ シ ツ ーー 
ル の 「 和 柔らか 」 を 使っ て 渦 の 上 に 水色 を 置く 。 光っ つて いる よう な 表 
現に な る 。 


近 景 の 提灯 を 描き 込む 
近 景 の 提灯 の 周り を 泳ぐ 魚 、 下 其 や 水草 を 描い て いき ます 。 光源 は 提灯 の 中 心 で 
ある こと を 意識 し て 塗っ て いき ます 。 


提灯 の 周り を 泳ぐ 魚 を 描く 。 魚 は 紺色 だ が 、 提 灯 の 中 心から の 光 が 当 た っ て 
いる 部 分 は 、 明 る く な る よう 塗る 。 
また 、 水 に 濡れ た よう な ツヤ 感 を 出す た め 、 明 る い 色 で ハイ ライ ト も 描く 。 
この と き 、 ウロ コ の 模様 を 意識 し て 、 粒 っ ぽい タッ チ を 入れ な が ら 塗 つて いく 。 


に 】 下 贅 や 水草 を 描き 、 メ イン と な る 数 匹 の 魚 以 外 に も 、 シ ル エ ッ ト 的 に 小さ な 
魚 を 何 匹 か 配置 する 。 
提灯 の 中 に 渦巻 く 水 は 、 ペ ン の 不透明 度 を 低く し 、 タ ッ チ で 水 の 揺 ら き を 出 
し な が ら 描 く 。 


© POINT© 水 の 描き 方 の コツ 


水 は 透 明 な モチ ー フ で す が 、 観 察する と キワ の 部 分 に 濃い 色 が た まっ て い 
た り 、 周 辺 の 色 の 映り 込み が ある の が わか る と 思い ます 。 そ れ ら を 丁寧 に 
描写 し て あげ る と リア リティ が 増し ます 。 

水 の 細 部 を 描写 する と き は 、 不 透明 度 「100%」 で 、 筆 圧 に よる 不透明 度 
の 千 渉 も OFF に し た ペン ツー ル の 「G ペン 」 (P.93) を 使い ます 。 この 
ほう が エッ ジ の 効い た ハイ ライ ト を 描く こと が で きる か ら で す 。 
白色 で 水 の ハ イラ イト を 描き 、 濃 い 紺色 を 部 分 的 に 足し て いき ます 。 
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こぼれ 落ち る 水 を 描く 
提灯 か ら こ ぼれ 落ち る 水 を 描き ます 。 水 の よう に 透明 な 物体 


は 、 後 ろ に 透け て 見 えて いる モチ ー フ を まず し っ かり 描い て 
か ら 、 そ の 上 に 描く よう に し て いま す 。 


PA 「G ペン TF」 で 直線 を 下 に 引い て 、 こ ぼれ 落ち る 水 の 流 
れ を 描く 。 


に 】 白色 で ハイ ライ ト 部 分 を 増やす 。 さ ら に 、「3-5」 の 工 
程 と 同じ よう に 、 濃い 部 分 、 周 辺 の 色 の 映り 込み を 描く 。 
これ に より 、 水 に 厚み が 出る 。 


SHSK AN—WHOC ATH 


OU LA UBETT 


左側 も 同じ よう に 描く 。 な お 、 流 水 を 描く と き は 、 下 に 
透け て いる モチ ー フ を 水 の 流 れ に 沿っ て 引っ 張る と 、 よ 
り リ アリ ティ が 増す 。 


[B) 提灯 の 上 に 合成 モー ド 「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー を 作 
MIS. FULT. 提灯 全体 に エア ブラ シ ツ ー ル の 「 和 柔 ら 
か 」 で ふわ っ と 光 を 加え る 。 提灯 か ら 光 が 漏れ 出 て いる 
よう な 表現 に な る 。 


水面 の 揺らぎ を 描く 


回 廊 に 水面 の 揺らぎ の よう な 模様 を 加え ます 。 


FE) 回 廊 の 上 に 合成 モー ド 「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー を 新規 作成 し 、 水 
面 に 模様 を 描く 。 


し 4 


る ヤラ 
100 % 加 征 ( 発 光 ) 
be on 
a 
ガイ ド 
Bam 100 % 週 常 
100 % 通 常 
ルイ ヤー 1 


100% 通 常 
に i 
『 
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に 】 下 の レイ ヤー を コピ ー し 、 自 由 変 形 さ せ て 、 部 分 的 に 揺らぎ の 密度 
を 高め る 。 こ れ に より 、 模 様 に 複雑 性 が 出 て 、 回 廊 の 透明 感 が 増す 。 
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キャ ラ 4 
100 % 加 重 ( 発 光 ) 
a! 老 模样 DIL — 
ind < 


beer] 


[| | 
レイ ヤー1 四 
了 


100 % 通 常 
ラフ 


4 遠景 を 描く 


神殿 の 線画 を 描く 


近 景 が で き て きた の で 、 遠 景 を 描い て いき ます 。 ま ず は 、 こ の イラ スト の も う ひ と つの メイ ン モ 
チー フ と な る 奥 の 神 殿 を 描き ます 。 


E\ ラフ で は 形 が ざっ くり し すぎ て いる の で 、 も う 一 度 詳 細 な 下 描き を する 。 


に 】 下 描き を 薄く 表示 させ な が ら 、「 鉛 筆 5 RS] ブラ シ で 線画 を 描く 。 


全体 の 立体 感 を 掴み や すい よう 、 神 殿 全体 に カゲ を 入れ る 。 


© POINTO ‘eva Dh y 


屋根 の 上 の 舞台 な ど 、 四 角形 の 対角線 を むす 
ぶ と 、 パ ー ス が 効い て いて も 簡単 に 中 央 を 割 
り 出 せま す 。 
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[1-2] の カラ ー ラ フ を 参考 に 、 神 殿 全体 を 塗っ て いき ます 。 


線画 の 下 に 通常 の レイ ヤー を 新規 作成 し 、 神 殿 全 体 を ベー スカ ラー で 塗り つぶ す 。 


さら に 、 ベー スカ ラー レイ ヤー の 中 で 、 屋根 に 色 を 乗せ る 。 瓦 の 密集 感 が 出る よう 、 
ペン タッ チ を 入れ な が ら 塗 る 。 ベー スカ ラー レイ ヤー と 同じ レイ ヤー に 塗っ て いる 


の で 、 と ころ どこ ろ 色 も 混合 させ て な じ ま せ る 。 


ベー スカ ラー、 線 画 レ イヤ ー よ り 上 に 、 
レイ ヤー を 新規 作成 し 、 細 部 を 描き 込 
ん で いく 。 線画 の 上 に も どん どん 色 を 
重ね て し まう 。 線画 を 部 分 的 に 塗り つ 
ぶす こと で 、 よ り 細 や か な 表現 に する 
こと が で きる 。 

金 装飾 は 、 明 る い 部 分 と 暗い 部 分 の リ 
ズム を 作り 、 鈍 く 光 っ て いる 感じ を 出 
す 。 
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これ まで と 同じ よう に 、 光 源 と 、 光 の 方 向 を 常に 意識 
し な が ら 描 き 進め ます 。 

今回 は 、 神 典 の 内 部 が 光源 に な っ て いま す 。 夜 に 人 工 
光 が 光 源 に な る 場合 は 、 そ の 光源 を 中 心 に 光 が 広がっ 
て いき ます 。 

また 、 窓 か ら の 光 が 床 に 反射 し て いま す 。 少し 大 げ さ 
な くら い 光 を 入れ る と ドラ マチ ッ ク に な り ま す 。 

光源 ( 窓 ) に 近い 部 分 の 反射 光 は 強く 明る く 、 距 離 が 
離れ る に つれ 8 く 暗 くし て 距離 感 を 演出 し ます 。 


| 東洋 らしさ の コツ 


床 は 、 木 の 板 を 張り 合わ せ て 作ら れ て いる と いう 設 
定 で す 。 

遠く の 建物 な の で 、 木 の 板 1 枚 1 枚 を 描写 する こ 
と は し ませ ん が 、 木 の 板 の 密 集 感 を 出す べく 、 バ パー 
ス 定 規 に スナ ッ プ させ な が ら 幾 筋 も 線 を 引い て いき 
ます 。 

と ころ どこ ろ 線 を か すれ させ た り 、 削 つっ た り 、 濃 度 
を 変え た り し て 、 自 然 な 感じ に し ます 。 


神殿 下層 を 描く 


神殿 の 下層 部 分 を 描き 込ん で いき ます 。 


下層 も 神殿 内 部 が 光源 に な っ て いる の で 、 和 石畳 は 神殿 に 近い 部 分 が 明る く 、 離 れ 
る に つれ 徐々 に 暗く な っ て いく 。 


© POINTO ‘Ee fon: 53 © POINT © ‘easier sey 
石畳 の 立体 感 を 出す べく 、 神 殿 側 の 各 ブ ロッ 下層 の 接地 面 は 水 で 満た され て い 
ク の フチ に 白色 で 線 を 入れ て いま す 。 る と いう 設定 な の で 、 水 面 の 揺 ら 


ぎの タッ チ を 加え て いま す 。 


鏡 を 塗る 


神殿 の 屋根 に 乗っ て いる 、 大 き な 丸 鏡 を 塗り ます 。 


回 「 四 角 水 彩 」 ブラ シ を 使い 、 平 行 線 を 意識 し て 光 を 入れ る 。 FHL, MSL 
く な る 。 


に 】 周り を 金 装飾 で 取り 囲む 。 明る い 部 分 と 暗い 部 分 の リズ ム を 作り 、 鈍 く 光っ 
て いる 感じ を 出す 。 


金 装飾 は 、 暗 め の 茶 色 で 細か く カ ゲ を つけ 、 複 雑 な 模様 が 彫 ち られ て いる か の 
よう に 見 せる 。 
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水面 へ の 映り 込み を 描く スポ イト ツー ル で 色 を 取る 


澄ん だ 水 に は 、 鏡 の よう に モノ が 映り 込み ます 。 こ こ で は 水 
面 に 、 柱 や 窓 の 映り 込み を 描い て いき ます 。 


FY 往 の 色 を スポ イト ツー ル (P.13) で 取り 、 水 面部 分 に 
映り 込み を 描く 。 こ の と き 、 水 の 揺らぎ に 沿っ て 、 映り 
込み も ある 程度 揺らぎ を 作る 。 ブ ラ シ は 「G ペン TF 
を 使う 。 


に 】 窓 も 金 装飾 な どの 細か い 描き 込み を 行い 、 スポ イト ツー 
ル で 色 を 取っ て 水面 に 映り 込ま せる 。 


© POINT©O eve omy) 


1 点 透視 の 場合 は 、 対 象 物 を 
コピ ー& ペ ー ス ト で 映り 込み 
を 表現 し て も 違和感 が 出 に く 
いで す が 、2 点 透视 、3 点 透 
視 の 場合 は 、1 か ら 描き 起こ 
す 必 要 が あり ます 。 映 り 込 み 
は 、 対 象 物 に 近い ほど は っ き 
り と 、 離 れる に つれ て ぼん や 


は っ きり 


に 
り と し て いき ます 。 は (CAN 


幻想 的 に する 


神殿 が ある 程度 描き 終わ っ つた の で 、 そ の 周辺 の モチ ー フ を 描い て いき ま 
す 。 光 や 巨大 な モチ ー フ を 描き 加え て 幻想 的 に し て いき ます 。 


FX 「G ペン TF」 を 使い 、 神 殿下 層 の 石畳 に 沿っ て 、 青 白 
い 光 を 加え る 。 幻想 的 な イメ ー ジ に な る 。 


に 】 神殿 の 周り に 巨大 提灯 ( 近 景 の モノ と 似 た よう な デザ 
イン ) 、 神 殿 の 奥 に 大 き な 柱 を 描く 。 柱 の 、 手 前 の 巨 
大 提灯 か ら の 光 が 当 た る 箇所 に は 明る い 水 色 を 塗る 。 
モチ ー フ の 巨大 さや 光 の 感じ か ら 、 ス ケー ル 感 や 幻想 
的 な イメ ー ジ が 強調 され る 。 


© POINT©O Welivoas sin 


近 景 の 回 廊 は 半 透 明 
と いう 設定 な の で 、 
遠景 が 少し 透け て 見 
えま す 。 回 廊 の 下 に 
な る 部 分 も し っ か り 
描写 し て いき ます 。 
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細か い 描 き 込 み を する 


神殿 の 細か い 描 き 込み を 進め ます 。 さ ら に 、 神 殿 周辺 に モチ ー フ を 追加 し て いき ます 。 


『 神殿 の 描き 込み を 進め る 。 密度 を 高め る た め に 、 神 殿 の 屋根 に 素材 を 貼り 込む 。 
※ [THE WAGARA 日 本 の 伝統 美 素材 集 | (ソー テッ ク 社 / 著 : 成 願 義夫 ) より 「tm_03 MBI 


に 】 神殿 の 奥 に も 建物 を 描く 。 窓 や 装飾 の デザ イン は メイ ン の 神殿 と 統一 させ て いる 。 壁 部 分 は 、 
か すれ た よう な ペン タッ チ で 表情 を 出し 、 の っ ぺり し た 印象 に な ら な いよ うに する 。 


手前 の 舞台 の 床 は 、 ツ ヤツ ヤ に 磨 か れ て いる と いう 設定 な の で 、 神殿 の 映り 込み を 描写 する 。 


東洋 らし さ の コツ 
窓 に 細い 枠 を 描き 足す と 、 中 華 
建築 感 が 増し ます 。 


© POINTO 桜の 捉え 方 
ツア 
桜 を 描く 桜の 花びら は 、 花 びら 1 枚 1 枚 で は な く 塊 と し て 捉え 、 明 る い 面 と 暗い 


a twee 面 を 設定 し て 、 立 体感 を 出し ます 。 
8 また 、 桜 の カゲ を 地面 に きち ん と 描写 し 、 立 体感 を 出し ます 。 
加 し て いき ます 。 青 が 基調 の 画面 に 、 ピン 


ク 色 は 差し 色 (P.53) と し て 映え ます 。 


EY 桜 は 、「 四 角 水 彩 ] ブラ シ を 使い 、 花 
びら の 密集 感 を 出す た め 、 点 々 と 細か 
く タ ッ チ を つけ な が ら 描い て いく 。 


に 】 神殿 の 床 も 一 部 を 残し て 砂地 に し 、 そ 
こ に 桜の 木 を 植え て いく 。 な お 、 神殿 より 奥 の 桜 は 、 細 く 設 定 し た 「G ペン 
TF] や ダウ ン ロ ー ド ブラ シ の 「 は っ ば 辞 隊 2 (P.20)」 な ど を 使い 、 き め 細 
か く な る よう に する 。 ベ ペン タッ チ の 大 き さ の 違い で 、 遠 近 感 を 出せ る 。 
また 、 桜 の カゲ を 描く こと で 立体 感 を 出す 。 


5 地上 の 町 を 描く 


光 で 町 を 表現 する 


神殿 は 空 に 浮遊 し て いる と いう 設定 で 、 一 番 奥 に 見 えて いる の は 地上 で す 。 
ここ で は 、 地 上 の 町 か ら 発せ られ る 光 を 描き 、 浮 遊 し て いる 神殿 で ある こと が わか る よう に し て いき ます 。 


『 間 「 四 角 水 彩 ] ブラ シ を 使っ て ペン タッ チ を 入れ て いく 。 こ の ペン タッ | に 】 四 の ペン タッ チ を 参照 し つつ 、「G ペン TF] を 使っ て 町 の 明か り を 
チ は 、 基 本 的 に パー ス 線 に 治っ て 入れ て いく が 、 奥 の ほう は オー バー 入れ て いく 。 京都 の よう な 、 募 盤 の 目 に な っ た 町 並み を イメ ー ジ し て 
パー ス 気 味 に 、 地 平 線 の 丸み を 意識 し て 線 を 入れ て いる 。 いる 。 ま ず 、 不 透明 度 を 下げ た ペン で うつ すら 道 の 線 を 引く 。 

奥 の ほ う は 地平 線 の 丸み を 意識 する 


TN-—SHnS He 


Uns 


回 で 描い た 道 の 線 を 元 に 、 細 め の 「G ペン TF] で 点 を 打つ よう に 町 [B) 町 明か り が 水色 一 色 だ け だ と 味気 な い の で 、 合 成 モー ド 「 加 算 (発光 )」 


明か り を 入れ て いく 。 さ ら に 、 光 に 照ら され た 建物 の 壁 の よう な も の の レイ ヤー を 新規 作成 し オレ ンジ や 赤 、 薄 い 緑 色 な ど 、 さ ま ざ ま な 
も 、 部 分 的 に 描写 する 。 色合い を 加え る 。 また 、 エ アブ ラ シ ツ ー ル の 「 和 柔らか 」 で 、 青 白い 光 


を 、 と くに 建物 の 密集 し た 領域 に うっ すら と か ける 。 


< x = 
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6 仕上 げ 


= 100 x8 Sees ae 
a ヾ ーー 三 对 2 ae 色相 (Hx = OK 日 | 
CR 色 の バラ ンス を 確認 する 2 tp 
国 手 前 提 灯 光 


イラ スト 全体 を 一 旦 モノ クロ に し て 、 色 の 明度 の パラ ンス が 悪い me 本 
部 分 が な いか チェ ッ ク し ます 。 良い イラ スト と いう の は 、 モ ノ ク 
口 で 見 て も バラ ンス が 取れ て いる も の で す 。 


@⑨ 


> ロロ yeaa BARC ロロ に 
he eee 


す 


网 すべ て の レイ ヤー の 一 番 上 に 、「 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 」 © POINT© Was 


の 色調 補正 レイ ヤー を 新規 作成 する 。 色 調 補正 レイ 仕上 げ の と き は 、 イ ラス ト を 客観 的 に 見 る こと が 大 事 で す 。 

ーー = ー ュ ーー ユ z 自分 が 描い た イラ スト を 、 真 に 客観 視 す る こと は で きま せん が 、 た と えば 、 イ ラス ト を 2 3 日 寝かせ 
MM ll atime alii て みた り 、 プ リン ト ア ウト し て みた り 、 ス マー ト フ ォ ン な どの 別 媒体 移し て 見 て みた りす る と 、 あ る 
補正 レイ ヤー] 一 [色相 ・ 彩 度 ・ 明 度 ] で 行う 。 程度 客観 視 で きま す 。 


イラ スト を イン ター ネッ ト 上 に アッ プ し た 途 端 、 ミ ス に 気付 く の も 同じ よう な 原理 だ と 思い ます 。 

に 】 作成 する 色調 補正 レイ 

ヤー は 、 彩 度 の 数 値 を 
「-100」 に する 。 


色調 補正 レイ ヤー に よ 
り 、 イ ラス ト が モノ クロ 
で 表示 され る 。 こ れ で 色 
の バラ ンス を 確認 する 。 
な お 、 双 調 補正 レイ ヤー 
を 非 表 示す れ ば 、 元 の カ 
ラー イラ スト に いつ で も 
戻せ る 。 


色 の パラ ンス を 調整 する 
[6-1] の モノ クロ イラ スト を 参考 に 、 色 の 明度 バラ ンス の 調整 を 行い ます 。 
『 黒色 を 抑え る た め に 、 魚 を 1 匹 手前 の 提灯 か ら 流 れ 出 る 水 の 内 側 へ 移動 させ る 。 


に 】 手前 の 提灯 か ら 流れ 出る 水 に 、 合 成 モ ー ド 「 加 算 (発光 )」 レイ ヤー で 光 を 加え 、 
水 が 光 っ て いる よう な 印象 に する 。 


キャ ラ の 持つ 水 提灯 の 
明か り を 強く する 。 


13Z 


地上 の 遠近 感 を 強調 する 


地上 が 、 より 遠く に か すん で いる よう に し 、 遠近 感 を 強調 し て いき ます 。 


FV 地上 部 分 の レイ ヤー を 統合 し 、[ ガ ウス ほか し ] を か ける 。 遠近 感 が 強 
調 さ れる 。 


© POINT© 要 ES 


イラ スト に 透明 感 を 
出す た め に 、 神 典 奥 
の 柱 を 描い た レイ 
ヤー の 不透明 度 を 下 
げ 、 奥 の 建物 が 透け 
て 見 える よう に し ま 
し た 。 


ガウ ス ほ ぼかし 


(ANS HERG): 600 る 


PR テク スチ ャ を 加え 、 細 か い 調 整 を し て 完成 


各部 に テク スチ ャ を 加え 、 色 味 と 質感 を 複雑 に し て いき ます 。 
そし て 、 細 部 の 気 に な る 部 分 を 描き 込み 、 完 成 で す 。 


FY 画面 に リズ ム を 出す た め に 、 遠 景 に も 魚 を 描き 入れ る 。 暗 い 中 で 目立つ よう 
に 白色 を ベー ス に する 。 ク ジラ な ど 大 型 生物 を 描く と スケ ー ル 感 が 出る 。 


に 】 テク スチ ャ を 、 神 殿 や 提灯 な ど 画 面 の と ころ どこ ろ に 入れ て 、 質 感 と 密度 を 
出す (お も に 、 自 作 の 「 水 山 2] テク スチ ャ を 使う ) 。 


[nigi2」 テク スチ ャ を 、 合 成 モ ー ド 「 オ ー バ ー レ イ 」、 不 透明 度 「22%」 で 
画面 全体 に 貼り 、 ア ナ ロ グ 風味 を 出す 。 
キャ ラ の 着物 の 柄 を 描き 込ん だ り 、 細 部 を 整え て 完成 。 


シン メト リー に 構成 され た 
風景 を 描く 


mm 
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閲 男 境 内 狂犬 注意 


一 対称 定規 の 使い 方 、 て フェ クト 表現 一 


Illust & Making by ゾウ ノ セ 


る 解説 の ポイ ント 

シン メト リー (左右 対称 ) の 構図 で す 。 ほ ぼ 画 面 半 分 を 描く だ 
け な の で 、 作 業 量 の 節減 に な り ま す 。 と は いえ 、 そ れ 相 応 の 画 
面 構成 の 難し さ 、 シ ン メ トリ ー だ か ら こ その 手間 (パー ス の ご ま 
か し が 効か な い 、 視 線 誘導 の 制限 な ど ) も あり ます 。 大 き な イ 
ン パ クト を 与え られ る 構図 で は あり ます が 、 う まく や ら な けれ 
ば 陳腐 さや 単調 さ ぐ に も つなが つて し まい ます 。 

ここ で は 、 大 きく 下記 の ポイ ント を 解説 し て いき ます 。 


1. 対称 定規 を 使っ た シン メト リー 構図 の 描き 方 
2. シン メト リー な ら で は の 画面 構成 の コツ 
3. エフ ェクト の 作成 、 配 置 方 法 


この イラ スト の 画面 構成 は 、 キ ャ ラク ター (以降 : キ ャ ラ ) や キャ 
ラ を 中 心 に 展開 され る エフ ェクト 群 も 込み で 考え て いま す 。 キャ 
ラ や エフ ェクト が 強い 分 、 そ れ ら 周辺 の 情報 量 は 抑え 、 全 体 が 
ディ テー ル 過 多 で 見 に くく な ら な いよ うに 心がけ て いま す 。 

お 札 や 結界 の よう な エフ ェクト は 、 そ れ だ け で ファ ンタ ジー 感 
を 増大 させ る 要素 で す 。 見 栄え も 一 気 に 上 が り ま す 。 


る 世界 観 設定 

文化 圏 的 な モチ ー フ は 、 和 風の神 社 で す 。 

シン メト リー か つ 真 正面 な 構図 と いう の は 、 宗 教 男 な ど に も 使 
われ る 強烈 な 威力 を 持つ 構成 で も あり ます 。 そう いっ た イン パ 
クト を 狙っ た イラ スト で す 。 

ファ ンタ ジー 感 を 狙っ た 部 分 と し て は 、 ま す 左 右 に 配置 され た 
狐 犬 で す 。 サ イズ や 造形 を 現実 離れ させ る こと で 、 フ ァ ン タ ジ ー 
感 を 出し て いま す 。 

遠景 の 塔 も サイ ズ や 幾何 学 的 な 並び 、 明 か り の 感じ か ら 高 層 ビ 
ル 的 な 要素 を 匂わ せ て いま す 。 

Ee, AADGBPHLOMEE. BRUNOT YT RNS 
意匠 を 入れ 、 ア ン バ ラ ンス さ で ファ ンタ ジー 感 を 出し て いま す 。 


1 ラフ を 描く 
構図 を 決め る 


大 雑 揚 に ラフ を 描き ます 。 今 回 は 左右 対称 と いう こと で 、 画 面 中 央 に 視線 が 集まる よう な 構図 に な り ま し た 。 


PN カス タム ブラ シ (P.18) の 「TF 下 描き 」 
を 使い 、 画 面 中 央 で 分 ける よう に 縦 に 
「 対 称 定規 」 を 引き 、 左 右 対称 に 描く 。 


© POINT©O 対称 定規 の 使い 方 


対称 定規 の 基本 的 な 使い 方 を 解説 し ます 。 こ れ を 使え ば 、 左 右 対 称 の モノ や 幾何 学 的 な 模様 を 描く 手間 を 軽減 で きま す 。 


対称 定規 を 引い て 、 ほ ほぼ 左右 対称 の 構図 
アテ で 


で 描く 


EY 定規 ツー ル の 「 対 称 定規 」 を 選択 し し ツール プロ パテ ィ で 設定 を 行う 。「 線 の 本 数 ] を 増やす ほど 描か れる 対称 位置 が 増え る 。 


ここ で は 、「2」 に 設定 し て 左右 対称 で 描く 。「 編 集 レ イヤ ー に 作成 」 の チェ ッ ク を 外し て お け ば 、 対称 定規 と 一 緒 に 定規 レイ ヤー も 作成 され る 。 


EE] キャ ン バ ス を ドラ ッ グ し て 対称 定規 を 作成 する 。 


片側 に 描く と 、 定 規 を 軸 に 対称 と な る 位置 に も 同時 に 描か れる 。 


| be ツー ルプ ロバ ティ D3 次 定 夫 Al 
対称 定規 


2) 


L 

Y 線 対 称 
角度 の 刻み 
a 


編集 し イヤ ー に 作成 


チェ ッ ク を 外し て お け ば 、 定 規 
レイ ヤー が 作成 され る 


ドラ ッ グ し て 、 
対称 定規 を 作成 


同時 に 描か れる 
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自然 物 は 定規 を 使わ ず に 描く 


左右 対称 の イラ スト を 描く 際 、 気 を つけ る べき こと が あり ます 。 
それ は 植物 や 雲 な どの 自然 物 の 存在 で す 。 

よほど 狙っ た 構成 で な い 限り 、 自 然 物 に つい て は 左右 対称 に す 
る べき で は あり ませ ん 。 自然物 を 左右 対称 に し て し まう と 、 途 
端 に 偽物 感 、 作 り 物 感 が 出 て し まい ます 。 

この イラ スト で も 水面 の 運 は 対称 に し て いま せん し 、 奥 の 木 の 
茂み は ボリ ュー ム 感 こそ 対称 に し て いま す が 、 細 部 の ディ テー 
ル は 変え て いま す 。 空 の 雲 に つい て も 同じ で す 。 


网 達 な どの 自然 物 は 、 対 称 定規 を 無効 に し て 、 左 右 非 対称 に 


© POINT © 


ERORMIS. LUTV—EHRMICT SIEM, LT V—-OERP 1 AY [ & (shit + ク リッ 
ク す る こと で も 無効 に で きま す 。 無効 に な る と 、 アイ コン に x 上 印 BMOeES. 定規 レイ ヤー 
を 作成 せ ず に 、 イ ラス ト を 描く レイ ヤー に 直接 定規 を 作成 し た 場合 は 、 こ の 方 法 で 無効 に し て 
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描く 。 
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自然 物 は 左右 非対称 に 描く 


単調 さ の 軽減 


自然 物 を 左右 対称 に 描か な いこ と で 、 構 図 の 中 に 細か な 差異 が 生ま れ 、 そ れ が 単調 さ を 軽減 さ 
せる 効果 に な っ て いま す 。 


定規 の 無効 化 


くだ さい 。 


パー ス に 合わ せ て お 札 の 道 が で きる よう に し て 、 そ の ライ ン 上 に メイ ン と な る キャ 
ラ を 配置 し て いま す 。 さ ら に 、 そ の 奥 に 神社 の 明か り が 来る よう な 配置 に し 、 逆 光 
の 中 に キャ ラ の シル エッ ト が 浮か ぶよ うな 演出 に し まし た 。 こ うす る こと で キャ ラ 
が 目立ち 、 見 る 人 の 視線 が 迷わ な いよ うに な り ま す 。 

また 、 左右 の 狐 犬 は 、 た だ 描く だ け で は ボリ ュー ム 的 に キャ ラ よ り も 目立っ て し まい 、 
視線 が 吸い 寄せ られ て し まい ます 。 そ れ を 軽減 する た め に 、 狐 犬 の 視線 の 先 に キャ 
ラ が 来る よう な ポー ズ を と ら せ て いま す 。 こ うす る こと で 、 た と え 狐 犬 に 視線 が 吸 
い 寄 せら れ て し まっ て も 、 そ の 視線 か ら キ ャ ラ へ と た どり 着く よう に し て いま す 。 


100 多 通常 
ラフ | d 称 定 规 1 


(shift + クリ ッ ク 


構図 、 要 素 の 工夫 は ほか に も あり ます 。 

柱 を 手前 と 奥 の 2 組 配置 し て いま す が 、 こ れ は 手前 と 奥 に 同じ も の を 配置 する こと で 、 
その 大 き さ の 差異 に よっ て 遠近 感 を 具体 的 な サイ ズ 比 と し て 表す 役目 が あり ます 。 
また 、 キ ャ ラ の 足下 に 水面 を 配置 し た の は 映り 込み に よっ て 情報 量 を 増やす た め の 
常 訟 手段 で す が 、 そ れ と は 別に 、 構 図 の 左右 対称 に 上 下 の 対 称 も 加え る こと で 、 違 
う 方 向 性 の リズ ム を 生み 出し て いま す 。 

さら に その 左右 対称 、 上 下 対 称 の 交わ る 部 分 に キャ ラ が 来る よう な 配置 に し て いる 
た め 、 キ ャ ラ 対 する 視線 誘導 を さら に 増大 させ る 狙い も あり ます 。 


2 線画 を 描く 


1 点 透 視 の パー ス と アイ レベ ル を 作成 する 


線画 を 描く 前 に 、 加 部 を 描く た め の ガ イド 線 を 作成 し ます 。 今 回 は 、 自 作 の 1 
点 透視 の パー ス 素材 を 貼り 付け て パー スズ 定規 の 代わ り と し ます 。 


[N ラフ の 不透明 度 を 下げ て 見 や すく し 、 自 作 の 1 点 透視 の パー ス 素 材 を 貼 
り 付け る 。1 か ら パ ー ス を 引く より も 手間 が 省け る 。 


に 】 消失 点 と アイ レベ ル は 、 キ ャ ラ の ちょ うど 中 心 部 分 に な る 。 


To POINTO の 


この 1 点 透 視 の パー ス 素 材 は 、 本 書 の 特典 デー 
タ に 収録 され て いま す 。 貼り 付け る だ け で パー 
ス が 作成 で きる の で 、 是 非 活用 し て みて くだ 
さい 。 


© POINT © Whiteros cai teins 


今回 は パー ス 定 規 を 使っ て 線 を 引か ず 、 自 作 の パー ス 素 材 を 参考 に 描い て いき ます 。 
理由 で す が 、 個 人 的 に パー ス 定 規 を 使っ た 厳密 な 線 を 描い て し まう と 、 イ ラス ト 自 
体 が 硬く な る 印象 が ある た めで す 。 

も ちろ ん 、 パ ー ス 定規 を 使う こと は 間違い で は あり ませ ん 。 便利 な 機能 な の で 、 慣 
れ な いう ち は 積 極 的 に 使っ て いき まし ょ う 。 


左右 対称 の 基準 線 を 作成 する 


左右 対称 の 基準 と な る ガイ ド 線 を 作成 し ます 。 


中 央 に 左 対称 の 基準 と な る © POINTO Went ce tui 


ガイ ド 線 を 引く 。 垂 直線 は 、 パー ス や アイ レベ ル 、 左右 対称 の 基準 と 


対称 定規 を 使わ ず に 描く 部 分 な る ガイ ド は 最後 まで 使う の で 、 レ イ 

の ガイ ド と な る 。 ヤー フォ ルター に まとめ て 分 け て お きま 
す 。 表示 ・ 非 表示 の 切り 替え も フォ ル ダ ー 
一 括 で 済む の で 便利 で す 。 


100 % 通 常 
1 点 遂 視 パ ー ス 素材 
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ガイ ド が で きた ら 、 線 画 を 描い て いき ます 。 線画 も 対称 定規 を 使っ て 手間 を 削減 し ます 。 
風景 イラ スト は 細か い 要 素 を た くさ ん 描く こと に な り ま すか ら 、 ま ず は 大 き な 要 素 を 描い 
CTHEEIEUELED. COTS. UROBECESBAD SH THSET. 


(A) WERE AIC L. BRORBEH<. AREH< C. AROMATIC ERIC 
描か れる 。 


右側 に 描い た 狐 犬 が 左 
側 に も 描か れる 


に 】 狂犬 の 台座 は 、「2-1」 で 作成 し た パー ス に 沿っ て 描い て いく 。 


独 犬 の 台座 の 支柱 を 描く 。 こ こ で も 部 分 的 に 対称 定規 を 使っ て 手 
間 を 削減 する 。 
支柱 の 真ん中 に 対称 定規 を 作成 、 右 側 を 描く と 定規 を 挟ん だ 左側 
に も 描か れる 。 対称 定規 だ け で は うま く 再 現 で き な い 部 分 は 、 適 
宜 定規 を 無効 こし て 描い て いく 。 


© POINT © 


詳し く は 後述 し ます が 、 今 回 は 線画 と カゲ を 同じ レイ ヤー で 描き 込み ます 。 
その た め 、 こ の 線画 は カゲ も 兼ね る こと に な り ま す 。 そ こ で 、 均 一 な 線 で 
描く より も 、 少 し ラフ な 勢い の ある 線 に する こと で 線画 の 段階 か ら 立 体感 


を 出し て いま す 。 ブ ラ シ は ラフ で も 使っ た 「TF 下 描 き 」 で 描い て いま す 。 
な お 、 線 と 塗り を それ ぞ れ 独 立 さ せ た よ うな 描き 方 を する 場合 は 、 も う 少 
し 均一 な 線 で 引い た ほう が 立体 感 の 邪魔 に な り ま せん 。 


台座 は 、 パ ー ス に 沿っ て 描く 


対称 定規 だ け で な く 、 コ ピー& ペ ー ス ト も 活 
用 し て いき ます 。「2-3」 で 描い た 支柱 や 、 
池 の フ チ に 立て られ た 4 本 の 柱 、 灯 ろう な 
ど は 、 基準 と な る 1 本 を 描き 、 コ ピー& ペ ー 
スト で 配置 し て いき ます 。 

ここ で は 、 池 の フチ に 立て られ た 柱 を 例 に 解 
説 し ます 。 


了 四 石 奥 の 柱 を 描く 。 な お 、 左 奥 の 柱 は 対称 
定規 を 使っ て 描い て も いい し 、 右 奥 を コ 
ピー& ペ ー ス ト 、 左右 反転 し て 配置 し て 
も いい 。 


に 】 柱 は 八角 形 の 整っ た 形 を イメ ー ジ し て い 
る の で 、 パ ー ス に 沿っ て 描く 。 東洋 らし さ の コツ 

池 の フ チ に 立て られ た 柱 は 、 長 野 県 諏訪 大 社 の 「 御 柱 」 を 参 

考 に 描い て いま す 。 
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HEN 


パー ス に 沿っ て 描く 


右側 を 描く と 、 定 規 を 挟ん だ 対称 位置 に も 
描か れる 


奥 の 柱 を コピ ー& ペ ー ス ト 、 拡 大 し て 手前 
に も 配置 する 。 基本 的 に パー ス に 沿う よう 
に する が 、 そ の まま だ と 巨大 感 が 物足りな 
か っ た た め 、 パ ー ス より も 少し 大 きめ に 配 
置 し て いる 。 


ほか の 部 分 も 同じ よう に 描き 進め まし た 。 描く 要素 
は 多い で す が 、 対 称 定規 や コピ ー& ペ ー ス ト の お か 
げ で 、 作 業 の 軽減 に な つて いま す 。 

网 奥 の 本 典 部 分 は 、 対 称 定規 を 使っ て 描く 。 


に 】 灯 ろ う や 遠景 の 塔 は 、 コピ ー& ペ ー ス ト を 活用 
し て 描く 。 


線画 が 完成 し た 状態 。 


© POINT © 


手前 の 柱 は 、 拡 大 し た 際 に 線 が 太く な りす ぎ た の で 、[ フ ィ 
ルター] メニ ュー 一 [線画 修正 ] 一 [ 線 幅 修正 ] で 細く し 
まし た 。[ 線 幅 修正 ] は 「 拡 縮 値 ] の 設定 に 応じ て 線 を 太ら 
せ た り 細 ら せ た り で きる 便利 な 機能 で す 。 

この よう に コピ ー& ペ ー ス ト を 使っ て 線画 を 作成 する 際 に 
は 、 そ れ に よる 線 の 太 さ や 劣化 に も 気 を 配り まし よう 。 


SS 


AY 
KW 
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SS 


で 


Ay 対称 定規 を 使っ て 描く 


fee eS 


a : 
SS 


© POINT © 


基本 的 に 細か い デ ィ テ ー ル は 描き 込ん で い 
ませ ん が 、 本 殿 の 手前 の 屋根 部 分 だ け は 描 
き 込ん で いま す 。 こ の よう に 、 一 部 の 目 立 


つ 部 分 だ け を 描き 込む こと で 、 そ の ほか の 


| 


ss 


I 


ul 
VAY, 


似 た よう な 部 分 を シル エッ ト 的 に 処理 し て 
も 、 イ ラス ト を 見 る 人 が 脳 内 で ディ テー ル 
を 補完 し て くれ る よう に な り ま す 。 
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3 塗り 分 ける 


各部 の シル エッ ト を 塗り 分 ける 


音 部 の 色 の 塗り 分 け を し ます 。 基本 的 に 塗り 分 け 方 は ほか の イラ スト と 同じ で す 。 

今回 は ほか の イラ スト より も 要素 が 多い の で 、 よ り 細 か く レ イヤ ー を 分 け 、 レ イヤ ー フ ォ ル ダー も 関連 性 の ある パー ツ 
ご と に まとめ まし た 。 

今回 の レイ ヤー 分 け で す が 、 今 後 の 工程 で 各 距 離間 に か すん だ モヤ を 入れ る こと を 見 越し て いま す 。 こ の よう に 最後 ま 
で の 工程 を 考え て レイ ヤー を 分 ける と 、 作 業 効率 が 一 気 に 上 が り ま す 。 少し ずつ で も いい の で 、 先 の 工程 を 考え る クセ 
を つけ まし よう 。 


池 の フ チ の 手前 の 灯 ろ う 、 近 景 ( 狐 犬 と 柱 )、 池 や 階段 を 含め た 地面 部 分 、 そ の 奥 の 低い 茂み 、 本 殿 、 本 殿 後ろ の 
高い 茂み 、 遠 景 の 塔 、 空 、 と いっ た 区 分 で レイ ヤー フォ ルター を 分 け て いる 。 フ ォ ル ダー の 中 は 、 ま ず 各 部 位 全体 
の 下地 、 そ の 上 に レイ ヤー を クリ ッ ピ ング し な が ら 細 か い パ ー ツ ご と に 塗り 分 け て いく 。 


「TF メイ ン 」 ブラ シ で 、 塗 り 分 け 状態 が わか りや すい 仮 の 色 で 塗る 。 


下地 の 色 を 決定 する 。 あ る 程度 の グラ デー ショ ン も この 時 点 で か 
け て いる 。 音 モ チー フ は 下 が 明 る く 、 上 が 暗く な る よう に 、 池 の 
水面 は 手前 が 暗く 、 本 殿 か ら の 光 に よっ て 奥 が 明る く な る よう に 
し て いる 。 

今回 は 後 の 工 程 で 入れ る モヤ に よっ て 遠近 感 を 出す た め 、 下 地 の 
色 に は そこ まで 大 きく 差 を 出し て いな い 。 と は いえ 、 各 部 位 ご と 
に きち ん と 分 か れ て 見 える よう に は し て いる 。 


© POINT© 花 は 明る い 色 


今回 は 夜 の ロケ ーション な の で 基本 的 に すべ て 暗め の 色 に し て いま す が 、 
花 だ け は 明る い 色 に し て いま す 。 花弁 は 暗い 色 を 使う と 、 鮮 や か な 表現 が 
難し く な る た めで す 。 


©POINTO 電流 ソル アレ ルス 


茂み の 部 分 は 「TF 木々 単色 ] 「TF 木々 単色 HR) の ブラ シ を 使っ て 描い 
て いま す 。 
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4 光 を 当て る 


大 きく 光 を 当て る 


ここ か ら は 光 を 当て 、 その 色 で 各部 の 固有 色 を 表現 し て いき ます 。 や り 方 は 、 ほか の イラ スト と 同様 で す 。 
狐 犬 へ の 光 の 当て 方 で 解説 し ます 。 夜 な の で 、 あ まり 大 きく 光 を 当て な いよ うに 心がけ て いま す 。 


『 問 合成 モー ド 「 加 算 (発光 )」 の レイ ヤー フォ ル ダ ー を 新規 作成 する 。 その 
中 に 、 光 を 描く た め の レ イヤ ー を 新規 作成 する 。 


に 】 対称 定規 を 有効 に し て 、 光 源 の 方 向 を 意識 し て 大 ま か に 光 を 当て て いく 。 
まず は 、 固 有色 は 気 に せ ず に 塗り や すい 仮 の 色 で 描く 。 夜 (暗い 場所 ) な 
の で 、 光 の 当たっ て いる 部 分 と そう で な い 部 分 の コン トラ スト を 強め に す 
る 。 ブ ラ シ は 「TF メイ ン 」 を 使う 。 


图 「TF メイ ン 」 と 「TF ペイ ン テ ィ ン グ ナ イ フ 」 を 使い 、 光 の 細か い 形 を 束 
える 。 こ の と き 、 回 で 作っ た コン トラ スト を 崩さ な いよ うに 心がけ る 。 


[B) 当て た 光 を 塗り 変え て 、 固 有色 を 表現 し て いく 。 こ こま で の レイ ヤー に 新 
規 レ イヤ ー を クリ ッ ピ ング し て 描く と 良い 。 次 の 工程 で デ テクス チャ を 使っ 
た 消し を 入れ る こと を 前 提 に し て 、 少 し 明る め の 色 に し て いる 。 


© POINTO 20 光源 


今回 は 左右 対称 で 描け る よう に 、 中 心 (キャ ラ の 発する エフ ェクト ) に メイ ン の 光 
源 を 設定 し て いま す 。 ロ ケー ショ ン の 時 点 か ら 光源 を 考え て 画面 を 作り まし ょ う 。 
手前 か ら 本 殿 の 階段 まで は 中 央 の エフ ェクト の 光 を 光源 に 、 本 典 自 体 は その 近く の 
灯る ろう や 後ほど 描き 足す 本 殿 の 内 部 か ら の 光 を 光源 に し て いる イメ ー ジ で す 。 


ここ で は 、 
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質感 を 加え る 

2 章 の イラ スト 「 羊 追い し balloon 空 」 の 「4-6 (P.54)」 と 同様 の 作業 を 行っ て いき ます 。 
ここ まで の 描画 は 、 合 成 モ ー ド [加 算 (発光 )] の レイ ヤー フォ ル ダ ー で 行っ て いま す 。 そ の フォ 
ル ダ ー 内 に 黒色 で 描き 込む と 、 描い た 部 分 は 「 透 明 色 ]」 と な り 、 描画 が 消え た 状態 と な り ま す 。 
この 「 加 算 (発光 )」 の 特性 を 利用 し 、 テ クス チャ ブラ シ や 写真 テク スチ ャ 素材 を 使っ て 、 黒 
色 で 質感 を 描き 込ん で いき ます 。 


写真 テク スチ ャ 素材 の 使い 方 は 、P.117 を 参照 し て くだ さい 。 
PN テク スチ ャ ブラ シ を 使っ て 、 各 部 に 質感 を 描き 込む 。 狐 犬 や 灯 ろ う 部 分 は 「TF BB 凸 ]「TF 
岩 壁 2) (TF 岩 壁 凹 」「TF 岩 壁 凹 2]、 蓮 は 「TF 山 凹 ] ブラ シ を 使う 。 本 殿 の 入り 品 


の 布 は 、「TF 布 」 ブラ シ で 描き 込む 。 


に 】 柱 は 、 写 真 「 木 目 」 を 使う 。 


转 場所 に よっ て は 、 テ クス チャ ブラ シ と 写真 テク スチ ャ を 組み 合わ せる 。 
床や 階段 、 本 殿 、 奥 の 塔 の 下部 は 「TF 岩 壁 凸 」「TF 岩 壁 凸 2]「TF 
岩 壁 凹 」「TF 岩 壁 2) ブラ シ に 加え て 「 コ ンク リ 」 写真 テク スチ ャ 、 
茂み 部 分 は 「TF 植物 」「TF 植物 大 ] ブラ シ と 「 木 々 」 写真 テク スチ ャ 
を 使う 。 


(⑦ ョ ロメ) 上 計 、 対 称 定規 を 使わ な い 部 分 


写真 テク スチ ャ で 選択 範囲 を 作り 、 ブ ラ シ で 描き 込む 方 法 (P.117) の 場合 、 
対称 定規 を 使っ て も うま くい きま せん 。 

その た め 、 こ の 方 法 で 描く 場合 、 片 方 に 描き 込ん で か ら コ ピー& ペ ー ス ト す る 
か 、 全 体 の リズ ム を 出す た め と 割り 切っ つて 個別 に 描き 込む か し まし よう 。 


> 100 % 通 常 

4 計 wae 回 
カゲ を 表現 する し 
[2-3] の POINT で も 少し 話し まし た が 、 今回 は 線画 と 同じ 場所 (同じ レイ ヤー フォ = Toe 

28. 
ル ダ ー 内 ) に カゲ を 描き 込ん で いき ます 。 Foose 
色 も 線 と 同じ も の を 使い ます 。 こ れ は カゲ と 線画 と シル エッ ト を 一 緒 に 処理 する た めで ーー 
す 。 こ の 方 法 で 描く こと に より 、 輪 郭 線 に よっ て 立体 感 が 損なわ れず 、 塊 と し て の 量感 iB 10 
ply 
を 表現 で きま す 。 ee | 
ここ で も 、 狐 犬 を 例 に 解説 し ます 。 ape 
>» Cy 100 % 通 党 
下地 

PY 線画 を 描い た レイ ヤー フォ ル ダ ー の 中 に 、 カ ゲ を 追加 する た め の レ イヤ ー( レ イヤ ー eee 


フォ ル ダ ー) を 作成 する 。 


に 】 線 と 同じ 色 で カゲ を 描く 。 奥 まっ た 部 分 な ど は 、 こ の 後 の 工 程 で 反射 光 を 描き 入れ 
る の で 、 黒 い シ ル エ ッ ト に な っ て し まっ て 構わ な い 。 
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反射 光 と 環境 光 を 追加 する 

ここ まで で 、 メ イン の 光源 で ある 中 央 か ら の 光 を 描き 入れ まし た 。 ここ か ら は サブ 
光源 と し て 、 空 か ら の 環境 光 、 反 射 光 を 描い て いき ます 。2 章 の イラ スト 「 羊 追い 
し balloon 空 ]」 の 「6-3 (P.58)」 の 工程 で 入れ た 反射 光 と 同じ よう な 作業 で す 。 
光源 を 中 央 上 部 と すれ ば 、 こ れ ま で の よう に 対称 定規 を 使っ て 描く こと が で きま す 
が 、 そ れ で は 一 本 調子 で 単調 な 絵 面 に な つて し まい ます 。 そ こ で 、 リ ズム を 出す た 
め に も 右上 か ら 当 た っ て いる こと に し て 、 定 規 を 使わ ず に 描き 入れ て いき ます 。 


网 空 か ら の 環境 光 は 、 右 上 か ら 当 た っ て いる こと に し て 描き 入れ る 。 色 は 空 を イメ ー ジ し た 青 。 


に 】 全体 に 光 が 入っ た 状態 。 右 上 か ら の 環境 光 と は 別に 、 左 側 の 狐 犬 な ど に は 、 反 射 光 と し て 左 か ら の 光 を 描き 入れ て いる 部 分 も ある 。 
また 、 メ イン の 光源 を 引き 立た せる た め に 、 中 央 下部 付近 は あま り 描 き 込 ん で いな い 。 
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ほか の イラ スト と 同じ よう に 、「3-1」 の 工程 で 作り 分 けた レイ ヤー フォ 
ル ダ ー 間 に モヤ を 描き 入れ 、 加 部 の 距離 感 を 強調 し 、 全 体 的 な 遠近 感 
を 出し て いま す 。 全 体 的 に 満遍なく 入れ る と 印象 が 散漫 に な っ て し ま 
う の で 、 分 布 が うま く 偏 る よう に 工夫 し て いま す 。 と くに 中 央 に は 今 
後 キ ャ ヤラ や エフ ェクト な ど 大 量 の 情報 量 が 加わ る た め 、 そ の 邪魔 に な 
ら な いよ うに ほとん - 

ど 入 れ な いよ うに し 
て いま す 。 

「TF 雲 モヤ モヤ 」 ブ 
ラ シ な ど を 使っ て 描 
いて いま す 。 


vA 


東洋 らし さ の コツ 
ここ で 神社 の 屋根 の 簡単 な 描き 方 を 解説 し ます 。 神社 の 屋根 は 例外 も あり ます が 、 


基本 的 に は 瓦 で は な く 、 下 地 を 木材 で 瓦 の よう な 曲線 を 表現 し 、 上 か ら 銅 板 を 茸 い 
た 銅板 茸 き (BEX) で ある こと が 多い で す 。 


問 まず は 銅板 茸 き の 重なり 方 を 表現 する よう な 横線 の ライ ン を 引く 。 


回 「 レ ン ガ 2」 写真 テク スチ ャ を 使い 、 四 を 大 ま か に 消す 。 こ れ に より 質感 や 細か 
な 継ぎ 目 を 表現 する 。 
そこ に 「TF 岩 壁 凸 」「TF 岩 壁 凸 2] 
ブラ シ の よう な テク スチ ャ 感 の 強い 
ブラ シ で 、 明 る い 部 分 を 描き 込む 。 こ 
れ に より 凸凹 し た 金属 板 と し て の 光 
沢 を 表現 で きる 。 


ハイ ライ ト を 入れ て 、 金 属 の 光沢 を 強 
調 する 。 と くに 屋根 の フチ な ど に は 強 
め に 入れ て 、 シ ル エ ッ ト を 引き 立て る 。 


5 空 ・ 雲 を 描く 
雲 を 描く 


ほか の イラ スト の 工程 と 同じ よう に 、 空 に 雲 を 描い て いき ます 。 


星 を 描く 


今回 は 夜 な の で 、 星 も 描い て いき ます 。 
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「TF 雲 モヤ モヤ 」 ブラ シ と 「 空 1」 写真 テク 
スチ ャ を 使っ て 、 空 を 描き 込ん で いく 。 

まず は 合成 モー ド 「 乗 算 ] の レイ ヤー を 使っ て 、 
暗い 部 分 を 描く ん 。 こ れ は 、 雲 の 暗い 部 分 だ け で 
は な く 、 大 気 に よ る 空 の に じみ も 表現 する 役割 
が ある 。 


明る い 部 分 を 描く 。 空 の 光源 は 右側 と し た が 、 
中 天 の 明 る く な っ て いる 部 分 も 描き 込む 。 こ の 
ほう が カッ コ い い 。 


[TF 蛍 ] ブラ シ で 星 を 描き 入れ る 。 点 の サイ ズ に 多少 の 幅 を 
出し た ほう が 、 らしく な る 。 ま た 、 分 布 の 密度 に も 気 を 配る 。 


星 の 色 味 を 調整 する 。 密 度 が 高い 部 分 は 明る く 、 雲 が か か っ 
て いる 部 分 は その 厚 さ に 応じ て 消え る よう に する 。 


星 の 発光 を 表現 する 。 D~E で 作っ た 星 の レ イヤ ー を コピ ー し て 統合 し 、 合 成 モ ー ド 「 加 
算 (発光 )] に し て 重ね る 。 この と き に 、[ フ ィ ル ター] メニ ュー [ぽか し] 一 [ガウス 
ぼかし ] を 多少 か ける と よい 。 


星 は 、 天 の 川 の よう な 密集 地帯 も 作り 、 
右上 か ら 左 下 の ほ う へ 流し まし た が 、 こ 
の 傾き に も 意味 が あり ます 。 

左右 対称 の 構図 の 中 で 、 星 空 と 中 央 の 
キャ ラ だ けが 明確 に 対称 で は な い 部 分 と 
な り ま す 。 キ ャ ラ は 、 右 腕 を 掲げ 、 左 腕 
を 斜め 下 に 流す よう な ポー ズ に な る の 
で 、 そ れ と は 逆 の 方 向 へ と 天の川 を 流し 
まし た 。 

これ に より 傾き の 要素 が 一 方 向 に 偏る こ 
と が な く な り 、 橋 図 と し て 安定 し ます 。 


Es SEE) 
発光 
EE 分 明る < 


| sininscusarsa: 


100 % 加 和 ( 発 光 ) 
eed ae 是 


6 建物 内 部 を 描き 込む 


漏れ 出る 明か り を 描く 
本 殿 を 例 に 解説 し ます 。 明 か り に よっ て 浮か び 上 が る 柱 や 梁 、 垂 れ 幕 な どの シ 
ル エ ッ ト を 意識 し な が ら 、 明 か り の 範囲 を 描く の が コツ で す 。 


网 明る い オレ ンジ 色 で 本 典 内 部 を 塗る 。 同 時 に 、 柱 や 梁 、 垂 れ 幕 な どの シル 
エッ ト を 浮き 立た せる 。 


[=] 「 内 部 用 」 写 真 テ クス チャ を 使い 、 カ ゲ を 描き 入れ る 。 明 確 な 形 で は な い が 、 
人 工 物 的 な 情報 量 が 増え る た め 、 建 物 内 部 の モノ や 模様 らし く 見 える 。 


EA TRO 思い が け な い 写真 の 活用 


右 図 は 、 こ こ で 使っ た 「 内 部 用 」 写真 元 
クス チャ で す 。 ご 覧 の と お り 、 た だ の 町 
中 の ビル で す 。 こ うい っ た 写真 が 、 イ ラ 
スト の 思い も よら な い 素 材 に な っ た り し 
ます 。 


转 内 部 の 細か い 垂れ 幕 や 柱 を 追加 する 。 


[B) 明か り を 印象 的 に 見 せ て いく 。 下 か ら 光 の 
グラ デー ショ ン を 入れ 、 奥 に 縦 線 を 細か く 
入れ て 情報 量 を 増やす 。 さ ら に 、「5-2 の 
固 」 と 同じ 工程 で 、 発 光 さ せる 。 
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Z 水面 を 描き 込む 


水面 の 反射 を 描く 


水面 は 、 鏡 の よう に 景色 を 反射 し て 映し 出し ます 。 イ ラス ト で も 
それ を 描く こと で 、 リ アリ ティ が 出 ます 。 手間 を か けず に 画面 の 
情報 量 を 増やせ る 上 に 、 完成 度 を 一 気 に 高め られ る テク ニッ ク で 
す 。 

映り 込み の 描画 に ほか の 部 分 の 完成 形 が 必要 だ っ た の で 、 こ こ で 
や っ と 作業 を 開始 で きま す 。 


PN レイ ヤー マス ク (P.17) で 池 の 水 面部 分 の み の 範囲 を 作っ 
た レイ ヤー フォ ル ダ ー を 作成 し 、 そ の 中 で 作業 し て いく 。 


| に] 内 で 作成 し た レイ ヤー フォ ル ダ ー の 中 に 、 灯 ろう や 狐 犬 、 
階段 や 本 典 な どの 水面 に 映る で あろ う モ チー フ を 、 コ ピー し 
て 統合 し 、 上 下 反転 し て 配置 する 。 パー ス に 合わ せ て 配置 を 
調整 する が 、 そ こま で 厳密 に する 必要 は な く 、 大 体 の 見 た 目 
の 印象 で 決め る 。 厳 密 に し すぎ る と 、 水 面 と いう より は 鏡 の 
よう に な っ て し まう の で 気 を つけ る 。 


グラ デー ショ ン で 水面 の 反射 を 表現 し 、 同 時 に 色 味 も 整え る 。 


(8) 川面 」 写真 テク スチ ャ を 使っ て 水面 の きら めき を 追加 する 。 


[ フチ の 段差 や 中 央 の 台座 に よっ て 
で きる カゲ を 描く 。 カ ゲ と いう よ 
り は シル エッ ト が 反射 し て 映っ て 
いる よう な イメ ー ジ 。 
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oe. a 


青い 部 分 が マス ク さ れ て いる 


100 % 通 常 
| “二 “国庆 | 
ce 

3 
Eee 

近 景 
Gael seme 
に IT a 


1 me 


mil vii 


Neo tt bi tua ek 


8 キャ ラ や エフ ェクト の 追加 
中 央 に キャ ラ を 描く 


エフ ェクト 配置 の 基準 と な る キャ ラ を 描き ます 。 


『 癌 | キャ ラ は 目立つ よう に 、 固 有色 を 周囲 より も 明る くし て いる 。 光 や カゲ の 色 は 
ほか と 同じ に し て いる 。 


東洋 らし さ の コツ 
今回 は 神社 な の で 、 キ ャ ラ も 日 本 らし い 格 好 に し まし た 。 
髪 の 色 は 黒 の ほう が 日 本 を イメ ー ジ し や すい の で す が 、 そ れ だ と 色 が 沈ん で 目 立 


た な く な っ て し まう の で 、 あ えて 青色 に し て いま す 。 

服 は 、 神 官 と 巫女 を 合わ せ た よ うな デザ イン に し て いま す 。 単に 和服 すぎ て し ま 
うと ファ ンタ ジー 感 が 薄れ て し まう の で 、 裾 の 部 分 に 丸い 意匠 を 凝ら し た り 、 女 
性 らし い 曲 線 を 強調 する よう な 服 に な り ま し た 。 


エフ ェクト の 素材 を 作成 する 


ここ か ら 、 キ ャ ラ を 中 心 と し た エフ ェクト を 追加 し て いき ます 。 
まず は 、 お 札 や 魔法 陣 と いっ た 素材 を 作成 し ます 。 


PY 別 の キャ ン バ ス に 、 エ フェ クト と し て 配置 する 素材 を 作成 する 。 
「TF メイ ン 」 ブラ シ で 描い て いる 。 


に 】 お 札 は 、 均一 に 並べ た デー タ を 作成 する 。 
(Je】 | ョ 邊 の 詳 、 レイ ヤー を 保持 する 


この と き お 札 を 構成 し て いる レイ ヤー は 保持 し た まま に し て お きま す 。 
後ほど 個別 に 色調 調整 し た り 、 抜 き 出 し て 使っ た りす る た めで す 。 


空 に 配置 する 魔法 陣 臭 に 配置 する 小さ い お 札 手前 に 配置 する 大 きい お 札 
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作成 し た 素材 を 配置 する 


大 きい お 札 を キャ ラ の 左右 、 小 さい お 札 を キャ ラ の 奥 、 魔 法 陣 を 空 の 中 央 に 配置 し て い 
きま す 。 


FN 「8-2 の 回 」 で 均一 に 並べ た お 札 を 、 コ ピー し て 配置 する 。 


[=] [編集 ] メニ ュー [変形 ] 一 [自由 変形 (P.16)] で 配置 し た お 札 を パー ス に 合 
わせ て 配置 する 。 


お 札 は 、 ま ず は 片方 の 半面 に だ け 配 置 し 、 コ ピー& ペ ー ス ト で 反転 し て 対称 に 配置 
する 。 


© POINT © WZgG ek 0) 2 bel 2 | to 


レイ ヤー フォ ル ダ ー ご と コピ ー す れ ば 、 中 身 の レイ ヤー 構成 も そ 一 100X 通 通 
ー で "アア 大 き (お 札 
の まま コピ ー で きま す 。 - 
100 % 通 常 
色 の 濃い 部 分 
100 % 通 常 
色 の 薄い 部 分 
100 % 通 常 
お 札 の ベー ス 


辐 上 空 の 魔法 陣 も 各部 の レイ ヤー 構成 を 
保持 し た まま パー ス に 沿っ て 配置 す 
る 。 


| ヨ 魔法 陣 の 各部 を 上 下 に ずら し 、 積 層 弄 
に する と 、 立 体感 が 生ま れる 。 


iy 
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エフ ェクト 素材 を 発光 させ る 

配置 させ た エフ ェクト 素材 を 発光 させ て いき ます 。 左右 の お 札 を 例 に 解説 し ます 。 

age Ee 
様 1 の コピ ー 

Geslenese 


100 % 加 邊 (発光) 
ee 人 | 


『 配置 し た お 札 の レイ ヤー フォ ル ダ ー の 合成 モー ド を 「 加 算 
(発光 )」 に 変更 する 。 


辕 風景 と の 兼ね 合い を 考え な が ら 、 お 札 を 構成 し て いる レイ ite 
ヤー の 色調 を 調整 する 。 さ ら に 、 柄 の 色 の 薄い 部 分 を 個別 win 
に コピ ー し 、 ほ ぼかし て か ら 「 加 算 (発光 )」 レイ ヤー で 重 ee 


40 % 通 常 
ね る 。 発光 ポケ 回 


奥 の ほ うに 黒色 で グラ デー ショ ン を か ける 。 
これ に より 、 光 の 減衰 を 表現 で きる 。 


国 お 札 の レイ ヤー フォ ル ダ ー の 下 に お 札 の 選択 
範囲 か ら 作 っ た 半 透 明 の レイ ヤー を 作成 し 、 
強め に [ガウ ス ほ か し ] を か ける 。 こ れ に よ 
り 、 発 光 の ボケ お よび 輪郭 の 表現 が で きる 。 


仕上 げ る 


全体 的 に 細か い 描き 込み や 色 の 調整 を し て 仕上 げ て いき ます 。 


网 キャ ラ の 右手 と 水面 の 反射 
部 分 の お 札 を 追加 する 。 
大 気 中 の チリ や か すみ を 表 
現す る た め 、「TF テク ス 
チャ 」「TF 蛍 」 ブラ シ で ほぼ 
か し た 汚し を 入れ る 。 
合成 モー ド 「 オ ー バ ー レ イ 」 
や 「 ス クリ ー ン 」、 コ ント 
ラス ト の 調整 で 色 味 を 整え 
る 。 
最後 に に [レイ ヤー] x 
ニュ ーー [表示 レイ ヤー の 
コピ ー を 結合 ] で 1 枚 に 
画像 が 統合 され た レイ ヤー 
を 作成 し 、[ フ ィ ル ター] 
メニ ューー [シャ ー ズ | = 
[シャ ー プ ] を か ける 。 こ 
れ で 細部 の ディ テー ル が 強 
調 され る 。 
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あと が き 


ここ まで お 読み いた だ き あ り が と う ご ざ いま し た 。 


「 東 洋 」 縛り と は いえ 、 か な り バ ラ エ ティ に 富ん だ 内 容 に な っ て いた の で は な いで し ょ うか 。 

実際 に 制作 の 際 も 元 と な る モチ ー フ が 多 す ぎ て 詰め 込む の に 苦労 し た 記憶 が あり ます 。 

その ご っ た 煮 具合 も ファ ンタ ジー 感 を 出す 要因 と な る の で 、 お 読み いた だ いた 皆様 に も 本 書か ら さ ま ざ ま な 要素 を 引き 
出し 、 唱 只 し て いた だ ける と 嬉し いで す 。 

藤 ち よこ さん の 描き 方 は 自分 と は まっ た く 違 うつ アプ ロー チ で 打ち 合わ せ の 段階 か ら 大 変 勉強 に な り ま し た 。 

と くに イラ スト は 人 に 「 見 せる (魅せ る )」 モノ で ある と いう こと を 強く 論 さ れ た 気分 で す 。 

自分 は 「 描 く ] こと に 偏 価 する きら い が あ る の で ……。 

あと 女の子 を 可愛 く 描く の は 本 当 に 大 事 で すね ……… ! ! 本 当 に ね ! !! 

そし て それ に より 背景 も 引き 立ち 、 そ れ に より キャ ラク ター も も っ と 引き 立つ と いう …… な る ほど ……。 


その 辺り も 悔い 改め 、 今 後 の 活動 に 活か し て いこ うと 思っ つて いま す 。 も し それ を 披露 で きる 機会 が 来 た ら 嬉 し いで す 。 


\ 7" 


本 書 を ひと と お り 読ん で 、 お も し ろ い な あと 思っ た の は 、 私 と ゾウ ノ セ さん と で イラ スト の 描き 方 が 全く 違う と ころ で す 。 


ゾウ ノ セ さん の 、 理 論 立 っ て いて 無駄 の な い イ ラス ト の 組み 立て 方 は 、 感 覚 的 に 描い て 迷走 する こと が 多い 私 と し て は 
と て も 参考 に な る 部 分 が 多く 、「 フ ァ ン タ ジ ー 風 景 の 描き 方 」 と あわ せ て 深く 読み 込ん で いき た いと 思っ て いま す ! 


同じ よう な テー マ で 描い て いて も 、 描 き 方 や 考え 方 に 違い が 出 て いて 、 そ の 違い を 楽し め る の も 本 書 の 魅力 の ひと つじ ゃ 
な いか と 思い ます 。 


と くに 初心 者 の 方 は 、 技 法 書 を 読ん を で 「 こ うい うふ うに 描か な くち ゃ ! | と 考え が ち で す が 、 実 は イラ スト の 描き 方 に 
は 正解 も 間違い も な く て 、 イ ラス ト を 描く 人 の 数 だ け 、 そ れ ぞ れ ベ スト な 描き 方 や 考え 方 が 存在 し ます 。 


本 書 に 書か れ て いる の は 、 あ くま で も 筆者 の イラ スト を 表現 する た め に 、 最 適 な 描き 方 と いう だ け な の で 、 参 考 に で き 
る と ころ は 参考 に し つつ 、 自 分 な り の イラ スト の 描き 方 を 探 つ て いつ て ほし いな と 思い ます 。 
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